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〈資料〉

ある船共工の生活史と造船業労使関係*

臼述の記誌と注解一一一

[ま じ

O. 』土， 労使関係〉とい訴究

主題にむ ロ述記室奈の 1

でるる。 山西造査会鉄

っ7こ

正6

大山

め

の自 ょっ れる主観的

ま自療がら議訴す-b倒的lか冶λ，'l"い十 従来の

も

に委ねられてし、た。これに対

して生活史分析は，研究者が準縄している科

した蟻山敏郎さん に求め，その口述生 学上の媛範ではなく，当の行為者が自

は畿u1ざんど関 与える

身である。

た現実〉

保存の説点から，可吉きなかぎりの口述の形を

性 において，

とし した。 た先例jとして，

1. の取材は主観的構成競念と 氏は詔和23

しての日 る

とた毘的としている。このロ
W 

J← 、

し，

し，それに則

に優先権

し

してL、る53)

され

ら)11口市の鋳物工場の経営と

とする組合ヲーダー

なすもので為る。これまで、の の人的系譜を会析する際に，
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林甫らも，

据えておられるvll)これらの業績についてはし、 な構成概念をうること

の機会令も%ずょいと考えているが 3. このような主観的体験に準拠して構成さ

臼本の労働者・労護関係像を再構成するうえ れる生活史は，二二震の意味で客観的と言いう

人文科学論集

しているア誌はその後，

2.ある

どのような生活史を織りなしていくか

することができなし、く生活史とはなにか〉と

いう関いをたててみても，それは人生におけ

る{偶然の集積であって，そのやから必然的な

ることは，ほとんど

る。造鉛労縁者のばあいにも，たま

ま

の

た

た

として生きることになっ

作用していたとしても，そ

えなかったかということによって規定さ

そ にも欝~

に転化されvllil生活史す

るIX)第1に ないし

情報提供潟〈インフォー γ ンけではなく，

岳芳の議去の経験に対する

とし けられる。一般に，

に生きる!絞りでは，

その体験の客観的な観察者たりえない。これ

に対して， 闘記の経験が過去完了形で語られ

るばあいには，人簡は退去の生活史的状況をど

し，経験を捉えなおしうるよう

と

な位置にいる。このばあい

としている等繋的

研

すな

帰結とが偶然で三ちるのか必然であったかにつ わち議のおからみても

いては，判断の規準は存夜しないと営ってよ ではなし、

レ。 らしへ移行す

しかしなが弘話者が過去の軽験合反省的 ているが，口

に辿ろうとするとき，

く重要な能者〉で

のかを暗黙のうちに掘り起こし，その

明治化する。〈議饗な出来

世 てレるという

あ

る客観性は，toか

とし

は p述の時

しうるよう

な内的持続構造vこ依存している。

2に，話考が自記の生活史に問いかける

つ

的

例

わ

寵

て

。

か

客

し

る

か

う

と

れ

に

い

る

事

さ

援

で

来

定

密

ニ

出

岡

山

と

こ

る

に

宮
十
ノ

。

じ

V

る

アジティとして話衰の生を規定していると考 状況は

えられる。それらは，

として鈷をとどめているばかりではな

く，話者と聴き予との掴接場詣でたまたま顕 えば，造船不況

00 -t 

にとって

という形で務

ト
<=J 
J、、、 かく生き

随分はなぜその時 われる。く職場とはなにか〉く組合とはな

あるし、はかく抜き という問いは，話衰の解釈枠組に爵し，
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~銭其ヱの生活史と送金総書妻労佼関係

的.8 おレてF官、えるべ

もあった。

と

して ら;1"てカ込らし どで

る。こうして話者はいることは堅持ら る。しかし，それらの

なかにく生きら させ，

ちこ"Iれた怒りにおいて， そ る。

を確保しうるのである。 としての話者の致活世界は， i足

4. 場j という独自の媒体きどとおして構造イとされ

1月 16臼 4男 る。この媒体なしには，職場における

係の宮ふもありえない。

として，

少年詩代 とする村の仲間 るとともに，

る。卒業後は母 員

蟻ilJさんは入職の翌日，方の親y戚を頼っ

公人となって され， これをよく劫 〈当時)'C.¥ 

1938年 1H

聞に入隊，

と， 1941年7月

滋賀航空E誌を経て終戦を迎

を得るとともに，そ

渠株式会社へ入鞍(1945年 12H 10日〉する

契機ともなった。

して

の入職過程は

働者の静或類型の一つをどなすものである。

は入職以来，一貫して鯛兵〈話ゑ〉工

ほ

ている。

あったが，関もなく

としたの船具工の

とは， I勾蔀労働

し

となり，

る。このことは話殺に対してに「戦前jと「戦

後j との時間意識の分節化を促す契機となっ

たもの

り，

いくつかの「翻争jを経験した。話完設にとっ

と f戦後」とを分かつ論理は客

く，群馬一横護費…言語

してし、る。

によって

:再綴成を{還されたといえよう。

5.筆者はかつて，この造船所会労使関係の

としたことがあるY

によると，周造船所は「能率本金約イデオ口

ギ Jと

殻づけられ，

し

73 -
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としては行際応的

ると

の見解としては，会社独自
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の経営イデオロギーと造船現場の技能・労働

類型に対応する他律的意識とが，間造船所の

対抗的労使関係を生みだす背景となっている

と考えられた。

筆者がこの造船所に再び目を向けるように

なった契機は， 1970年代中期から顕在化した

造船不況およびく合理化〉をめぐる労使紛争

の長期化としづ事態である。いわゆる造船不

況は、戦後の船舶建造量の頭点であった 1974

年を境に深刻化し，従業員数についてみても，

1979年には34.7%の減少となり，この間，下

請労働者は52.8%の減少を示した。函館ドッ

クでは76年末から受注船の取消しゃ引取り延

期があい継いだほか，受注激減のあおりで77

年 8月末までに下請関連3社が僻産した。会

社は同年9月に出向・甑転を骨子とする合理

化案を組合に提示し， 11月には300人の希望

退職者を募集する旨の提案を行ない，紛争は

長期化したず)同造船所の従業員数は，最終的

には，第1次希望退職者を募集する直前の 3，

300人から， 1，700人に縮減されている。

<;.主〉

蟻山さんは，会社が最初のく合理化〉案を

提示した時には，すでに同社を定年退職して

おり 0975年3月)，同造船所の下請会社を統

合した協船興業の工事係長とし、う地位にあっ

た。したがって，本稿にかかわる筆者の取材

も， これら一連のく合理化〉の事態には部分

的にしか及んでいない。しかし，生活史の方

法は，いわゆる，1経営危機」における労働者・

労使関係の性格を分析するうえでも有効な手

段になると考えている。

口述記録は，蝋山さんと筆者の共同作業と

して，つぎの 3点にわたって編集された。

(1)造船労働者の形成過程 轍山さんの生

いたちから終戦まで

(2)造船業の職場と人間関係一一綱具工場を

中心として

(3)造船業の労働組合と労使関係一一「経営

危機Jと組合員の対応

以下の記録のうち， ( )内は聴き手による

補足， C J内は補注である。口述文に関連す

る解説・注解は，すべて脚注に記した。

*主主稿は，昭和59年度文部省科学研究費(一般研究B)による調査の l部である。

i )拙稿「ある仕上工の生活史と造船業労使関係 面接の記録と解説J 人文科学論集J第21号，北海

道大学文学部， 1984年。

ii) 例えば， Jones， Gar喝モ社巴ethI叉ミ{.， 刊 LμifたeHistory Methodology 

Strat，おeg.♂zeωsfiβ0γ Sociωal Reseaωrch， S呂g巴札， 1983， pp. 147-159， 参照

iii)拙稿「コミュニティ社会学の視~と解釈パラダイム J (笹森秀雄・布施鉄治・三谷鉄夫編『地域社会と地

域問題』 梓出版社 1981年〉では，この公準に準拠した理論を主観ニ解釈パラダイムと名つけ，そのコ

ミュニティ理論への適用会試みた。

こうした筆者の試みに対して，客観z規範パラダイムからの批判が予想されるが，批判は基本的には双

方のパラダイムが前提としている科学理論の根異に白楽するものと思われる。

地稿「社会学と科学的世界一一徳環構造モデノレの転換一一-J r社会学研究報告/理論研究 2j，北海道大学
文学部社会学研究室， 1983年，参照。

iv)中野 王手『下議工業の同族と親方子方j御茶の水芸書房， 1978年，第3・4主主。

この研究の意義については，

拙稿「書評・中野 主事?下請工業の河族と親方子方JJa社会学評論』第 31巻第3号， 日本社会学会，

74 -



ある船具工の生活史と造船業労使関係

1980年〕を参照。

v)中野 卓「大正期前後における漁村ネI会の構造変化とその推進力一一北大樹柑問符論一一J村落社会

研究会編 f村落社会研究j第 4集， 1968年。

中里子 卓 [:1述の生活史一一或る女の愛と呪L、の日本近代一 御茶の水害房， 1977年。

vj)中野 卓「他人の社会学的調査研究についてJ 社会学評論j第 32巻第 1号， 1981年。

vij)布施鉄治編著?地域産業変動と階級・階}脅j御茶の水書房， 1982年など。

viii)く偶然のなかの必然、〉がもっ認識論上の問題については，別稿で論じた。

拙稿「社会的現実と知の科学論一一一磯署宝モデノレから現象学的モデノレヘー-J 社会学研究報告/理論

研究 3J 北海道大学文学部社会学研究室， 1985年。

ix)この見解は， A シュッツの行為論からの示唆による。

Schutz， Alfred，代ChoosingAmong Projects of Action" ， in Collected Pa戸ers1 : The Problem 

01 Social Reality， Martinus Nijhoff， 1962， pp. 67-73 

x) t出稿「経営イデオロギーと労使関係一一比較事例的考察 J 日本労働協会雑誌 118，1969年。

xi)この紛争の緩過などについては，鎌田 悲f労働J現場一一造船所てがIが起こったか一-J 岩波警広， 1980

年，参照。
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1軍 造船労働者の形成過程

一一難山さんの生いたちから終戦ま

1.生いたちと奉公生活

iれたのは大正 6(917)年 l月 16

，
 

rトド
ヨプーしい
つ、C-'-

な

もう，

のi務なんですよ。

つてのは，むかL

もと この(人指し〉

蚕はつくっ

てなかった ら帰っ

のよう

寸こ行をましたねえ。とく

宇
ふ

や
り

'
そ

円

一

そ

と

h
H
J

〉

h
ノ

、
』

Vてつ

し

はだめで

し

"て

と〕のときに，こ

兵う

ん

とと 授もとから，~/u -r 
L ， 

らし L

のころは……。

どこ

800戸くらいあって，

み

それから， さつまし、れと

も娘が多L ころは， 〈長話料

それ

にはこんでて， きっていう，

う曲 が変〉りまし それ

〈し、ずこだし、ナニ

って， 叶 こう， でいうだいたい 2盟あるとこ支でをぎい

だとか

7少

渋}I i 

1)務馬県苦手馬郡;之島 さ~Jl I 罫]ー伊芸~j来的・お宅き村・桃労二村・緩急え宇t .金繰J村・長潟村・台懇11デドキぜ・小野上村，

それに!災治村・駒宗併すなふくふ， 1949 (昭和 24)年 lü J'lにゴヒ鮮.\~君5 となった。このうち約治村と務主寄付は，

1955年4Jj十こ?を傍，改称し て，現設のを澗村となったげゑ関市町村:f，変遷総交 B本初除出版， 1979年，

参照〉。現在もう長と養護が当村の慕号待作物となっている。

2) fp祭場と以降を壁土L、た所["'~語れとは殺しも考えることであらうが.この際場には?中御所鳶御所』

いう小学:がたる。村rl)総鎮府，づ、上ち字Ilttìこ伝わる汀E火の記録;によると;後災天奈の5設予~I民主発注こ

のまむに鋼所主ど号室き;と， 伝えている。いとま往来号努刊による ?年三安ぐんま，こt主主主和5年 (838)n喜!察来月三E，
上野区史子(大守)になる〈意義!ヨ本?を記)jとある。(.字書きと々陣場は銚弁務;一刊行〉新聞と13われ，お (L

く〕になっており， 号きめもの初期まで;ヱド車場者三新阪を略lつ亡者芸新EBと呼んでL、fニ(羽鳥善幸子ぢ編?隊場古談j

F事務総土史研究会， 198号今ミラ 1-2資j。
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ふる身長主主主の生活史とi議長詩業労使関係

っても，':) て....・・0

私の家の付近からは，

ts:. たん

るようになっ7ニLしたものでも，ずいぶ

よ。絵、会語いていた山口 には，渋)11とました。とか，

ん中なんですよ Oとなんでいう

、すこりそれな翻用紙にし、っしょうけんめし

虫嵐山;臨護株式会社..... 
む

ペコし、まけど，はすこ L

は)蟻ていう酒はじめにグラなしtこ，イコみたい

とし、って……cドナ手町どっrの完全がすこしあって，

ら，深

は5人ぐらL、?ジャガーの13J， 

なんてのがあ

った

作家で

σコ

て太郎の

入札 30人くらし

いがし寸こも，殺菌館も，11"こ

荷車きかんかも小学校のも為りました。いをは市になっておおき

j蛮しをさぜられたな町ですけど，

まヨは，いぜんとしの務7も，

-・・・・ 0峰。ようにつくられてなしまの

fょんカぺi王子らして(し、iなんか，

しにー…一。そまない

、ふ;んいろし、ろりの村の桃井村だとか，し、支

にJlflる

つjヲ三ろとはで，内もう

そのときに，そろ
。
〉
勺
ノるてψ しなんてっとトンネず

し算なんかやったりね。~こう， パヂノミチ地下にできて，

トンネノレっていう〈トンネノレカり も委託ばんも，

ザコってますから

です。いまの拐つまのそろくなっだんだんy¥ってくる

3)兇3斜主主主。 1920(大統初年 l Jl鋭干U~44 (招ぬ〉年4見終刊。全291穏な博文長官発行C

4) 18淡)!!罰To195H昭利ぬ〉年4Jlに北群馬郡司〉金島村吋工巻村・委設秋村合合併して，きそJIIfおと

箇市町村名変遷家主滋j前掲，

i尽きそJI!欝れま越後.fi援護・浴!双方言言への要衝で¥ !筏宿主義的。!日市場町としても知られているく7段家主税名大
喜善典5・関東j穀倉緩!乱 1970年， などをr参R老人
5) Y区議雑誌。 1914(火IE3) 年 ll Jl鋭利~62 (昭和37)年 12 廃刊。大日本金量子子会講談社(現・譲淡お

発行。
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屈をいちばん指密しているのは新辺って(姓

の〉番頭，その下に，ふつうの小僧さんが窟

て，みんな(私より)歳が多いですから， (自

の人を)仰さん，伺さんって(名前で〉呼ん

でました。

だんだん戦争関係で物資が国迫して，戦時

中に(溜援が〉ぜ、んぶ統合されまして，高崎

の市の歌)11町という所に，蝋山系統の轍山溶

造株式会社〔社長・雄山政入〕つてのをつくっ

たわけで、す。そこで(沼を〉造って，兄弟会

社である私の家〔蟻山吟次郎〕とか， (高崎本

町の〉おじさんの酒屋〔蟻山末吉〕だとか，

前橋の酒屋(父の弟で養子にいった曽田真吉

の)苫〉だとかいうとこに，それぞれ配分して

たわけで、すね。私の父親(の吟次郎〉は，蝋

山酒造株式会社の監査役でした〔国 1参照〕。

私の家は，長男が後を継いでないんですよ。

長男は若いときから東京理研に勤めまして，

東京で所帯をもってたんです。で， 2番目の兄
ひでじ

(秀二〉が家を継いでいました。私は， 4男で

す。

いまは「千代盛J(という潜〉は，ないんで

す。おじさんの家(末吉〉に「古泉J，それか

ら群馬県碓氷郡の松井田に(おばあさんの親

戚に当る小山長四郎の屈にH碓氷盛」てのが

生き残っています。

道祖神の話

私たちが子供のころは，道祖神焼きてのが

あったんで、すよ O
うち

1月の 7日の日に，みんな各家で，正月のお

飾りを外すんですね。それを外して，みんな

ある船具こ仁の生活史と造船業労使関係

あざ

表へ置いておくと， (各字の)10歳からは歳

までの子供(道祖神子供といわれる〕がぜん

ぶ集まって，それぞれの字に分かれてね， (子

供の頭である)親方の指揮で，そのお飾り集

めが始まるわけです。
あざ

松だとか，お飾りとかを，字のなかからぜ

んぶ集めて，それで河原のところへ集めるわ

けです。そのほかに，村の有志の人から，稲

の藁だとか，木の葉つばを，いろりで焚くの

に集めてくるんですね。そういう焚きつけに

使う木の葉っぱの，枯れた葉っぱの束を，農

家のあっちこちからもらうんですね。それで

子供が一軒ずつ手分けして，受敢書をど出して，
iこんぺつ うち

人別てのをもらって歩くわけです?私の家あ

たりは，人到のお金のほかに，お濁をね，御
みさ

神酒に使うお酒を一升ぐらい……。

それ〔お飾り など〉を，だんだんため

ていって， 10日ころになると，村の青年に大

勢出てもらいまして， こんどは小屋を建てる

わけです。村には竹が，こんな太い竹が多い

ですから， (まず〉木の杭を打って，そこに竹

(の柱〉を8本くらい立てて，小麗を作っちゃ

うわけですね。縄でみんな縛ったり(小崖の

まわりは藁や莱がらで風が入らないように〉

して (作るんです〉。その小麗の直径L

3 t;cくらいあるのを建てるわけですね。そこへ

2階もっくりまして，集めたお飾りをその 2階

にぜんぶ上げるんです。その(小屋の〉まん

中に， cl t;c四方ほどの〉いろりがあって，そ

こで火をくべるんですね〔函2参無〕 。

13日の晩は， r前頭」以上は(火の番と称し
て〉泊るんですよ，その中に。子供たちにも，

6)これは「人別集めJといい，その家の員数によって， 1人分1銭か2銭のお金を集めた。結婚・出産など

お祝いのあった家には，特別にお金をねだったというげ陣馬台談J前掲， 110頁参照〉。
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図2 道祖神小屋の断面

等級があるんですよ。 10歳の人は「新兵j，11 

歳になると「古い新兵j，12歳は「新兵の親方j，

13歳になると「前頭j，それでいちばん上は

「中頭Jでね。〔そして，これを統率するい

ちばんの頭を小屋頭あるいは親方と呼んだ。〕

焼く前に，いろいろな仕事があって，もらっ

た人別で、， ¥，、まのかりん糖みたいな駄菓子を，

隣りの金古町〔現・群馬町〕ってとこのお菓子

ら買ってきて，準備しておくわけですね。

だいたい 14臼の午前1時ころになると，神社

の太鼓を借りてきて，その太鼓をたたきなが

ら，

道祖神が 燃えますよ

道祖神が 燃えますよ

7)IEしくは，つぎのように謡う。
「道祖神が 燃えますよ一一

阜や 夜が明けますよー

卵のおとつつあんが鳴きますよ」

写真l 安政3年建立の際馬道祖神

( ~~~(馬詰111-炎 J IlJg，より転載)

ってね，触れて歩くんです;)そうすると村の

人は，毎年14臼の轄に燃すってことを，火を

つけるってことをわかってますから，みんな

それぞれれ， 2時か3時ごろになってくると，

ぞくぞく集まってくるわけです。

それで，集まってきて， (小屋の)入口でそ

のもらってきた酒色杯で，御神酒を一杯ず

つ飲んでもらって，それで、(そこに調ってあ

る〉道祖神のまわりにみんな集まってもらっ

て……。〔村の人の)中にはね， I早く火をつ

けろj，とかなんとかつてやって……(点火の

始まる前から声を出して騒ぐやつがし、る)。お

もては寒いですからね。

村の人は「奉納道祖神Jっていう字を半紙に

画いて，火が燃えはじまったら，そこへ投げ

道祖神は「寒の神JI空宇神JCともにサイノカミ)ともいわれ，関東・中部から新潟・山形へかけて広く
分布して祭られている。鍛山さんの口述に示されているように，子供組が祭を主宰するのが一般的で，小

正月の火祭りと結合している cr釘本社会民俗辞典.!2日本民俗学協会，誠文堂新光枝， 1954年など参照〉。
道祖神の由来については，相n回路努「石神問答Jcr定本・柳臼闘男集j第12巻筑摩書E号、 1969年〉に詳わ

しし、。
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‘ある員会主ゑヱロ)i:T..i舌史と議長総妻美労号室関係

るまっ

く

ますよ大騒ぎな

っと燃え上って:1玄 てやるんですね。

うのにも， 新兵にはし、まのかり

その上の古し

るとこ(もらう〉だL、すこし、3

が指揮主ど

それで，葉っばの んぶ入れて，

二時上こ火がつくように，いっぺんにブザーッ

、のこっか三

もうすこし

それぞ毅方のほう

等級ごとに〈お菓子のや

んて，芝あ，かりr 
j 

ちつらやいの 2っか3つでね。その代

まつり， もう l 自分ももっと余計にザヲ'一
」

、'TIJ-c'"すから，数える もらえるってね。そ

しみでわ になるのを楽し
}会、。

I-V 、ハ

ら

く になるの

み

、んで 大正 12(1923J 相神場に

うち

落〉も，向こう

りまし丈こ。

ンつ めたのもだいぶおりまし

て高等科に入って，昭和6年に

るころ， めに集まるん

のは，綾差告さんで家と:f:I鳥さんて家が，

むかしから宿の権科っていうか，それたもっ

ていて?子摂たわが〈その穏に〉集まってく

る

れで ζ 

鳥ざん を閉し 、ているので〉

えtん

ってぐあいに一

けておいたり，いろいろ一一一。

Jヂ

eぜんぶ並んで，

まvでズラッ

し、

てくると，

パスケットボーノレ テニス-C'‘;三，

もってきたり

そのころは， 欝り

i型7で試合をしたり村と

もまでも思い出しますよG 私は殴ら

けみ?で
た

た

い

れ

し

な
ら
三
密

と

肢

っ

こ

ん

れ

た

ぶ

張

れ

い

て

くほ

よ。なかには，

ら放り出さ

られ

け もいますしね。

たのであろうj

き) rどうしてこの潟雲更が干援をどするようになった治、詳らかぐなレ杭役雲寺・滋籾神遂に近い関係上ここうなっ

高D掲， 111 Jまん
、仁tをど{動いて，支う3喜子i之{寝かで、ある。紙袋へ入れたチョッピリの菜子がうれ

しかったものでるる。々によっては菓子の後に緩衝や鉛さまなど学毘ふさど分けてくれたこともあるJ(向上〉。

10)機山さんはこの時，小学校の f応援歌jというのな級者去に総合、生きてくれた。「務治の 明治の/つわもの

つわもの/，ままれも 機く/わが約に たれ予をふ……J(曲は「カノνメンょの節〉。
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人文科学議室長

fげんこう先生Jていわれる

ぐらレ， (生徒が〉ちょっと

ぐげんこがとんできたりね。3

も

ないと，

と

こ-?Jな

だった ど，胸を病んて、死んでしま

たんです。それで、，

んなで出しようJ

〈生徒は〉ふだん，げってく私が〉

んこつでやられているもんだから，みんな，
ぉηゃ

「俺ァ，

ていうわけですね。そんで事私が代表して

式に行ったこともあり設した。

ったで

ぃ
守
口

ヲ主 きょ

力、L

らしい

ありますか

るかどう

ん

い支，あ

その小山って ，行く持く

るたふうに，諮ったほうがし、いって・・

してもらっ J
臥

U

く

ももってましたから。

いっても.い玄ぐいえばスーパ

し、ペコ

みたいなく誌で〉ね，なんでも

干し物，乾物だけでなしに

も一…。〈秘主詳し記念て，
Vヴ'ー

マコ L 

いまで {土入れて

んでも売った

そこ

よ。

も...・ a・

いえば，生徒会とかし、う

〔ここで蟻UJさんは， うらのお父さ

ん

持ってきて， て〈れた。〕

くむかし

?斗，
Vふ

りまし

し れくこの欄を〉

、出しちゃう

るものは， もうな

ててーレ

ら，それ

ういうのも

き玄してねえ…一。

Jそ

よ。「こIvな見苦しい風体するなムだとかな

んとカミって一一一。 てましたけど。

乾物躍で奉公

(昭和6年3月

出iどして

に勤め

親誠

して，東京へ

は〕

それで(踏の名を〉通称‘「八百霊 iて

ていましたλ小山一家って仏、うのは〉，まぜ

よ っていって，わょっと訟っ

るのには，もってこ

し、 しfこ。

と〉しばらくたってから，そ

-L匂一
町に新しく

~
動
}

J
j
 

っ7ニときにはま
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写真2 東京府午後璽?の穀物商舎に務公の績
(1935年きま・ 17由主)

三ちる緊急ゑ工の4.活史と議室然多妻労後関係

ま工会込らライスカレ…。〈ライスカレ

たって 10 ぐらL、ですから

り，いろし、ろして，

の金は， てもま

20丹ぐ、らし、くれた

それから，お

それで、も 2円

よ。

のほかに冷問主らうのは慰幻で，食べるのも

されましたから，だい

の ~> l 
」 ζ

くれたり一一。その人の親戚ι
あるんです，設撃に。そこ

その

。(そ

く

60 

て震ってた 円の くってくれたりして。

けどーーそのすぐ 100 くらい行った それで，

とこで十九荒JlI放水誌にかかっている，

新橋てところを諮えると・…一〈すぐ近く)。そ

んかバラパラって三ろったきり

だっ7こ けどね。 やって

ちに，これから〈怠 ん」っていって

分が)屈をやるのに，本所みたいな都会の真 てた

いなしべ所)， EE 大診

もやってまし

くて闘っ

L 、う

で

ういう人がし、つ こへ，いつも品物をヲヤカーで取り っ?こ

ばい資物にくる一ーその器舎の人相手の〈高 り，向こう

ほうがし、いんじゃないかJてん して。 Jそれで，

で，それで(私も〉

わ

てみたら，なるほどま

買いにきま ど，ほとん

った

人も

の人

りに繋いにきてね。そこに

は昭和12年支で器りました。

20日

そのときに小j蓑として 2円もらいましてね。

いの綴がま

しiL

徴兵検査まで、

/- .，... 
円!

いんですっ

しゃ
乙ー

り

とか，いろいろ開いたり

いるうちに，昭和12年に，

。あのー，

ときに大やけどしましてね。

ったことひま〉ある

それ亡休ふの日は，朝から電車に乗って読 んですけどね一一。(自分は高売をどやりたかっ

革へ行きまして……，まず浅草の殺謹を繍て たものだから)故兵検査で，つかまったら

って 10銭か 15鎮ですから一一…そ 格になったら〕いけないと思って……。
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田舎〔群，馬県明治村〉にいるときに，やけ

どしてしまって。いまでもまだその跡が残っ

てますけど，小学校3年のときに，熱湯を頭

からかぶってしまって，そのときに耳の中に

熱湯が流れこんで，顔なんかぜんぶ火ぶくれ

になりましてね。

だけど，とうとう，耳鼻科のお医者さんも，

治らないってね。それで， (耳のことは調べる

かどうか，わからなかったが〉そのまま徴兵

検査に行ったんです。なんとか甲種合格にな

らないように，……(願ってたのに〉。

徴兵検査では，菰力なんか調べないんです

ね。だから， I左の耳が悪いんですJって日っ

たって，ぜんぜ、ん，そんなこと開き入れてく

れないんで、すよ。それで最後に，甲種合格一一一。

(昭和)12年の 8月です。

そのときの軍管底の司令官と(群馬〉県庁

の兵事課長が，前橋のおじさんの友だちで，

いっしょに甲種合格(の者〉が，私の村から

8人ぐらし、し、るけど，私l人だけ海軍だってい

うんですよね。控室事ならみんな行っているか

ら(自分も陸軍だろうと思って見聞きして〉

慣れているんですけど， (海箪と聞いて〉びっ

くりしちゃって一一一。

それで，検査のあとすぐ応へ戻って，屈の

旦那に，

「とうとう，海軍にとられることになった」

ていったら，

「やァ，海軍ならし、L、じゃねえか」

なんてね。海軍でも，現役は3年間ですか

ら，

「まあ， 3年だけ務めてきて，すくやま イコ

て来いや」

って言われて一一一。徴兵検査の翌年の昭和

13年 1月20日ごろ， (海軍に〉入るように案

84 

内(が)来てるわけです。

それで， (昭和 12年の)12月いっぱい働き

ましてね。ともかく届が忙しいんですよ。 12

月なんか， もう寝ない晩が(続いて〉一一一0

29， 30， 31日なんてのは，ほとんど寝ないで

すよ。 31日の日は，どこの屈もぜんぜ、ん寝な

いんですが，ふつうの呉服屋さんだとか，洋

品屋さんなんかは，31日の夜中にj古閉めると，

1 Bの日はもう戸閉めて元日を祝うんですけど

ところが乾物屋てのは，正月の婚答品を販

しますから，夜中の 2時3時ごろ，J苫のな

かの，いま並べてる品物を全部入れ替えて，

こんどは砂糖だとか，数の子だとか，海苔だ

とかの贈答品を倉庫からどんどん(運んで、)，

そうして屈のかたちをいっぺんに変えたよう

にして一一一夜が明ければ， こんどはもう新年

の商売ですね。どんどん売らなきゃ，……間

の手形を発行してますからね。

それで正月の 4日ごろ，群馬へ帰って，ま

あ親戚なんかに顔出したり，いろいろしまし

てね。それで， (海軍へ〉送られるときが，ま

た大変なんですよ。村の人がみんな，あの小

さい旗をもってね，一一一歌を歌いながらー

「三年間済んだら， また来いよー」

って，みんな(に)言われて。

そのときは，それで、もまだ，支那の大陸で

(日本軍が)コチョコチョや〔戦〕ってるから，

まさかアメリカと戦争するなんてことは，思

いもしなかったで、すけ

2.海軍生活と終戦

横須賀海兵団

昭和 13年 l月30日に，横項賀鎮守府11)の



然考お

写築3 横須賀海兵団第32分隊第11

教波に入団の頃 0938年)

海兵団に入隊しました。海兵団の 32分散に(配

属されて)0 (そのときは〉みんな海軍の服を

着せられてね。(分隊は)10人ぐらいで一つの

教班(を編成しているん〉ですね。(そこに〉

教班長がし、まして， (教班長は〉二等兵曹でし

7こ。

入って一カ月ぐらいたったら，r信号術の試

験を受けないか」って〔言われて)，それで全

員でいちおう……(受けてみた〉。私にすれば，

算数でも国語でも， Iこんな問題(は簡単だ)J

と思ったんだけど，やっぱりできないのが，

ずいぶんいるんですね。私が，一番(の成績〕

で として〉採用されちゃったわけで、

ある船具工の生活史と造船業労使関係

す。

32分隊を別れて，それで，横痕賀海兵団の

4分隊っていうところが，信号(員〉の(配置〉

予定者のところでした。 (4分隊のなかの)12 

教班って班だったで、すけどね。教班長は清水

喜作って，一ーもう戦死しましたけど，

術の一等兵曹でした。

〔海兵屈では)毎日、朝から晩まで，まず手

発光信号のそールスを覚えること，

それからラッパを覚えること一一(て、追われま

した〕。これ(ラッパ)は，ずいぶん苦労しま

したね。ふつうに吹いても，鳴らないんです

よ。もう，力いっぱいで一一一(吹いてみても〉。

「君が代jのラッパの練習なんか，ふつうは

できないんです。海軍には，君が代のラッパ

とか，巡検のラッパとか，そうとう長い譜の

がありましたけど……。それで，そこで8カ

月間，勉強するわけです。

海兵団の$い練習場は，航空母艦のでっか

い，あの「信濃」ってやっ戸それをつくるもの

すごい大きいドックを作ってたんですよ。そ

のドックをつくる泥をなげて，一一一泥をいっ

ぱい積んだ貨準が，海岸のとこ〔から施いて

いる〉レールを走ってきて，そこに(泥を〉

開けるわけですね 。そこに拡い練兵場が

できたわけです。その練兵場で，発光信号の

1l) f鎮守府は各軍港(横須賀・呉・佐世保・舞鶴〉に置かれ，所在地名を冠称した。鎮守府は箪政実施機

関であると同時に内戦作戦を担当する作戦部隊である。」 横須賀鎮守府は「東海地域、東北地区東方海域，

北海道方面海域の警備，海上交通保護を担当J(防衛庁i坊衛研修所戦史部編?戦史議書 102・渡海軍年表J

朝雲新聞社， 1980年， 520頁， 531頁。以下?年表Jと略す〉。

自鼠山さんが横須賀海兵団に入隊した日は， 日本陸軍航空部隊が洛陽飛行場を攻懇した日にあたる。

12)航空母鑑「信濃」は呉鎮守府の所管で，大型戦艦の第3番艦として 1940(昭和 15)年 5月4日に横須賀

海主事:ζ織で起ヱされたが，際底防禦計闘の変更などで工事が遅れ， 44年 11月19日竣工した。畷山さんに
よれば，建造してから 1週間後に，横須賀から呉にむかう途中て、機雷に沈められたとL、う。正確には 11月

28日横須賀を出航，翌 2981こ潮岬沖で米箪潜水鏡の魚管攻撃をうけた。基準排水最 62.，000 ン，速力 27.

0ノット，犠載機数 47ci戦史選書88・海軍主苦戦備く2>j 朝雲新聞社， 1975年， 19-20頁， 29 J{参照〕。
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訓練をやったんです。

片方(で)は，軍楽隊がブカスカブカスカ

諌習してるでしょう。(目では〉信号のそーノレ

スを集中して見ながら，耳からは，ガチャガ

チャ(し、ろいろな雑音が〉入るしね。わざと，

そういう雑音のなかで練習しなければ，戦争、

へ〉行っても，どんどん大砲撃ったり，機銃

ったりする(わけだから， このような〉所

で，平気で信号をとれるようにしなきゃだめ

なんですって。

それでもう，試験，試験，試験(の連続〉

でねえ一一。一つの科目が終わると，そこで

試験なんで、すね。航海兵器だとか，それにそ

ノレスの符号を覚えるのが，なかなか苦手で一一。

(イロハ 48文字の)はじめのほうのイロハ

』土， IイJはいトン・ツーペ「ロJはいトン・

ツー・トン・ツ¥¥， IハJはれツー・トン・

トン・トン¥¥，てね。イロハのあとのほうの字

になってくると，だんだんその〔音の〉紐み

立てが……(護雑になる〉。それで，その符号

を覚えるのき， Iイ」はいイトウ¥¥， Iロ」はれ路

上点行、、， Iハ」はいハーモニカいって，一一。

試験のときには， ランプがいツ¥¥と点いて，

(すぐあとに〉二つ mポン・ポンぃといって，

「し、まのやつは，なんていう字だ」てぐあい

に，横っちょにあるやつ(記号〕を見て， (答

案用紙に〉書いたりする試験がありましたけ

どね。

トイレに入っても，食事するときも，その

モールスを一一一(手でたたいて覚えた)01タバ

コ」だら，タバコを見れば， Iタjはれツー・

トン¥¥， Iパ」はいツー・トン・トン・トンh

「コjは mツー・ツー・ツー・ツーいだとかっ

て，すべてのものにかこつけて，イロハ 48文

字と，数字の 1，2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 9， 0 
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と，括弧だとか，句点とか(の符号を〉練習

するわけです。

それで，だんだんそれを覚えてから， 1カ月

2カ月たてば， こんどは光(の記号〉で、すね。

あの ，各船のマストのてっぺんに，信号

灯てのがあるんです。箪艦には，夜間の航海

塔だとか，いろいろついてまして，前進強速

だとか，半速だとかつてのは，夜はぜ、んぶラ

ンプでやるんです。〔訓練生のときは)Iこん

なこと，毎日勉強して，なにするんだろうな

あJなんて患ったんですけど，後になって，

船に乗ってから(ランプの役割が〉わかった

んです。

まあ， (ともかく〉試験，試験で，あんまり

勉強しすぎて，病気になっちゃって，辞めた

のもいましたね。

夜には，巡検てのがあるんですけど…・・，

と，甲板下士官なんて人が付いて一一。

晩9時ごろ，巡検ラッパつてのが鳴るわけで

す。そのときは， 自宅ど覚ましていても，吊り

床(ハンモック〉の中へ入らなきゃなんない

わけです。ハンモックも， (吊るたびに〉なん

回でも競争ですからね。(教班長が〉れピーツいっ

て号令すると，ハンモックをぜ、んぶ吊って，

寝るようにして， (そのハンモックの〉下へ，

しゃがんで(出来上りの姿勢をとる〉……。

私たちは， (横須賀海兵団の)57期信号令"j練

習生ていうんですよ。 58期まで，その4分隊

(の所属〉で， 59期目から，海箪の航海学校

(ができて，そ〉の第1期(生)になったわ

けです。(私たちは，航海学校を〉すぐ欝りで

つくっているのを，横目で見ながら卒業しま

した。昭和 14(1939)年の 4月で， (海兵団を〕

終ったわけで、す。

そのとき 96人ぐらい卒業しました。で，そ



のときに

るの

ち

殺は早いし，われもわれもと，航空壌のほう

の搭乗員になった人がずいぶんいましたね。

だけど， (~、ま拭〉…人も残っていた L 、。ぜん

まし7こ。

、にも〉怠は

皇の群潟

っすこら‘ 〈郷

たから.そんな

そこで駆逐盤の

られたわ

その〈駆逐薩の〉衿鰐cr仲風」のほか〉に，
fネ中風Jr務感Jr波風」ってあって，

が〉第…懇護隊(の編成〉だったんですアこ

わり三ちし

した。それでも，そうとう

んでね内綴Eゑ夕方になると，おもに

県の〉 しまして，航空母艦と

あ::s持会ゑエの主主話交と送金持品多量労使額係

n判長uは
でした15)

わりの船を， ブヲッジで，

んな DJ

してても，ま

るわ

，艦橋でまわ勺7i'，'j絞っ

てますから，どっかで，

が上がると，

と受信帳合?持

それで，

きとって，

りj

サンチ

• 20 J術

るJって報額

ぐ向こうからのやっ

ところへ

どんどん書きとって，出こう

ったら，ぞれをちゃん

/J 

までいっぱし、あ

開14) っかり々伝令〈係〉がし、つも歩いて

もんですね。

してたんだから.魚

ないんですよ。

ですから， サJ.
のんびりした ヨカJだと ラ戸

い

ら藍長へJ，でわ

っ7こり，

「旗艦

13) rrJや災J"t排水鏡 1，552トン，速カ 36.0ノッ人 1920(った1E9)年3月31段進水。 iiおj気jは1.692ト
入 34.5ノヅト， 1ヲ22(大窓口)年2Jl 25日議長水。「波風J1主検察怒、途カとも露風jと同じで，同年

5月24間近TJ立。この3受t之、いすとれも舞鶴ヱ綴菜室主訟によるJ-宇事録，J以上784トン， 34/ットて¥1905(務
治38)年7 15段、言者須賀工廠"で懇去をされた。いずれιも綴須賀鎮守}符の所管江戦史議議51・話器室玄室客数緩

く1) j 車~~雲新関投， 1ヨ69年の5J1j務付淡々 参照〉。

14) r協湾とは殺に対し一わが伎の兵緩め行動に協力することを・いう〈複数受きさり。除、'00;1事の非戦が三三器対等
の3之さ診で行われるはあいさど子協同Jといレ，作戦?ご、支部の関係があるば三るいを， Itお;力~こ呼んだ。この閣

議の然ffllZ分は，ぬ36愛子機Iめ方針用兵の察署長義母主主授の綴に定められた仔年三受1.336友愛娘〉。

なお， 総!lJには主主山航空司令器官が霊まかれてLイこ。

15)蟻山さんによると A・B・C.00)多退去をは伝達を燃途えやすいため， 0は了、〉ダッキJと呼んだ。 i70Jf三

17デッキj少である。なお Af玄f工コザンJ，B f土「アカJ.Cは「シースJ.E fまfイーストJ，1手;ヱ?コユブJo

A・B・C・Dは. 1ゴゼン・アカ・シース・ラメッキj となる。

87 -



人文科学論集

功績事務室

それでも，船に乗ってて，楽しいこともいっ

ぱいありましたね。

半舷上陸で，そろって伊勢湾に入港したと

きなんかは，伊勢神宮の参拝に行ったり，二

見浦見物したり 。(船は)はるか沖に停泊

してますから，新しい兵致は，手に豆だらけ

でボートを漕いで 。

横須賀にし、るときと，館山にし、るときも，

右舷の l班・3班，それから左舷の 2班・4班，

それぞれ組み合わせになりまして， (人員の〉

4分の lずつ外出が許されるわけで、す。信号令t-j

が終わって，どうやら一人前になってからで

すけど，4Bにいっぺんずつ外出が許されるわ

けです。

駆逐離に乗るようになってから，下指を持

ちましてね一一ふつうの民家の家の(下宿を〉

一一一。 4Bにいっぺんは，泊まれますから。横

須賀の集会所にも，泊まる設備はありました

が……。(下宿に〕治まるったって， 4日にいっ

ぺんぐらいですから，交代に，向じ蒲聞に泊

るんですよ。どこの家でも， 506人は下宿人

がし、ましたね。それでも， (お互いに〉顔合わ

せることってないんです。ただ， トランクな

んかに名前がついているんで， rあ，こんな人
がここに下宿してるんだなあJと思ったて、す

けど。

それで、， 15年の 3月まで，ここ(館山〉に

居りまして，そのつぎに， (再び〕横須賀海兵

団に行きましてね。まあ， (自分は〉字が書け

るもんですから， (こんどは)r功績事務室」

てとこで，しばらく一一(務めた〉。昭和 15年

の4月の 29日までの(軍人の)功績を，ぜ、ん

ぶ調べるわけです。そのときが， (戦争の)一

つの区切りだったんですね。この海兵団だけ

でなく，横須賀の鎮守府(に所属する部隊兵〉

の功績を(調べるため)，朝から晩まで，

と取り組んだんです。それを，半年くらいや

りましたかね。そのとき私は，従軍記章だと

か， 100円の債券なんな，もらったんです。

そのあと，海軍の演習で，大湊〔現・青森

県むつ市〕に一時派遣されました。海箪の要

港部16)であった大湊へ来まして， (その要港部

のなかに)防備隊とか，港務部とかがありま

してね。私はその港務部で，しばらく 1カ月

くらい務めました。

そのうちに， (海軍の〕演習がし、よいよはじ

まるんで， トラックいっぱいに，米だとか衣

類だとか乗せましてね，大湊から尻屋崎の燈

台に行ったんです。いま，尻屋崎の燈台なん

か，観光の名所ですけど，そのころは，燈台

の6キロくらい手前で，車はもう動けないん

ですよ。それで，そこで荷物を降ろして，大

きな荷物を，みんなかついでね。行けども行

けども，なかなか着かなくて一一。ジャング

ノレ地帯みたいな原っぱでね，キツネが飛んで

歩いてたんですよ。

それで，瞭台に着いて，寝泊まりして，見

張負をやってたわけで、す。そのうちに食料が

なくなると， (下北郡〕東通村の農家主で， 7 

キロか8キロ歩きましてね，いろいろ品物を

買ってきて，煮たりしてたんです。

16) r要港部は各要港(馬公，鎮ifii，舞鶴，大湊，旅11領)iこ置かれ，所管警備区の防禦と警備を行い，兼ね
て寧備品の配給を行う。また，必要に応じ，船舶・部隊合配属され，憲政実施との内戦作戦を行い，鎮守

府に類似の任務を遂行するものとなった。J大湊婆港部は， r北海道方面，千島列島方関海域の警備，海上
交通保護を担当。昭和 16年 11月初日警備府と改称Jci年表1， 522頁， 532 JO。
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大湊に，葦崎って見張所があるんです。そ

こに信号員で行ったり，そこから尻麗崎燈台

へ(戻ってくる〕と，それがまた楽しみだっ

たんです。べつに，監督する人はし、ませんし
あわび

ね一一。海岸に下りて，飽をいっぱし、散って，

食べたりね。そのころは，取ってはだめ，の

期間だったでしょ一一。〔でも)r海軍さんが
食べるんなら¥，、し、ですよjていわれて。い

くらでも， (飽が〉いるんですよ。

それから， (空カりちょっと曇ってきますと，

(燈台の〉灯りがパーツと照るもんですから，

一一(その燈台の〉外のプリズムがまわってる

んですけど一一一そこに，いろいろな鳥がぶつ

かって，いくらでも落ちてくるんです。自ま

わし， してね。それで、鐙台の人が，

「海軍さん，今晩あたりは，そうとう落ちま

すよJ

なんてね。それ(鳥〉のみんな首絞めて，

裂いて，鳥肉つくって，焼き鳥で食べたりし

まし7こ。

〔そこには〉べつに，偉い人ていなかったも

んですからね。

そこ(尻屋崎〉の任務が終わって，いった

ん(大湊の〉港務部に帰って，そこで、別れを

告げて，また(横須賀の〉功績事務室に戻っ

てきたわけで、す。

大湊から(横須賀へ〉帰って，すぐ，一一昭

和16年のすぐはじめてすね一一航空母艦の「迅

ある船具工の生活史と造船業労使関係

鯨」てのに，乗りました。それが，第七潜水

戦隊16)の旗艦だったです。

横須賀の港内には， 1，000トン未満の，もう

使いものにならないようなロ号の潜水艦が，

みんなドックへ入って，手入れしてました。

「迅鯨J17)も，石炭を焚いていた，日本でも珍し

し一一(船です〉。日本で石炭焚いてる船って

いえば，練習船の「八雲j と， この船くらい

しかないんですね一一一。だから，ふつうなら，

使われるような船じゃないんだけど，いろい

ろ部隊をつくって……パ利用しようとしてい

た〉。南洋の島々に(海軍の〉基地をつくって

るんで， rこれは，なにかはじまるんじゃない
かJてのは予想できましたね。

函館夜勤海軍武官府

〔昭和)16年になりまして，函館に新しく

できた商館在勤海軍武官府へ， 7月の 20日ご

ろ行きましてね。場所は，末広町の金森ピノレ

の7階;8)そこに大湊の工作部から，人がみん

な来て，テーブノレを買ったり，机を買ったり

して，場所(事務所〉をつくったわけです。

函館の武官府に来たときは， (すでに〕一等

水兵でした。私たちは，そこで船員だとか，

連絡船の事務員集めて，信号術を教えてたん

です。それで，小樽へ出張したり，釧路にも

二度ぐらい出張しましたね。鋭路は三輪運輸，

室蘭へ行くと栗林運輸，小樽は北日本汽船で

17) r迅鯨jは佐世保鎮守府の所管で，排水量 5，160トン， 7，000馬力，速カ 16，0ノット。 1923年 5月4日
に三菱長崎造船所で建造・進水された cr戦史議議 31.1 前掲，別冊付表を参照〉。
18)餓山さんによると，太平洋戦争が始まると商館・室蘭・釜石なとーに海箪武官府が置かれた。函館海軍武

官府の武官は古!IIE!一大佐。商船が出航するばあい，船長は，武官府より指図書(許可書〕をもらった。

日本列島の 300メ トノレ内に機震を付設したのにともなう措震で，武官府から出入航について説明をうけ

Tことし、う。

口述中にある「金森ビノレ」は， 1930 (昭和5年〉に完成した 7階の建物で百貨活を経営していたが， 1934 

年の大火後の 11年に修二荻野呉服!苫と合併して函館釈前に進出してからは，貸ピノレとして使用された。
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主事終4 海宝撃武官府(J)警葬務蒙があった路緩の18金

書集どん

生数IJIさんは1941今二7fJからほぼ11f. fH始、
数Lに 18)参照 7階liifiJビん線上

0) 1 ffJ にある。(章受託事録flll縦仁-~~î 影・滋i

お'(1[:;<1 行会より転校〉

すれそこ

んな集めまして，

えました。

をみ

とかそーノレス

にいるときに，アメジカと戦争がはじ

まったわけです。昭和 16年の 12月8fヨ。ハ

ワイ襲撃(の 12J:j 26臼〉

ト口ブ のとトカップ

こを出航し〉たわ

てで，なんキロメ

?とj とか，

んぶ，

し

な だし くから，

まるっていうのを，長5ってまし ん

かも， る前，横須賀海

りや〈本軍が〉なに

かやるんこゃないかJと患った(ことかぬっ

た〉のです。くそれは〉一部(箪隊を〉退職し

つぎからつぎから

されて? ものすごしJ¥数になったんで、すよ。

A部隊， B部数， C部隊.て

される〉

パン島とか， トラック島と

・〈指定してい

、るときの 17勾三)5 

月に， 日本 じめて，ブメヲカ箪に

られたのは，

いちばんはじめでし

ミッドウ広…海戦

アメリカと ?ま，

17・6・5)は， 日本

る るヱふってL、う， ったんで

ミッ γ'7ェ かったのは， ;l: 

の4襲。そ

んぶpn~ 、て，すぐ上陸

その後ろ

いて)，そして，そ

るっていう…

内樽七 17・7・14，

19)綴111さんの口述では子議おしとされているが，護委;うえ母語ま f索iJ:T毒jの金主連安緩l土「ネ手綴」でふみ。「剣士道Jは

高速絵j保護主として，主主浴さ札機設さには'タ母十こ改滅寸る三十鈴“とあった。航空母議室f終鼠H主1942年初綴tこ「知j

務j主(ej，f{差是竣工、洛字宇部隊に綴入され， 間年 5 7日のn紛説話芸綴単えで録中攻警護をどうけて沈没した。 これに
ついては， f戦党員霊祭扮・潟漢方遅延綴策作戦合泣く1971年， 279J差以下〉仁志半わしレ。
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等をE主任〕てし、う海軍少将を連れてきてね。

ところが， 日本の飛行機が飛びたったとき

には，向こう(アメリカ軍〉の飛行機は，ぜ

んぶ隠れてしまって，一機もないんですね。

それで， 日本の飛行機が向こうへ行って， と

もかく嬢弾を落として戻ってくるときには，

もう向こうの飛行機が， (臼本の)航空母艦を

ぜ、んぶ沈めてるわけです20)

ですから，帰ってきた飛行機は，航空母艦

に降りられないわけです。で，あれでもって，

日本の僅秀な飛狩機乗りは，みんな死んでし

まったわけで、すねえ。あれから臼木の形勢が

すこしおかしくなってきたんで、なし、かな一一。

そのうちに， (海軍が占領していた〉アッツ

島が落ちて，あのキスカ島が轍退して一一。

(島で従軍していた〉かれらは，もう，なに

からなにまでみんな棄げて，ほんの着のみ着

のままで，帰ってきましたア

父島・占守島一一信号長として

(甑館在勤して 1年たって，ミッドウェ一作

戦失敗のあとの)17年 7月に転勤命令がきま

して， r第七根拠地隊22) (の司令部〉に命ずJ
てなったわけで、す。(j'司令部は〉小笠原諸島の

ィγ
Cコ箆tt(撃

4 o 

e d 
e・

2 父島 l 
¥ド父島2

04F〆
1 ，--.， 4]I 叫 i
f 械 i

十一一一一 一一

図3 第7根拠地帯のあった父島の位霞。総山

さんは，沼17.7-18.10まで信号員とし

て在勤(T戦史浩冷却・ i結束力雨海軍作戦

く1>_1 7jIJfl日付火の 18i;を転紋)

父島にあったんです。(父島に行く前に〉し、ち

おう横須賀の海兵団に顔出しまして，そした

ら， (仲需たちが)r三日ぐらいたてば，第二
東洋丸って船が出るから，それに乗ったほう

がし、い」ていうんで，それに乗って父島に着

いたわけで、す。

父島には，各分致ごとに，パラック建ての

ちっちゃい建物がありましてね……(そこを

訪ねていった〉。父島の湾には，第七根拠地帯

の海防離が 2隻，駆潜艦が6隻くやらL、し、まし

た。その船は，夕方になると毎日，交代交代

で出航して，鳥の周辺を警備しているわけで

す。朝になると， (任務を終えて〉帰ってくる。

司令部のところに，見張所がありまして，

20) 17年6月に， ミッドウェー海戦で「赤城J['加賀J['蒼箆J['飛龍Jの4隻はすべて被爆した。被爆の様子

についてはf戦史法三塁 43・ミッドウェー海戦 0971年， 372頁以下〉に詳わしい。溺E羽海海戦とミッドウェー

海戦により，日本海軍は保有航安母緩 10隻のうち 5隻を喪失したため，向年6月下旬より航空母鐙の補充

増勢計画に着手する仔戦史叢議 88j 前掲， 16頁以下参照〉。

21)日本が西アリュ シャン列島のアッツお・キスカ島を占領したのは 1942年6月初旬。アッツ島は43年

5月四日-29日の白木箪の n万歳突撃"が最終攻撃となり失陥， この状態によって白木主容はキスカ島から

撤退した。詳しくは「戦史議書 29・北東方面海東作戦 0969年〉を参照。

22)根拠地帯は特設根拠地帯と特1IU根拠地帯に分かれている。機山さんのいう「第七根拠地帯Jは，小笠原

諸島海域の担当の特別根拠地帯である。なお，以下を参!照。「海主事特1Iut艮拠地帯令(昭和 14年10月19日
内令第 712号〉により編成されるもので，作戦地その他所要の地に霞き，艦隊または警備府に所属し所在

地とその付近の警備・港務・通信に関することを掌り，必要に応じ艦船部隊の補給・工作・医務・衛生に

隠することを分掌し， これらの事項に関する渉外事項を主主る。司令部を置き，主事艦に類似の編成とし，副

長，科長，分隊長，縁付..z.置いた。Jcr年表 348頁)
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(夜、は〉その見張所で，レつも当麗しですこわ やつが，

fどっちの方ヘく?(俺は)こっち (43防

らどんどんよそールス きまし

いたん

した。ア 一人の 2う"そのころの父島は， とても

メリカ人と 、の子なんかも，ずいぶ

んでまして，そういう ちは-}J':7(

て魚捕り く よ。なッかなか暑く

るんですよ。砂ず

ってね。友は 私は42正月ご

へ行くJ

なんて しーとくる〉。 もうね，

-っ

って

ざすこしづ

o それで， しょうがないから，

ったわ

もう， 1議日パンツ一つで，裸で言与きやって

ました。主義くて裳くて，水泳もずいぶんやり ある

ましたけどね。 10 fJ ;J:で な受けてくるわけで、す。私の受けてきた海嬰

とですね。 は，そーっとみると，ほとんL 、まし丈こ。

商館をi怒るとき，

くと，まもなく

してあるカ￥ら」って

、て，3iりfJぐらいで，

W
J
却
、

な し
ふ と7 ッヅ

イ〉

グ〉

一一一一タラワ とカミ， マキ

とカミって。

そんときに，アメザカ芸誌は， まだはる

のブィザピンを~げだして， ゾ戸モ

ゴタゴタやってたときですね。まだ， 日本が

負けるなんてことは，夢にも怒ってないとき

でした。

り

まして，可令官が海獄中将・戸塚道太郎って

いう人でね?そこにおおッきぱ::rr窓口機かめつ

23) 1941得。月 18，模擬予記長真守!汗所属の然科学校のーっとして設j授。 vti科学校には総術学校のほかに，ぷ

言語‘今校・通信学絞・綴j必需詳佼・工機マ:校・二ζ('f'示校・機省令絞・雲雲漆ti'学校・級住宅詳校・機関学校な

かれていたば年三史ム 522]ミ参照〉。

24) rt方言Er~震が百寝室ゃな編成されたのは 1942 年 12 汚 5 B ，賞受初の 91家:主務亥ブゴ泌へ派遣された。総長支滋の数

は43年1月以終に逐次士台加したが，綴42防空践はう転機会:ァソューシャン群島へ楽攻君主後の間企手5Jj 15 B 

{すで千島ヘ派議まされたき8j，458策委主!限、)。

25) 然12航空鐙隊j は 1943'年5月18設に新設・編成され‘

5 EHこ級会毅隊Jこ綴人された。主として攻策添冷戦を担当し

総会紋空隊合j令官官つとめた♂年祭 525]え 52き3言、

潟幸子 8 5日北東方喜怒緩隊 44年12月

ぇ戸塚1国太郎;土綴須賀鎮守ñ1~ 11 

29J 166:夜参照)。
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.- ，山崎、--.V
-fJV，'.守色 向8穆魯

忠弘丘三五年
要遺 留 1 g 十

て，……。私たちは， どこに連れて(行〉か

れるのかと思ったら， 7](上航空機の基地があ

る別飛沼っていうところに一一一。(そこには)

フロート〔浮舟)のついている水上機が， 15 

機ぐらし、L、ましたかね。アメワカの飛行機が，

まず，かならずこっちの飛行機を狙ってくる

だろう，ってんで，水上機の基地主ど閤むように
サンチ

して， 121開高射砲， 25ミリ機銃の 2連装のや

っ，それから 13ミリ機銃を，山に配置したん

ですよ。

それで，横須賀出るときに弾をニ千発積

んでったんですけど， I当ったなァJって思う

のは，一回だけでしたね。

(シムシュ島では〉毎日，空襲でねえ。

向こうの人(アメリカ軍〉は，計器類が進

んでるから， (飛行機が〉キスカならキスカを

出発すれば，あと{可時{可分に占守鳥の上に着

くって一一一仏、われるほど正確だ〉。あとは，

昼寝してたんだそうですね。霧だとか吹雪だ

とか，ぜ、んぜん(敵の基地が〉見えない日に

も，ちゃんと来て， 目標物に爆弾落としてく

んですから。

(基地には〉大砲は入門しかないもんですか

ら，偽装砲って大砲を木でつくって，山のあっ

ちこっちに置いたんですよ。

そしたら，そんなとこは見向きもしないで，

本物の大砲めがけて，嬢弾落して一一。

こんどは， I (偽装砲では)木製だから電波

に通らねェんじゃないかjなんて一一。それ
ひら

で空缶を平ったくして，その木製の大砲のま

図4 第12航空艦隊司令部のあった占守島の位霞。磁山
さんは，昭18.10~20.3 まで第42防空隊の信号長

として占守島に滞在げ戦史渋，li29・北京JH古idJj:ポ

f'F1r，xJ i]lJffllH 1<より l点，;申¥j;，!i，VJ

わりにやったり，トタンを貼ったりしたけど，

さっぱり効き目はなかったですね。

ある夜の大空襲のこと一一。(敵の〉焼夷弾

が，原っぱのほうに落ちましてね。(その掠っ

ぱの〉地下に，弾薬庫がつくってあるんです。

原っぱのところは，見わたすかぎり火災でしょ

う一一。その下が弾薬庫で，へたをすれば島

もろとも吹っとんじゃう，てんでね。いまま

で大砲撃ってたのも，機関銃撃ってたのも，

みんなやめて，

「火を消せ一，火を消せ-J

ってね。とにかく，スコップで火を叩いたり

して，あの焼夷弾てやつが，また，消えない

んですよ。それで，土をかぶせたりしてね。

上では(敵の〉飛行機が，ブンブンまわって

て，機銃(を〕撃っし，爆弾を落とすし・・

隊長は，

「そんなことかまわねェで，火消せ一，火消

せ-Jって。見わたすかぎり火災で，明るくなっ

ちゃいますから，向こうから見れば，もう，

なお， 6守烏については?戦史議筈 29J(前掲〕のなかに「北東方面の兵要地誌の概要」として，以下の

ように紹介されている。「約 11粁ーの占守海峡を隔ててカムチャツカ半島に対し，長さ約 30粁，最大幅 20粁

であって高山なく，階段上の丘が起伏している。幌鑓海峡にある片岡湾は最も阜く開けた所で，明治 17年

土人の居住地であった。問湾は小形船舶のJ白地に過ぎないが，陸上は司王地が広く漁業の根拠地で，太平洋

漁業株式会社経営の重油槽(容量:1，000屯〉があるJ(18亥〉。
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ρ之、

写真5 横須賀海兵団第42防空隊の信号員の頃

(1944:4'. 9月)

まる見えなんですね。

そんで，戟までかかって，火を消し止めた

んですよ。(落ちた焼夷弾を〉見たところ，焼

夷弾が束になって，上から藷ちてくるとき，

途中でパーツと散らばる仕掛けになってるん

です。なんかのぐあいが悪くて，そのまま束

で，パサ， と落ちてるのもありましてね。そ

れをみんな拾ってきてそのなかの油脂を燃料

に使いましたけど

千島は，ぜ、んぶ穴ぐらのなかの生活です。

建物は，地下を掘りまして，地面の下に組み

立てて，麗根の上は芝生をかぶせて，ストー

ブの煙だけ，チョコッと出てるように。

どこへ行くのも，みんな地下の道路を掘っ

たわけです。屋根をかぶせであるから，どん

な吹雪のときでも(好都合)，当直を交代する

とかなんとかつてときも，ぜーんぶ地面のな

かを， トンネノレみたいに通ってL、くわけです

ね。

千鳥の吹雪つてのは，また， ものすごいん

ですよ。陸軍の兵隊が遭難したり，ずいぶん

(私も〉護索致で， (その一員として〉出たこ

とありました。

いちどなんか，私が飛行場をずーっと越え

94 

た遠くの司令部へ行って，それで，お昼を食

べてその帰りに，あっという間に気候が変わっ

ちゃったんです。(あるときは〕徴用の工員が，

飛行場を越えて宿舎まで行く聞に5人ぐらい

死んでしまった(ことがある〉ように，方角

がわかんなくなっちゃうんですねえ。

冬は，もう 1時か2時になれば，もう日が

暮れてしまうんです。途中で，ものすごい吹

になったもんだから，吹雪のなかを，島の

図面をしじゅう見たりして，目印を (つけ

た〉。島の状況を覚えるために，ずいぶん演習

もしましたけどね。

吹雪でスキーはぜんぜん利かないものです

から，スキーをかついで， トボトホトボトボ

歩いて行って， rもう隊の近くだなあ」と思っ
たら， rピーッ， ピーッ」て音がするんです。
「ああ，また遭難者が出てるのか」と思って，

私は勘をはたらかして，そのまま隊の方に帰っ

たわけですね。

そしたら，隊長が，

「ああ， ご苦労さんJ

っていったから，それで，私が，

fなんだか，遭難があったようだが，接索隊

が出てますねj

って言ったら，

rl，、や，信号長(蝋山さん，あなた〉の捜索
隊だ， (捜索隊を〉すぐ呼び戻さなきゃだめだ

な-J

一一ーなんてね。私は自信があったから，ちゃ

んと帰りましたけど，吹雪に迷って，指がそっ

くりポロリととれちゃった，なんてのもあり

ますね。耳がとれたのも，あるし一一。

(占守島では〉毎日， (敵の〉飛行機とのあ

れ(交戦)で，ニ千発の大砲，たちまち撃ち

つくしちゃったですよ。いちど飛行機を撃ち



落として，捕虜を連れてきて，蹴っとばした

り，散ったり， Iこの野郎一一一」なんて一一一。

20年の 3月ごろ，また転勤命令がきました。

そのときは，内地では東京の大空襲 (20年3

月10El)だとかなんとかつて， (帰るにして

も〉千島へ連絡にくる船が沈められちゃって，

ぜんぜん来ないんですよ。そのうち 4月の月

はじめに，特設砲艦の「快鳳丸Jと輸送船の

「大成丸」つてのが来たわけで、す。

快鳳丸はふつうの商船なんですけど，大砲

なんか付けて，いちおう砲艦になってくるわ

けです。大成丸てのには，徴用工員だとか，

陸軍の人とかが，乗っていきましたねえ。「兵

隊は快鳳丸に乗ってくんだjって一一一。

千島ではもう，ニ冬越しました。日魯漁業26)

の番屋なんか，ありましたけど，人は誰もい

ない……(淋しいところ)，女の姿てのも，一

度も見たことがないんですよ。「女は，司令部

の犬だけだjなんでいったからね一一一(だから，

人恋しくて，みんなで船が来るのを待ってい

た〉。

快鳳丸に乗りこんだところ，そんなに(沢

山の人は〉乗れないんですよ。「寝るところが

なL、Jて 。みんなが「俺は乗って帰る」

て(争うものだから〕……，それで、船の人が，

f公平にじゃんけんして決めたらどうか」って

一一-(¥.，、うので，そのとおりにした)。みんな

が，なかなか譲らなかったんだけど一一私は，

じゃんけんで負けちゃったんですよ。
いのう

しょうがない， 自分の持ち物を入れた衣膏

をかついて、， 8キロぐらいある道を，トボトボ

ある船具工の生活5とと造船業労使関係

トボ……。それで隊へ庚ったら，隊長が，

「なんだ，信号長/ 幽霊じゃねえだろうな」

「し、や，あのー， (船に〉乗りきれないで，

返されちゃいました」

「そんなこといわねェで，しゃにむに乗れば

し、かったじゃねえかj

「し、や，じゃんけんで，負けちゃったんです

よ」

「ああ，そうか。そのうちに，またなんとか

なるだろう」

一ーってね。(ところが〉その船が出航して，

3白百一一一。その 2隻とも魚雷で，ひとり残ら

ず，ぜんぶ死んでしまった，てL、う無線が入っ

たんです。だから，これに乗っていたら，も

うあの世へ行っちゃったんですけどね。

〔私は〉悪運だけは，強いわけですねえ。

滋賀航空隊と終戦

それからしばらくたって， (昭和20年の〉

4月25日ころで、すか。やっと海防艦の「福江」っ

て船がきて，それに乗せてくれるってんでね。

(私も〉船の人(乗組員〉と同じように艦

橋で見張りに立ちましてね。やっぱり(前の

快鳳丸なんかも，そうだったように)，潜水離

を発見して， (それが〉爆雷を投射するし，大

抱を撃つし・…・・。なんだかんだやって(応戦

してやっと〉大湊(港〕に入港したわけで、す。

船を降りるとき， ウイスキーだとか，いろい

ろもらってね。

それで，こんど仔くところは， 725航空隊っ

て。(それが〉どこにあるか，わかりませんで

26)日魯漁業株式会社。 1906(現治 39)年に，平塚常次郎と堤湾六が新潟県三条町に設立した堤蕗会が前身。

1912(大IED年に間カムチャツカ・オノレゼナヤに缶詰工場を設立し，函館に事務所を震いた。 1914年3月，

S百鏡台場町に堤商会缶詰工場設立， I日日魯漁業を発足させた。現在の臼魯漁業は，昭和7年に北洋合同漁

業と合併して設立された(日ヒ海道大百科事典j下巻 北海道新聞社， 1981年， 994頁参照〉。
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…。(聞いてみ〉たら，

「横須賀の海兵司で， ¥， 、ま航空隊を編成して

る。信号長， 70人ばかり兵隊が集まってるか

ら，それを引率して，琵琶湖のそばの滋賀航

空隊まで行ってくれ」と。

それで、横須賀で、人員を掌握して，横須賀か

ら出て大船駅で乗り換えて，東海道線を一一ま

あまあ， (そのときも〉空襲，空襲でねえ。そ

のたびに(汽車が〉行つては止まり，行って

は止まるでしょ一一。そのたんびに，退避で，

汽車の下にもぐり込んだりねえ。

それで，いまみたいに特急、だとか急行じゃ

ないから，静潤まで行ったら，食料なんにも

なくなっちゃったんですよ。静岡の市役所へ

行って， r70人もいるんだから，なにか食べ物

を頼む」って一一。それで，乾パンをー箱もらっ

てきましてね，汽車んなかで乾パン食べなが

ら……(目的地へ向かった)。途中でも，豊原

だとかの駅も，かたちがないように壌撃で

なくなっちゃって。汽車の窓から見れば，改

札んとこに縄張って，野原のところを(改札

口にして〉切符切って乗せたりね。

それで，ともかく，かろうじて大津で降り

て，乗り換えて，滋賀の航空隊に行きました

カト・・・・・。

そしたら，隊は特攻隊だっていうんです。

隊は，比叡山の山のてっぺんなんです。それ

で，ケーブルカーに乗って山の上へ行ったら，

いま隊をつくるんで，比叡山の山の問屋さん

とかなんとかつて人が，泡くって居じまいし

てね。ケーフルカーは，合(の部分〉だけ残

して，上はぜんぶ取っ払って，そこに飛行機

が載る台を(改造して〕っくりましてね。そ

れで，山のふもとのところから，rデリックJっ

てやっ〔起重機〕で飛行機を吊り上げて，そ

の台に載せて山の上まで行くわけです。

飛行機は，燃料なしで，ぜんぶ爆弾詰めて

んです。車輪(も〉なし。海軍では，むかし

から車輪なしの飛行機を， rカタパノレトJつて

の〔飛行機射出装置〕で，圧搾空気でドーン

と打ち出す(方〉式なんですね。もしアメリ

カの機動部隊が近づいてきたら，その爆弾を

詰めてある飛行機を，一機ずっさE気で打ち出

して，それで，燃料はないですけどその勢い

で，宮中に6分間ぐらい……(滞在し続ける〉。

その聞に近づいた航空母艦にぶつかる，

あるいは戦艦にぶつかる。(というぐあいで，
ごうちん

その威力を)r一発轟沈j どこ(ろ〉でなく，
f一発必沈」だなんでいったんですけれども，

ものすごい威力があるってんですねえ。

司令官がよくいってましたけど，

「大東亜戦争の結末は，本隊 (725隊〉でつ

ける」

なんてね。

「白木のまわりに〔敵の〕機動部隊が，いか

に(たくさん)来ても撃沈する/J

って一一。この比叡山が司令部で，紀州の田

辺，伊勢の朝熊山，筑波山， ケープマルカーの

あるその山の上に，みんな(傘下の〉基地を

つくって(軍を組織してしうたんです。
なん

私の〔通信関係の〉隊の (c司令部〉は，楠

公坊って坊さんが修業する根本中堂27)にあり

ましてね。天台宗の修業する坊さんの部屋ね。

(そこに〉海軍の兵隊が入って……(治まっ

27)北叡山延暦寺の本堂。 788C延磨、 7)年に最澄が桓武天皇のために創建した一乗止観院が前身である。現

在の本堂は， 1660 C寛永17)年に:湾建されたもので，天台宗本堂の代表的なものとされているcr日本際史
大辞典』湾出書房新社， 1964年など参照)。
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ていた)0(その〉寝ているとこ(部屋〉の枕

もとには，仏様がし、っぱいなんですよ一一。

その仏設をながめながら寝たりしてたんで、す。

本隊はフィリピンあたりでの戦争で，親子

飛行機つてのが使われたんです。一式陸攻っ

ていう大きい攻撃機(を毅飛行機として，そ〉

の下に，戦闘機の古いのを(子飛行機として〉

吊り下げて， (敵の飛行機が〉近づいたら，そ

れを放してやって，向こうへぶっつくって(考

えで〉ね。ところが¥，、くら大きな一式陸攻

の口、も虫」っていわれた攻撃機で‘も， 1機(を〉

下にぶらさげてみれば，親のほうが身うごき

できないんです。それで，たしか， I神雷」な

んでいってた攻撃機なんか， フィリピンのそ

ばに行かないうちに，向こうの戦闘機に落さ

れちゃうんですね。

(そんな経験を知ってるので)Iこれじゃ，

うまくいかなしづてんで， こんどは落されな

いように， (攻撃隊を〉陸上にもってきたんで

す。アメリカ軍がかならず日本に，機動部隊

で上陸してくるにちがし、ないって，……。そ

れで，それに備えて 。

空襲は，ずいぶん受けましたけどね。山の

上にいるときは，木のなかですから，空襲は

受けなかったですけど， (山の〉下の滋賀航空

隊のほう(苛令部〉に行ったときに，空襲で

もう，機銃射撃で、(襲われて)，下水のとこに

這いつくばったりね。その点，飛行機乗りは，

平気で， (空襲のときでも〕上向いてんです。

「下向いたって，上向いたって，当たるとき

は当たるJ

なんてね。〔上向いたままで，平気で)

「あ一， これで(敵は〉行っちゃった一一一J

なんてね。

それで， (さきほど話したように〉着々と〔散

ある船具工の生活史と造船業労使関係

や射出合を〉整えて，

「さあ，機動部隊，来い/J

って(構えている〉ところで，突然、の，

戦争終結の(宣言がなされたことを知らされ

た〉一一。

それで，私ら，比叡山の山を巡回して帰っ

てきたら， (ぜっかく構築した射出合を)1田

も使わないうちに，

「戦争，終わった J 

「まさか，そんなことあるか/J

って，…〔部答して〕いるうちに，

I¥，、や， (ほんとのことだ〉戦争終わっちゃっ

たんだjって一一一。それで司令官(の〉とこに

行ったら，

「終わったの，ほんとうだ。これからどうす

る?J

「どうするったって，家(群馬の故郷〉へ帰

るしかないでしょうJ。
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第2章 造毒企業の職場と人間関係

一一綱具工場を中心として

1.鱗異工場と造船足場

結婚カ、ら入職まで

〔轍山ざ さんと結婚したのは，

すむ20 6月22日のこと

り ぺ〉 これより先の 16 ?月 Iこ

dカミの

に在勤の殺でみる。こ つ'-，

t1Jさん

ク に入職ナることになるので

ある治、ら，

ついて，験山さんと

っているJ

印象おさん〕

どノレの)7

ち凶
久

そんときに. (家内

初に〉タイピストセ志願してき

のあともう

Lノ

して，その

がハガキ って惑いてtちした

の。そのときに，まさか自分 になると

十主，

函重富市i朽の)求!よ町に， ってタイ

して

うち

のに〈どこ

き， うち

ある

〆コ I~

してるカミらって

だけどやはり，秘密を守る

る入そう L、う武窓際空コ都合(もあ

るのは〉離しい人Jで、すよ

t土

はじめてでしたもので，

ない よね。函館の

ぞの

を{i寄りる

きないかと〉，

そのと

と~に， tぅ(の するか.r聖保 近し
ぐ

りの設

きるまで{昔してくれっていうので， うの

の方がし六、んじゃなし つ きたわけですよ。で， うちの

たのがその支笠通ってぷ?の家内 して)，私 く強t1Jさんが〉ナごく仲よくなっ

28)旧塁塁i除嫁女学校。 E見詰2の綴宣言白百合会学園高毒事実戸校の部長?で， 1878 号尾治11)最下フランメ、のシャトノし聖バ

ウロ鯵遊女会の務遊女が|待行i元町J之総療践とともに調設， 1929(総務J4) 年に建設事長禄1z~学校に界燃した〈なと

海滋大s科署善典j下巻， 議H&¥.385資;参照〉。
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写真6 函館海軍武官府の頃，婚約者の満さんと
「今コソ命下ノし ..9号緩征途ニ就ク前後li1i:影J
とある(1942. 7. 14)。穀日に第七特別板拠

拠地隊(父島)に向かった。

(蟻山さんを〉気にいりまして，それが縁で

し7こ。

私は(結婚話がすすんでいたことは〉知ら

ないんですけれど，本人とうちの母とで決め

て，私のお友だちが仲人みたいになって， 17

年の 7月に，ほんの真似ごと，杯だけ(で〉

ちょっと(かたちだけで)， (着るものも〕ふ

だんの格好で……(結婚の約束だけ交した〉。

約束してつぎの臼(の 7月15日)， (轍山さ

んは〉転勤命令かかって戦地へ行っちゃった

んですよ。小笠原〔群島，父島〕へ行ったり，

小さな島を転々と行って，最後に北千島の占

守島に行ったですね。それで、20年の6月まで，

ずーっと離れてましたで、しょ。6月に横須賀に

転勤になってきたんですね。それで， こんど

私が横須賀に行ったんです。

横須賀に，お父さんの親戚のかたがし、るん

です。馬場さん，て。せっかく(結婚の〉約

束しても戦時中で夫婦のあれ(情交〉もなく，

あれ(蟻山さん〉が可愛そうだから，私を(横

須賀へ〉呼んだらっていうんですよ。私は会

99 

ある船具工の生活史と造船業労使関係

社に勤めてたんですけど，会社を辞めて， 20 

年の 6月に横須賀に行ったんです。ちょうど

会社の社長さんが，東京の本社に行くという

ので，いっしょにつれてってくれましてね。」

〔蝋山さん〕ずっと離れてたからね一一一。 6

月20日，ただ(結婚の〉約束(をした〉だけ

で，家内が(横須賀へ〉乗りこんできたんで

す。もう空襲の真最中でね。あの横浜の大空

襲一一一。それで， こんどは(正式に〉所帯を

もったわけで、す。

〔妻JIお父さんの親戚のかた[，馬場さん夫

婦〕が，横須賀に家を一軒借りてくれまして，

そこに住んだんですよ。所帯もったって仏、つ

でも)，瀬戸物はなく，なにもなし。(函館を

出るときは〕お茶碗から，お箸から，お鍋か

らね，ぜ、んぶリュックサックに(詰めて)，しよっ

ていったんで、すよ。まな板とか，まな板ない

から木の木端とナイフですよ。包丁なんて，

ないですもんね。それから，員に柄をつけた

しゃもじ，お血は，ほたて員の一一一。

だからもう， リュックサックのなかに，所

帯道具のひとつ，ぜ、んぶ入ってたんですよ。

横須賀のおじさんも，おばさんも，私も初対

麗で，むこうもわかりませんから，その当時，

胸のところに血液型(や名前・住所を書いた

白いきれ〉を，貼っていったんですね。

それから 1週間かなん日かしたら，お祖父さ

んはすぐまた，比叡山に転勤になったのね。j

〔蝋山さん〕家内が横須賀へくるとわかったっ

て，戦争中だし，外出できないし， (家内のこ

とは〉そのおばさんに， よく頼んで……。

横須賀へは， もうアメリカ軍がぜ、んぶ進駐

しちゃいましたからね。横須賀に入っちゃだ

めだって一一。それでうちの家内は，ちょう

ど終戦のときに，私の生まれた群馬のほうへ
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行ってたんで、す。

〔妻Jr群馬にいたんです。そこで終戦のあ
れ(放送)，天皇陛下のあれ(終戦の詔勅〉を

聴いたんです。

横須賀にいた親戚のおじさん，おばさんて

かた(馬場夫婦は)，子供のいないかたなんで

す。そして，いろいろ(私のことを〉世話を

してくれまして……。その人の親が，前橋に

往んでたんですね。終戦の 1週開くらい前か

しら，そこが爆撃されたんですよ。それで，

(前橋の家にはその〉母親と姉さんがし、るも

んでね，生きてるかどうか心艶なので〔馬場

さん夫婦が)安否を案じて，前橋へ?すきまし

てね。私もいっしょについて行ったんですよ。

で，私をお父さん(夫)の実家において，

そのかたは，お母さんとお姉さんのいるとこ

ろに行ったんで、す。そのあいだに，終戦のそ

れを轄いたんです。J

〔蝋山さんJ(兄弟では〉私がし、ちばん先に，

護員しましてね。(高崎へ帰るには〉京都の駅

から乗ったほうがし、いんじゃないかつてんで，

トラックに荷物を載せて，私は助手台に乗っ

て，京都の駅まで行きました。

それで，こんどはさあ，汽車は(混雑して〉

ものすごいでしょう一一。荷物は京都の駅ま

で持って出たけれど，汽車に乗るときに，も

う持ちきれないんですね。そんで，京都のと

こで持ってきたものを棄げる。そうすると，

市民のひとが，それをシャカシャカ拾ってく

る。まあ，なにが入ってるか(わからないの

に〉一一一。

横須賀には入っちゃだめだったので，名古

屋で乗りかえて，中央本線で松本，長野をと

おって，それから信越線で高崎まできたんで

す。
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それで，群馬の私の実家へ戻ったら， (家内

がきて)いるんですよ。あれは， 20年の 8月
っきずえ

の月末ですね， 8月28日ころでしたか。

〔妻Jr群馬へ戻っても〉勤めるところって，
ないんですよO 農協か，学校の先生かくくら

いで)……。」

〔蟻山さん〕うん，田舎ですからね。勤める

とすれば，みんな東京ですから。(酉館にいる

家内の母が〉どうせ勤めるんだら，函館に勤

めたらどうだっていうんですよ。私も， rn舘
の街は気にいってましたしね。

〔妻Jrうちの母の知人で，元町に歯医者が
あったんですね。光銭先生って， うちといく

らか親戚関係になってますけど その先生

がドック(会社〉の偉い人をよく知っている

んで，そのかたにお顕いしてもらって……(会

社を世話してもらうことになった)oJ

〔蟻山さんJ(そのかたは〉田中さん，資材

課長の問中さん 。

〔妻Jrドックは函館でいちばん大きかった

ですからね。海軍の出というので，大歓迎し

てね 。それで一間， (会社の〉様子を二人

で見にきたんですね。手紙だけでは，あれ(様

子はわからなしうですからね。(昭和 20年〉

10月に，ニ人で鴎館へ来て，いろいろ面接し

たり，話をしたりして，そこでもう(入社〕

決めて，改めて(函館へ引越すために)群馬

へ戻ったんです。J

〔蟻山さん〕ドックへ行ったときは， r入っ
てくれますか」っていうから，

「入りますよ」って 。

「それじゃ，入社の手続きしときますからねJっ

て。そのころは，ものすごく(労働者〉を募

してたんですよ。いままでの徴用工だとい

うのが，みんな辞めましたしね。それで， (会
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ったとき ぐにでも入ってくれjう がく ないと患いましたけどね

「うちのお父さんは，ほら，

潟い湾rrを平気であれ(昇降〉ずる

もんですから，鉛の関係のそういう高い所の

を組む〉仕事を後でやることになった

よoJ

ざん〕だけど， なんか，

鶏異工場

最初に rッタ

ったのがく昭和初年)12月訪日

そのEl

主主，

雪が降ってましてね。そのころ

7時半なんでーすよ。

2号〉わが墜~0)7lI{¥;;l食品、業の発差是?に送金総懇の景気変動銀肉C)i殴むを土産獲にして，ほiぎg設絡に長t1tで特徴
づけることがで念る。綴11)さんが器罰金立総渓滋式会社(さ当時)に入豪華Ltこ符矧は，太平洋戦争務後の綴VII郊

のぶi児期で三うる。以下わが霞透総数の祭主主返稼および綴務総議株式会社の際関滋綴毛f概観する。

くわが慰霊主総雲撃の発燦i数穏〉

O~事 1 綴:数爽期 0853-1895 年裟〉

わが協の近代議船業の勃災総は !日幕府による火苦言葉塁王室禁止令の解除 0853・姦永5年〉からお清戦争

(1894. 7 -95. 4) の雲寺銭?とある。この時其ijifこ幕府比謀長i坊体総ξコラt:~認のため浦河造量台所 0853 年〉横須

変造紛所(1865:I'科長崎造船所 08871初会設置しfこぼれ石川島iE5船所 0856受トオ(Fヨ落後滋)と{が愛

工場とした。この将郊には，わかi'ill最初め欽紛・新潟丸Cl871受約ぷ建造されたほか，三三言霊長崎i室長会所(1おむ

長ドト }II絡遺産会所 ci時が安委設され，銃r綴純代tと入って発皇室の議織が緩かれた。

。言窓口綴:際交刻(1896…1914年頃〕

額約激的t土段清戦争を言葉絞め契機tこ造怒雪撃の後援・交成政策をと与， 1896王手に造船奨媛;法および航海奨

励法を導入した0917 年祭lÍ:J。この政策さと契機として，わがE裂の送検雪警は潟双葉~，こJえったとみてよし、。こ

の時期には， お総額えや(1904.2-1905. 9) iこも媒介されて， 1号07年代には務室事・海運の艦船の然総室長門

としての性きさをど主春江、するに三去っすこ。

。参議際感:女子況期ClJ(1914-1き18年頃)

者彩 1次伎界大戦の防薬Ijであり. 1き飴業はわが総司〉機械・重工芸美!J)長愛媛喜芸部門となったのふならず， t設界
経済?こぶめる佼震まも， イギジス，;:次ぐ地{泣きとドイツと緩うようになった。

。第IVl顎:不況綴 OJ(1919-1925匁綴〉

第 l次大戦終絞室長は顕著な透長会不淡となっ，需要は大事議r，こ低下した。

0害事V葉2・不安定刻 0925-1940年綴〉

1号2容年代の後半からは大級{去の不況せど党総して主主復?こ転じ，とくにお年代に入ゥザどからは絞嘉手後淡体

昔話燦として，長台数没後助成施策 0932年〉による保護致事変ぶ返事入され，活況をど殺しま会めた。しかし，

その後の 30修代恐慌によって符び発援を鐙三喜多まい総じて不安定な 1時期を経過しずら

。第VI期:妻子き主主~ [2J (1940-194基金手塚〉

太平洋戦争の約期 (1941.12-45. 9)は平等び好況識となり，建造能力が発電緩的に拡張しすよ0

0警察V言葉号 不訪日耳目 (2)(1945-1950生存機)

重複2次世界大戦後は毒薬綴な不況期を経験した。この時期に， εち綴数多長による造量級制限捻穫がξられた。

。議き川英月:好j先葉ij(3) (1950 -1973年頃〉

1948王手以察手応会密造船正文書夜の導入によって戦後的平等建が溺られた。この再建策;工大戦寸?の総般喪失や

海運資本の警護送金す景とするほかに字民間部門での隊三左手写実霊能力がうたわれたことによるものてごふる。それ

iょi絡の殺後造船議長は，朝鮮戦争 0950.6-53.わきをめ不況およびスエズ主主将海開通後に一時守的後退はあ

たと;土L、え， )議i去の5景気変動わゆ勺長期かつ去をさ妥的な好況織を湿した。
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れ(の社員〉が持っている(出勤の番号〉札

を門(の札場〉に出して 。職場へ入ると，

ぜんぶ番号をつけられるわけです。私は最初

20番だったで、すけどね，あとから 1番になっ

て。門の札場に出すと，警備がそれをまとめ

て人事のほうへもってし、くわけで、すね。

最初(の仕事)は，船具の方一ーそのころ

は綱具(工場〉ていうんですけど一一，綱具

へ行って，どんな仕事をするのかと思ったら，

配置(されたの〉は，乾ドックの入口の戸船

〔ドック入口の戸当り部に設ける戸船式ドッ

ク門〕の係なんだけれども， r今日は戸船の親

。第IX立E・不況賂 C3J0974ー現在まで〕

方が休んでるから，重量物の(運搬の〉ほう

手伝ってくれJって。重量物(の仕事〉は， 5 

日ばかりやりましたねえ。

それで，あの重たいチェンブロック〔巻上

機〕で，あの重量物を吊りあげるチェンブロッ

クてのが，いまは3トンのチェンブロックで

も，一人で楽にポッとかついでいけるんです

けど，むかしは3トンどころでなく， 1トン半

でも 2トンでも，こーんなでっかい車命っか〔チェ

ンを巻く機誠〕の重たいの，肩が痛くなるほ

ど(テコ俸で〉かついでね，船のエンジン場

まで運んで。それでこんどは，エンジンのポ

現夜十土日本近代の造船業の勃輿期から数えて， 3度目の不況期にあたる。とくに 1973年石油危機合契機

として造船関連企業の湾編成が進むとともに，戦後の船舶建造量の頂点となった 1974年以降は，激しい受

注競争による設備投資の拡充，円高差損などによって経営を怒化させる企業が続出した。

1678万~
{I974J:手}

Z師。百ト l 

1師。刀
800万

600刀

4拍刀 の大蛇山飴1揖t句麗争中
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TAll; 
舶逸 2伺万
ト
ン

11'< 1曲万
80万

'" 
60万

不況~O万

30万

20万

10万
8万
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a万
3万

前九
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次大県t鉱 δ 年代σ〉健ト
1万シ

丹 慌恐

47廿，NY
3千 ¥1

a不i出L主V 

Z予

1千，
('79字毎回9・.)

11曲 1890 日00 1910 同四日間同刊 日目 2輔o1910 日間

'"→ 
j主関1 日本の船舶建造重量の捻移(箪般を除く)

( Hl所:全日本jZj船機o夜労働者lfT制「本的の挑
戦一一jij紛係業fJj:縦{tfl!!化の航跡-~J 労働 fJj

i'fi 1'1， 1981年. 65fO 
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ある長会兵二[0)1:7お史と議長会妻美労告を鈎{系

ンブだとかそういうものにワイヤ よ。〈私の と)lf.Uときに 20人ぐら

ェンブ札口ッグ 、て い入った 1年た

まあまあ，米自 らけ¥;tっ黒くなった か ったのは立と〈海

く函館総祭株式会社の成立と発渓〉

話題宣言寿会芸義務2式会社は， わが溺弘通主総業が際立其ijiこ入った 1896(例法29)年に資本企120ヌ守主どもっ

設立された。附才去の設な契機は，医務館長さ'JI-の文お衛門・渡辺終回主5・今井市右主総門・玉子塚時絞が中心

となって 1879(き経治 11)年から展開した透総所絞援詰験支さき設にまぐおかのぼる。長怒銭総芸誌株式会社0)主主身・

言語諮製鉄察後製造}'¥Iiは 1881年2月熊四郎によって設立され， 1890年4Jヲ;こ:淡うたしたが，受き11'ド1月の

湾建とともに密主義務総所と詩文称した。

民民館費量芸員株式会絞め創設笥議室撃が北海i議長官十こまゑ泌されたのは， 1892年 111でる。問主士山その後立〉

議鱗還要主主d後で 96年211iこ設白冬れたっ関手土は宣言貯金子4月にお寝室立造会号を資収し， これを分工場として

きi緩いでいる。将校の鋭設は，迭鉛・絞潟災奨募金法の制緩終と湾雲寺綴て~あり，この持擦に撃さ鐙渓戸総寿会(1902.

1)および鈴言語表震設工率合完成〈ぬ03年〉さ殺で経営の幾重差を築いた。

i寄託はき露 I次↑を界大戦務総やの妻子況織に新潟紛の建設立に鍛えてき奪物工務な機築しずこのをはじめ (1917

f手5月〉、第3途総会合新設する(湾ぬ月〉など護憲設備む支炎に努めた。またぬ181'fotこは資本去最も:144 

万円?こ治安愛した。然 1次大戦?さいこわが爾の法鉛業4主主祭給の均衡を失し不況に総ザコアこが， 区議室謀総委長株主主会社

では大戦中における設綴・工場の総張を可議長な際号室長し疑え?とたおう.上[:絞約)1民認にこのJt立てど多発り切ってい

る。まずこ， 1932年の恐慌織に株式選の勇経況となち不況は深刻化したが，段上工務総門の受主主によって綴

営のま殺終を到った。恐慌燃をど克殺してからは，経営資金の拡充のために主主総長会渓株式会殺ささ設 0939.

10)したほかに校内設備の充実を幾年ちている。問40王手3JHこは祭関船渠株式会主主合会併 e吸収し資本

金も 665 汚?こ爆撃をLた。

太平洋戦争の好況刻0941--1945年〉には.3 ~芝にわたって資本ぎ並立〉滋綴が行われてレる。寸なわち，1941

年1月には1，333-;δ汚ι1943年711 iこは3ヲ000フゴF9， 1号必然111 iこは6，00告ヌ:iF9iこ場加しているむこの

際十二袋綴工宅診に 1万排水トン葬会議さが完成したほか，づ、機巡紛所。コ建設に必ずよって資ヨド金魚授とともに浮船

渠を縫供し，技術滋srうま経巡という条件てーその災現に協力した。計箆i受渡までにはいくつかの主主総があった
が，後終的主こは潟社の単独絞官室となっ.1945年611iこ窓総会合渠株式会社小織議後所として際業怒れた。

!湾忍:十ヱコた戦後の 1946王手3 fこ.I日海主事省より大主義i日海空寝:仁厳の委託経営をffじられ，それを継承して|向

?汚に大淡造長会所建:関設したのこれによって，阪総・室被・小湾・大意気の 4透長会所主主考をするものとなり，

1949年611には資本命令2億?チ万円に士総資したG

泌総年代後司王に入ると会社広 J 入渠訟の大緩な絞少滋休部門・?最善1務ドうのスクラッブ化などで、不採算随

所>!tぎたお:的にき露支援し，数次にわたるく会理化〉に着手し允。 1950年7月fこ火淡造鶴男rr.8月に小得工場を
関主義する警察態となった。会役会:労働総会に対して企業務綴総合提供したのは 1950年311でるう，この年

わき汚 i 組合員のストライぞが断続¥:Lた。この労使紛争の過程では小樽;工機の閉鎖、とならんで，義務

長を船所きど議i務事長作日rrと改め，とれてど態"と務内のみに綴/少してし、る。また.同年 12廷に本社合液E誌に移季五L
3さ 51 年 811 には r~延長室長会渠株式会社j のをt~を改めて函館ドック数式会社j とした。総ドックヵ:等技

?交わ弓三況からぅi宣った契機は務?とえ蕊総計競走き自白の北海えの完全工 0952年〉以降であり，察関製作所

に新議長会部内定潟務したのは 1966匁 12刃マある。

ぬ均年代に入ると!湾主主は怒大?税務造設儀(30万トン〉の建設に綾子し.73手911fこ絞殺害f開始したが，

1973 ~ド米のお油危機とその後の造騒ぎ撃の務造不況によって緩営の危機に直領した。 77 年 11 月，会社は経

世?に突すして金支主化I勾を了IE式tこ去最示し，苦手俊紛争は炎綴イとしたが.79年 11130践に会社と総会は?潟主主ニ祷

スノレ協定議Jfこ調印したむ民生手611.会事土;主総万トン持活渠毒事会喰芸書設鎗てど売却し， 主晃率五;主ラ経験夕、ノレーブ新

会社 í~画館どっく j として経営の;降援会図ってし、る。〔主主号のさと併せ参照]。以下に お三和造船多患の発援j後織

とお宝章議会渠事長式会社の動向者ど注妻賢 1として掲げる。
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jゑ喜美I 日本進総選義(J)発展段階と函館総祭株式会社の動向

時!号j 日本総菜!f)動向 務総総後徐式会校の動向

1853 大寺会主主i色禁I!-令解絵

まIJ ifliiofla絵j'ifr(1853) 1:; Jlli記jit母fi
努i !ifr(856) 義理主主忽応船所Cl865)
見1I 長:約j告露合併(887) 三三菱長約ji!r 1881. 2 紛終日製鉄際機製芯pfr設立

1853 f.Jfi詩!f(890) J日a崎泌総月号(1鈴告) 1890. 4 向製造内i焼失

ぷiL。 1891. 1 i詩j 妻~)ti所得主主

1895 1894. 7 EI Ìt'な戦争 (~1895 ， 4) !誕命I:}泌総所と己文鈴、

II 1896 湾総奨者金法;・航海奨励訟 1896. 10 ~お館総設さj朱六五主役(資家金 120 ，ヴ

十1 !内)，没工1:

18ち6.12 員支出張所設~l'

1897. 4 総釘u告発を.Þ~i~又
立 i 18号き 本討を大鰐I5接的から弁支障IH幸

1904， 2 日緩ì~l や(~1905. ) .!lliに ~íjii

1902. 11 :$:tt合弁天町88'1許胞に惨殺;

4511終多発jきr:事支7

l君。3. 1 

1903. 4 

1914 1吉03. 7 {疑問業式

111 1914. 7 着n次長界大戦必発 1916. 7 

fH 1916. 12 
{必

1ヲ18‘ 1 資本会。を144hr%ニi許容t!号j

(1) 

1914 

1918 1918. 11 第 l次被界大紋終結

N 1き1き. 9 If: .1'.]滋よりHi火、総量窓.t及:w.
+ ~f物 u努を緩怒と

期次 1920. 3 f:lゐ 1:・旋盤工場復!日新築

(ま) 1920. 12 ;f，If物1場淡泊完成

191号 1921. 10 労働立n誌18時1:布陣j災後

1き23 燃料í1~11(~m:の少ない主主初め ィー

売ご

1927. 9 トン〉

司、| I 1927， 10 お2ドッグハウス完成

1号3号. 4 主主寝室 r場合機署員工機に， t変革せ工島長

安 j i 同 r磯崎
問30.12 製鉄工場完成

1931.哲滋，)11'li変
zk !1932 船総L愛護幼成与を策実総

I 1933. 1 鋼工場ー燦絞 r場完成

1925 仁j1Eliiiえや
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る:5綴具:亡の主主活史と道主総業労使関係

VI 1941盆 12 太子作戦争数多き 1941‘1 資本金1，333万内tニi村資
喜子 1941. 6 持年三雲絞殺illt
況 ぬ42. 9 怒1禁j工場にl万トン紛i渓

!lil ぎを;亥

(2) 1943. 7 警ミヌド受注3，000hFlIこ冷資

1940 1951. 1 資本愛子'6，000h P:Jに橋資

1945. 6 議室主総潔株式会長t'J、持透委長続

1944 開業

vll 1号54。告 太平洋戦争終絞 1944. 10 議;2乾長会議予言主主

l' 1945. 12 従3奈良組会t完成

1946. 3 i日r綴主事大湊工島誌のj霊傍受託

1946. 4 労徽総会函銭高品渓支認結成

設i'. 〈直言J!fi.家f草j.コ仁義主・小隊〉

l号47. 5 討嗣自治船政官夜遅華人 1946. 7 大湊議会所ft詩書ミ

船喜自公仮設立 1告47. 5 三号機協約締結

1949 設さ5次Ji餅j位船でタト紋尽大洋j 1949. 6 2資本金2ifU二子]-JfrJIこ隅資
j羽

紛の新jさj詩;泌

1950. 5 議選会法公平存

1950. 6 事月選挙終辛子 (~1号53. 7) 1950. 7 大j潔j湯船fijfM室長‘

(2) 守主総j安寿会所を許可製作所tこ母支隊

1945 (1察機専門工場〉

、 1950. 8 小技手工務llfl銭

1950 1950. 12 三主役を東京総本橋に移絞

vll 1951 8 t!:手sな溺宮;;ドック株式会社に改祢
在子 1952. 3 第 7 次長Íî llíl.jI鋭治船の~t語道丸起工

1954 第1次総出フ ム

1956 続本i務総書長最潟0)174ト の鐙 1956‘5 淡本金5tさ達二子万円tこj希望号
況 送金f設を記録(I金苦手総11立に) 1956. 9 額皇官ドック総持工総会事tffi芝

1960. 9 紛れに東北欽祭際部設

1962. 4 資本委主13Vを3，431万9'1ニ門によf1重苦
J~J 1964. 10 第3総会・第2乾船渠延長是

完全扇動化

1966. 12 君主総製作所〈政50. 7室!鎖j校長会所
(3) 改称〉宇こ新造船部門際協

1971. 6 主芸大;怒船長室浴設綴主主絞(30万トン)

にま寄手

1973 1 1号73 石滅危機 1号73. 3 [詰]すま議b開始

IX 1974 途持告さ義の構造不況深刻化

ヰJ ぬ77. 8 下請民喜多造船倒j民主
況 1977. 11 総会に会.!!!lイヒ案提後
立号 1978. 1 議n次希怒沼綴者応、選手続切
(3) 1979. 1 尊重霊ニ関スん協定議線路

1974 1979. 6 30hトン船主義等玄妥誌を手誘発よIJ

1984. 13 来阪グループの新会社~託金h とあっ

現在 i く」設ミ芝
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軍帰りの〉有馬定雄さん叫のニ人だけでした

ね。

あのころは終戦のすぐ後なもんで，地下足

袋もないし，長靴もないし，なんにもないと

きだったすねえ。だから，しょうがない，当

時はいまみたいに安全(管理〉が，そんなに

うるさくないときですから，海軍から履いて

きた皮革ltで、仕事をしましたけどね。それで，

作業服なんかは池でベタベタに， ド口ドロに

なってきて，まあ，作業服は海軍でも着まし

たけ

で，しばらくはエンジン場の仕事なんかを

してたんですけど，私はその仕事が自分の(課

せられた〉本業とは思わないんですね。

i(エンジン場での工事は〉綱具(工場〉の

うちの(に属する〉仕事だけど，いまここを

手伝ってる(だけの話な〉んで，そのうち親

方(の松本さん〉も出(出勤し〉てきて， 1ドッ

ク〔第 l乾ドック31)J2ドック〔第2乾ドック32)J

の戸船の係になるj

30)有馬貞雄さんは，験山さんと同じく海軍の出身で同期の入社。綱具工場では重量物担当の級(伍長・山

上留次郎〉に配属された。 1955年ごろ伍長， 59年ごろ総長。 1947(昭和 22)年から婚山さんとともに綱具

工場の職場代議員となり， 48年から総合の執行委員を連続3期つとめた。本主主後段の「職場と労働災害」

(56 Jま〉の項で磁山さんが口述しているように， 1961年 10月18日に転落事故により死亡した。

31)第 1乾船渠(1万トン〕は， 1903 (明治 36)年4月15臼に完成したとされている。同社の最初の船渠建

設は明治 31年3月の埋立許可をうけて着手され，同年6月から締切工事を開始， 32年8月に船渠掘削工事

に移った。しかし， 33年 3J1にきEって l万トンまでの船舶修理に適するように船渠容積を変更すべく再設

計することとなり，以下の曲折を経て完成する。

0明治 33年6月初日の取締役会において設計変更を決議し， 10，930余円の工費土償額を計上した。

O同年8月8日から渠底基礎杭打工事に若手し， 10月初日に完了した。

034年3JI 20 8から渠底コンクリート工事に着手した。

0潤年4月20日に埋立工事竣工の 3月31日を翌 35年末まで延期すべき出願が許可された。しかるに，明

治 29年以来の物価および賃金主有機，商館造船所の良収(明 30・4)，修船台の建設着工(明 32・9)などの

影響で， 34年上半期には資金難に陥った。

注写真l 第 l乾船渠の奨底ブロック敷設工率 0901年

年12月，千歳篤編 fiJflfrilドァク五十年の似顔j
道南の歴史研究協議会 1975年より転載)
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って言うんです。

lドックのほうは，古くて，古くて，もう一一。

英国人がドック(会社)のなかへ(技術援助

でつきて，組み立て(方を教え〉たそうです

ね。それ以来，そのまま使っているわけでしょ。

ですからもう，鉄板がずいぶ、んいたんでまし

て， (船を〉修理するときっていうと， 2ドッ

クのほうに入れるんです。(そんなわけだから〉

両方のドックで，お客さんの修理船を入れる

ことできないでしょ。そんで，私がそれを受

けもったときに，あんまりあちこちパイプは

腐って穴があく，外板も穴があいたり，購っ

て一一。 ドック(会社〉へ入ったときは，鉄

板の(腐触した〉部分を取り替えたり，パイ

ある船具工の生活史と造船業労使関係

プを取り替えたりして，もう，悪いと思うと

ころはぜんぶ直したんですよ。

それで，直ったと思ったら，そのうちにそ

こ(の職場)とお別れで，戸船が，綱具(工

場〉の管轄でなくなったんですね。(綱具工場

から分れた〉塗装(工場〉のほうの，ペンキ

さんの管轄になっちゃったんです。そのこ

ろの綱具工場は，塗装工場一一ペンキ屋さん

も， (重量物の)運搬も，ぜんぶいっしょだっ

たんです。あとで機構改革で，だんだん分か

れていきましたけど…。

綱具つてのは， どういう(理由でそのよう

な〉名前をつけたんだか一一。綱具らしい(仕

事〉っていえば，ワイヤーロープだとか，ふつ

01苛年7月の第 10間通常株主総会において，不足客員 14万余円を皇室り込んだ予算調べが承認された。

035年1月の第 10剖臨時株支総会におし、て，上記決議に基づき 20万円を日本勧業銀行から借入し，船渠

工事の完成を急、ぐことになった。重役はこれをうけて，資金調達に努めたが，融資は8万円を得たにとど

まっ7こ。

01可年 3 月に工程および工費月 ~tl支出額の再調査を行ったが，当初予算額との差額が生じ 23 万余円の不足

増加が明らかになった。

0向年7月の第 11閉臨持株主総会において，海軍省工務監・石黒五十二による現地視察調査報告書芸および

場資後の収支概算蓄を参考に供し，取締役一向は資金増額の議後策を次期後任取締役に一任したい旨提案。

重役改選の結果，取締役一向が再選された。

0同年8月13日の役員総会において，建設中の乾船渠を速成するために， 30万円の資金不足額の借入れを

決議したが，借入れは不調に終った。

0同年9月4日の役員総会において， 30万円の投資では営業収支の見込みを確定できないため，前議を取

消し 60万円を借入して船渠を拡張することとした。

。同年 11月5日の臨時株主総会で 60万円借入れの決議を行い，かねて交渉していた安田銀行から融資を

うけることになった。

0同年 11月21B，総渠{員IJ2段g以上のブロック畳積・背積コンクリート工事竣工， 11月30日船渠11開筒所

ブ口ツタ工事後工船渠渠口部落成。

036年l月19B，イギリスに発注していた戸般を渠内で組立竣工。

O同年9月11臼船渠明i筒所竣工。 4月15B船渠建設工事完成。

。向年6月9B，渠ロ締切の 1部を関切，翌 10日漏水。 16日，戸船取付け。

O向年6月17日から排水に着手し，日間l償iの排水力および戸鉛の浮沈試験を行ない， 19 B排水完了。

。同年7月初日，船渠落成きど機として，仮関業式を挙行した。

(千歳 篤編『郷土読本.iaj館ドック五十年の回顧』 道南の歴史研究協議会， 1975年， 109頁以下参照〉。

なお，当時の(第1)乾船渠は，長さ 153.3m，綴 25m，深さ 8.8m。

32)第2乾船渠は 1944(昭和 19)年 10刃完成。長さ 123m，闘はよ部21.78m，下部 20m，深さ 6.8m(ご子

湖沼から盤71三上留まで〉。
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聖書蕗沖l

口 E 日

図5 1951 (昭和26)年当時の構内自己霞図

うのロープを扱っている製腕て組織があって，

そのほかに，俗にし、う重量物っていってまし

たけど，船のチェンブロックをなん台も使っ

たりして，船のスクヲューをはずしたり，舵

をはずしたりね。連絡船のスタビライザー〔安

全装置〕を取り付けたり， とりはずしたりす

塗装が塗装{系，運搬は運搬係，綱具の名前が

船具係って 問。

その当時の職場は，いちばん上に工場長

さんてのが工場長でした。それ

から，職長一一いまは作業長ていうのがその

下にひとり，近江辰雄さんて，もう亡くなり

るのも，ぜ、んぶ綱具(の役El)なんです。そ ましたけど。それから， の係員に高林さ

れから，足場の仕事私 。 んて人がいたんです。

25万トンの大型船をやるようになって，いっ

ぺんに機構改革で，工場って名前を廃止し

ちゃって，みんな係にしちゃったわけで、す。

工場長っていえば， よその会社ではそうと

う上の人なんだそうですね。(罰館ドックでは〉

工場長のよに課長だとか部長だとかつてある

33)ここで機山さんが口述している機構改革は.1972C昭和 47)年に実施された。綱具工場は 1966年までは，

戸紛・運殿・塗装・足場・製帆等を一括担当していたが. 1965年嘆からの高度成長により船兵・塗装を中

心に臨時工の木工主主局者が増大したため. 67年に行われた機構改革で船具工場と塗装工場とに分れた(注

図2参照〕。船具工場は足場.]室長物・製帆・玉掛けを，塗装工場は塗装・戸船を分掌した。 1972年の機構

改革では，船具工場・塗装工場などの工場制が箆11二となり，それぞれ船具係・塗装係に改称された。
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あ

て，左にまわせば開かるんですけど， 1ドック

の戸船は，それが反対なんです。締めるのが

のに，工場長っていう名前はふさわしくないっ

て，後で主任一一工場主任てなったわけです34)。

左で，開けるのが右ですね。「これだけは，ぜっそれから，現場の仕事をやる組長てのが3人

たいに忘れなし、ようにjてね。

(松本さんは〉おとなしい人だったで、すね。

(それとくらべると〉奥さんがやり手で，魚、

金もうけがうまいっていうんで

組長っていわ

ないんです〔班長という〕。足場の組長って，

なんだか暴力団みたいな感じを受けますけど

ね……。組長までが事務所(所属の職員〉に

ぐらL、し、ましたかね。いまは，

屋ゃったり，

すかね。冬で寒いと思えば，魚の頭なんかでひとりはいるんです。その組長の下に伍長，

くって， (函館〉釈のところで，通り

がかりの人に，一杯 1円だら 1円で売って，

(つまり〉魚のクズを使って(金もうけする

の組長にたいして伍長が3人くらし、し、たんで

す。それで，そのffi長てのが5，6人の部下を

つれて仕事をしたわけで、す〔図6参照〕。

ほど)，

昭和21年〈のある包〉に，松本さんの家の

なかなかやり手だったんですよ。私が入社したときの伍長は，松本富作さん

こないだ死にましたけど，です。松本さん，

近所が20軒以上も焼けたんです一一(市内の〉v
も休暇いっぱし、とる人でね。 55歳の定年が，

松川町で。(松本さんと〉会社でいっしょに仕う目のまえだったんです。(松本さんは〉私と

事をしてて，むこうのほうに火があがる。ドッぐらL、し、て， (その間)¥，、ろい

ろ教えてもらってね。「この戸船は，英国製の

L 、っしょ Iこ1

クの岸壁から(その火事の〉煙がすっかりみ

「どこの火事だ」なんていいえるんですけど，ふつうのノミルブと違うJてことをね。ために，

ながら，ながめてたんです。松本さんの家は，締めるのに右にまわしふつうのノくノレブは，

イuま技術品!
1 '1> 務係
i技術係
[管理係

r作設計係
L外 n 課
事務係

r '1，係
造飴課

r 'Ii 係

造船払iI諜

基本設計課

飴般s苫，:1係
機装，;，交付i係
Ji1t産設，:1係
法本E没，:11系
治i議設，tI係
i正気，iQ'ril係
f'F業飴設ロト係
作業鉛z丑d十係

l' 係

庶務課

総、係

庶務係

人，ji第一課

企画係

給与係

人事第二課

人事係

調綴係

安全器1先課

安全擢i'lミ{不
?守備係
診療所

蔚館ドック函館造総所の組織機構 0967，4， 1現ι)

34) 1958 (昭和 33)年ごろに，工場長は工事主任となった。また，よ記72年の機構改革にともない，工場主

任は係長に，職長は作業長に，組長は班長と改称され，伍長の呼称は残った。
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図8 綱具工業務の総務総長義 0945空宇〉

タト 板 タ十 板 主会 裟

ざん きにいってる1;1.那もドッ

も勤めにいってる一一占。そ

がとんできて，内2}JII

グ

って織りまし

のうちに，

町の火事で，松本d えてる」っ

う志のだから)，

ったって参 もう

も残さず， まる

ハ
協
同
に
総
長
〉

-
1
4
1
α
鱗

山

敏

郎

戸総

AA Jfkdh 

べたらもう，仕事しなくてL、し、から，帰りな

さしゴな

さんの下には，在、しかいない

あ

さ のあと

てー…一。

なに 勘太郎て人がきましてね。その人もまた，お

レン〔ク ν一

く

〈松本:さんは)なかなか，子分患いでおJきょ

う，残業だからjっていうと， I晩に設がすく

だろうからjって夕食券をどもらってきて〈くわし

ドッグでは，そのころ給食してたん

けど，残業〈を)2時隣すれば，夕食がで

、'-
j↓ 夕食たって，〈茶椀の

んかさがしたって，ないようなものですけど てこぼしたり……。

鋳にはかぼちゃぐらいしか食べものがな

い時代ですから，ずいぶんありがたかったん

けど， (給食では結みたいな」既 1'-つ

それで，帰りがけに夕食をとたベて

となしし、人砂で，

ってすこ人です。この人は(市内の〉

町の人で，いろいろ話摺かしてくもらっ

それによると)，戦争中にいろいろ鷲労して，

と貯金して，二千円だかたまった，

って，やみ

つずこら，なくなっちゃっ Iつ

までかかった

おぜいの

--110-

そのころ組長には，荒い人もいましてね

ら「ノミカヤ口一/なんで f仕事が〉いま

なんていったり…・ぉ

、るもの〉だから， (なかに
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ドー一一一 23cm 

11m 

i 
i奈良

箆7 戸総の機器量

は〉繁の勝、いのもいましたね。鈴木さんは，

使いかたは濃くなかったですお。鈴木さんも，

あとで定年になりまして，そのあと，私が若

苦し

すね。

設すや揺ることはないで

い声を出すことがないです。

。ふだんはくバノレブ

をかぶせて，かとってま

これ〈認の舎〉

もニつ〈のタング

れてい タンク

力調整がで、きるようになってい

なんかの議予で〔戸船が〉

なし、ょう

子

、ー

上

ときに，

戸総

〔扉船ともいう〕ていう(ドック門の〉

は， こういう……(関7のようなぐあい

になっているλノミルブはここへ〔罰を参熊L

ふつうの人が通るところへ，こう出ているわ

るんですけど...・ a・0 上怒タンクとこの

ンクとの〉境は，私が要らないんじゃ

ないかつて言っすこんですけどね。ここ

こういう〔簡の技量参照〕マンホーんになっ

てるんです。〈タンク内

35)機UJさんの戸綴善幸代の殿場組殺は J )，金問 3のように変怒し

1き45年 1946匁 1948"f 1号51今，

らド →鈴木基金太総…一世絵ilJ 敏郎認可キ綴~I 敏郎
定年 c定年

ダルi:l

蝋111 縦 IT司綴111 脚|ト→竹内

注図3 鱗築工場・戸総の職務総織の変化
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ここ〔のマンホールのところ〉へ水を張れば，

いやでも上部に入るんですね。

(乾ドックの本体は〕こっち(舷側〉が訪舷

材〔船体が損傷しないようにする保護林〕が

ついていて，こっち(側壁〉はドック側と，

ピタッと合ってるわけで、すね。両側が。 ドッ

クの(側壁には〉石塩が， こう(図の右側の

ように〉積んで(工事を施して〉あるわけで、

す。睦地(の部分〉がここ(石塩〉へ，防舷

材でピタッとついて一一一それで、(乾ドック内

に〉水が止まるんですねえ。ふだん，海水は

このへん(図の海面位置〉まできてるわけ。

(戸紛の〉下のタンクは，ふだん， (戸船に

重みをつけるために〉水を入れてあるんです

けど， (修理船などの〉船をドックから出すと

きは，その(下のタンクの〉水をぜんぶ排水

しましてね。排水して，軽くして一一。陪時

に，中タンクと上部タンクに，水面まで水を

張るわけです。タンクの下のところ〔戸船の

底〕には， コンクリートのノミラスト〔船底に

積載する砂磯またはコンクリート〕が， (ドッ

クと海の水位がだいたい等しくなったとき，

戸船が浮きあがるように〉計算されて入って

るわけです。

ドックの中が(海水てついっぱいになれば，

その(バラストの)重みと(上中タンクの〉

水の重みで(海水の圧力がなくなり，戸船が〉

スポッと浮くわけで、す。浮くのも，いっぺん

に浮くのでなく，ちょうどこの，上部タンク

と中(タンク〕の境ぐらいまでね。そうする

と，浮いたぶんだけ(中，上部タンク内の〉

水面(位〉が高くなりますから，バルブを聞

けてやると， このノミノレブが海側とドック側に

あって，それで時方へ，いっぺんに流れ出す

わけですね。

それで，この上部はぜ、んぶ空になる， (中部

も〉軽くなるから，だんだん浮いて(¥，、Jく，

浮いてくとタンクの水は(海面と〉王子衡にな

るって理屈で，水は流れ出る，流れ出ると浮

くってぐあいに，そうし、う理屈で浮きあがら

して， (ドック門であった戸船が〉船になるわ

けです。

船になったら，この上にクリート〔錨翠jの

つかみ機一一一国参照〕やピット〔軽船柱〕や

ついてますから，引き船がこれにロープをか

けて(戸船を引っばっていくと， ドック門が〕

グーッと開いて……(ドック内の船が出るよ

うになる〉。それで， (戸鉛は， ドックの)入

口付近の海に修理船などが(ドックに入るた

め待機して〉いるばあいは， ロープをとって

それにつかまるんです。なにかのトラフソレで、

(ドック内の)船が出るのが遅れたときは，

2時間でも 3時間でも……(船が出るのを待

つ)。ドックのなかの船をランチがひき出すと，

出口のところで，一隻(の)ランチが待って

いるわけです 両側に待ってるわけですね。

ただ後ろに引っばっても， (船体が〉どっか

よそに当たるかも知れないんで， この(側型
ふち

の〉縁に当たらないようにして， ランチを頭

につけて，引き出して沖へもっていくとか…

(気をつけてやる〉。それで， (そのランチは〉

こんど、は代わりに修繕する船を持ってきて(ト、ッ

クへ〉入れてしまう。こんどは， (待機してい

た戸船が〉ドックの入口のそばまで引っばっ

てもらって，両方の(舷側)を(ト、ックの側

壁のスレスレの所に〉あわしたところで，下

のタンクのノミノレブを聞けて， まず水を張るわ

けです。

下のタンクに水張ると， (戸船は〉グーッて

下がるわけですね。下がったところで， こん



ど， この〈中〉タングに本を張り，それで(上

タンクの〉ここ(綴識の潟さ〉まにふ放っ

て，下tどで沈める

沈めても (i設が荒れてL、るときは〉外の披

でグラングラン， グラングランしてるんて、悔す

と¥〈ト、ック門

fゴへ-Jて

ポンブ

ドック

ぷコ く る〉んです。そう

すれば，1センやでも 2セン

d 

ピタッとついたきり，

のときは紛が1メートノレちょっと

盤木

それたら乗っかんなくなっち Rゃうんで，

ある船ゑ二ζの生活交と議長船業労使関係

そ
2ま蒸7 f苦露骨昨春f-'eの露草山さん0947宝手納)

ことしたでしょ。それで，まだ30代の鷲

し， fiγス;、のてんべんへしじゅう上

。〉 して

がったり， ワイヤ…につかまって降りてきた

まん り〈していたので、ドックヘ来てからも)，船へ

やかこ るわけですね。

の爵識にどット

ここにワイヤ…をかけて，

それぐ，

がありま

移るのにタラッ らないで，ワイヤ

かまって訟に上がっちゃったり，

ったもんですけど，課長連中

危ねえjなんてね。

わ

る

さ?叩けてやる

え いわ

た 丘に担…ブをどとってやって，このローヅにつ

して…一。 かまってlI:iで護ったんです。お昼になって

のウインチでワイヤ

と思うと，ウイ

このワイヤ…は，いつもど…ンと張ってまし

て， 7}:がひけるにしたがって船はどんどん下

がってきますから， ワイヤーがだんだん弛む

から， しじゅうにらんでいて， 尽

このワイヤーが弛

かんない

「ゴヘーJ

このiiドーッと

どっちへ行くかわ

むそれで，

る

タッとのつかる

、うちなてから，

ったり，そうとう無茶な

36) ゴヘー」という合図は，ぷンブ合問〈

12時のサイレンは鳴るし，誰も追えにきてく

れないんですね。そこで， ロープをどったわっ

て韓上に降りようとしてレるうちに

夕、…ッて揺れたら， 同…ブがずこるんで，

寒中の海んやにズボワ入ったこともありまし

たけど・..

足場の仕事

ドック ~lこ入って 7 年く怜らいで， r 
L 、 んど， ってく てんです。

ンツてど閉じるときは， rストライキj とEぎった。
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@ 

図8 ワイヤ…をfflいた足場

はじめてだからね，

戸総?こいたときも，

ったんですよo

出入れのないとき

には，重量:物に手法いにいったり，なん密か

ステ

γ ヤヅグ・II以H;十

ヤツタノしをjil!-ず穴

@斗iサ

\~ヶ/、ノ @)t存按

図9 ~霊場尽の位喜重

丸太を、、てつようだろう fIっていうんですけど，そ

の根元をどーえてやっで熔接〔符舎〕して，

っ織を寵めるんですね。熔援して(その後

の手伝いにいったんです。それで¥あの で入これをぜんぶワイヤーで縛る

、とこで足場を掛けるのを手缶ったりして， そんで， ここ〔持参〕ヘチヰーンミどから

って，ゆるくねえなあ，ちょっ て，ダラッと下げるわけです。訟の高さ

もうそれぐ命がなくなっとうっかり

あやう

なんて思ってたら， そのうちに告

まわってきましてね。

ってもらうの以，あんたしかいな る

L 、。どうしてもひとつ，がんばってくれない

なん仰と，おだてられたりなんかして， とうと

うひき ゃっずこ
。
ト
l
仇

る官官の〉むかしの足場は， これ

〔罷8-(DJが船側だとすると，ここ〔向②〕

り一一ーソ、ンドレールヵ:ありまして， こ

へ角材を突き出しましてねむこの
ラ伊

札句W

らないった

ないて、ゃったも

は丸太を総んで(足場にし)， 1 

して区分

ら!I筒番に較を

。

その顎誌，私

じゃなかったんです。

りま そ

こj工?ごと ばかりかかるので，

になってるときに，rなんとかし、し ない

だろうかづって， といろい して，

ワイヤ…を使うようになったんです。
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終戦後のときは，ドックでだし、たい 2，500ト

ンか3，000トンくらいのD型の船37)しか造ら

なかったんですが，こんどは計画造船で 1万

トンくらいの船を造ることになって38)，(従来

の方式では〉重味が耐えられなくなったんで

す。{可段も板を渡しますからね一一。それで，

あとから考えたのがれ馬Ifなんですよ。チェ

ンなんかを下げてたんでは， とても足場がま

に合わないってね…。

これが，船の外板ですね〔図9-①〕。この

ころは，船によっては中甲板は造らない船も

あるけど， もとは荷物の関係で中甲板てのを

造った船もあったんですが，それで，この外

板で立って仕事ができるように， こういうア

ンクソレ〔陪②〕で，馬というものを作ったわ

け一一一。

それで，外板の，船の船備にピースって留

めるやつをつけて， この馬を7インチくらい

のボルトで、がっちり留めて，熔接するんです

ね。物を吊るときに，かならず熔接でピースっ

てやつをくっ付けてもらうんですが，戦後(早々

のころ〉は満足にくっ付かないんですよ。腕

が悪いんでなく，材質が悪いって言ってまし

たけと:';;t。足で蹴っとばせば，もげちゃうよ

ある船具工の生活史と造船業労使関係

う 前の耀接だったら，電気j措接の棒

がくっついたと思えばすぐ離れちゃうとか下

手でしたけど，熔接もだんだん強くなりまし

たからね。熔接がよくなってきたから，足場

もワイヤーを使えるようになったわけで、す。

ピースは，位置を潤って，みんな地上で付け

ちゃうんです。

外板の上部は平らなとこですけど，船がこ

ういうぐあいに，だんだんカーブがついてる

わけですね。そういうときは，罵のところに

当てもの〔向③〕を耀接するんですよ。馬が

水平になるようにね。それでワイヤーをシャツ

クル〔図 10)ってやっで留めて，ズーッと下げ

るわけです。ワイヤーは 12ミワ，あとで 16ミ

リにしたんです。

下げたワイヤーは，競ワイヤーっていうん

ですね。それには，ぜんぶ，子ワイヤー〔図

11)を作って，親のなかにぜ、んぶねじって，

くっつけちゃうわけで、すね。子ワイヤーの差

し込みつてのは，素人では難しいんですけど

ね。親は紬し、のを24本くらい束ねて 1本のワ
かね

イヤーになってるから，金でできてるスパイ

クってやつを使いまして， ワイヤーのねじれ

てる聞に入れて隙間をつくって，その寄り白

37) iD型の船」とは，戦時標準裂の D型船。 トン数によって分類されるが，戦時標準船裂は，もともと第2

次世界大戦中に船船の補充・増強を図るために，船体の形状・構造・装備を簡素化して統一し，大量生産

を目的に建造されたもの。一般貨物船・鉱石船・油送船について標準船裂が定められた。

38)政府の計闘造船政策は， 1947 (昭和22)年に導入された。政府は終戦直後，占領箪による抑制政策が緩

和されたのを契機に，造船・鉄鋼・石炭・電力への重点的な融資を開始した。第 2次大戦直後の造船業は，

船主である海運業の船舶購入力が低かったため，長期低利の政府資金によって計磁的に海運業を助成する

必要があった。 1947年から 50年までの計画造般は船舶公団 0947・5設立〉が復興金融公庫からの融資会

うけ，紛紛公団と船主とによる共同発注という形で行われた。船は両者の共同所有とし，資金のうち 70%

の融資で， 10年間に船主が公団から賀い戻す方式である。 1951年から 54年までは，アメリカ対日援助克

返資金， 55年t)、降はB本開発銀行の融資で建造された。計画造船による議望書創出は造船業にとっては潤援

助成であるが，市場の安定・拡大の効果は大きかったといわれる(小林好宏「造船」 熊谷尚夫編『日本の

産業組織 1j中央公論社， 1973年参照)。計酒造船によって函館ドックが最初に受注した船は，日本海汽船

株式会社の北海丸である。注 43)参照。
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ヒン

ネジザ
図10 シャツクル

に子を入れるわけです。子ワイヤーの先を細

く分けて，その 1本目をよじれてるとこに入

れて，同じとこに2本入らないように，つぎ

の寄り自のとこにまた入れるわけです。それ

をだいたい4回くらい差し込むわけですね。
さん

この子ワイヤーに角材の桟を南側に差し込ん

で，あとは足場板を 2枚渡して，ステージを

つくればし、し、んです。いちばん上のステージ

は板女3枚くらい並べました。それで重味が

つきますから， この重味で根元がどンと締ま

りますから，抜けないわけですね。1本のワイ

ヤーで， (ステージは)4段になるんです。

下の方は，丸太君ピ立てないて、足場をつくっ

たこともありました。私が足場展になる前に

は，2，500トンか3，000トンの船ばかり造って

たんですけど，こんどは(計画造船に備えて〉

今でいう第3船台を直す工事があったんです

よ3ヘ第3船台は，船台に扉がなかったので，

船台がゆるい傾斜で，海の中へスーツと入る

わけですね。滑走台の上を一一一。で， こんど

は，岸壁の関に扉をつくる工事をやったんで

すよ。その時に，丸太を一つも立てたらだめ

だっていうですよ。闘っちゃいまして

板もだめ，パイプ足場もだめ，てんでしょ。

それで，しょうがないから，若い衆に鉄工場

〆
(鋭、j¥)

図11 子ワイヤー

に行って鉄板の古鉄のキレを拾って来さして，

それを熔接しあいまして，馬をつくったんで

す。(足場の川、ちばん下は， この足場潟をつ

けて，下の方には1本も丸太を立てないで足

場をかけたこともありました。

これ以外に方法ないと思ってね。これは，

みな私が考えたんです。

2.計画造船への対応

第7次計画造船

そのうち，政府が造船所の不況を救うため

に，法律で計画造船てのを実施したんですね。

それは，ふつうの注文をとってきた船より，

優遇されたんです。

その計画造船を，なんとか函館に取ろうと

いってね。それには世論をおこすために，組

合の執行部の千葉(理〉さん刊)C当時・執行委

員〕といっしょに，札幌でビラまきもしたこ

39)第3(号〉船合の建造能力は43，700トンであったが， 1965年4月に80，000トン級船の建造が可能とな

るように拡張された。

40)千葉 理さんは電気係。1950年1月 18臼の組合大会で執行委員に選出され，53年6月から書記長を4期

つとめた。
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写真8 戦後新造船の室調節船体組立の笑愛

(1951年頃，千歳編 m自立nトック
主J.十年の[，，[顧J前指， より転車u

とあるんですよ。函館を夜中の汽車で発って， 党の田中〔元〕代議士4川こ交渉の先頭に立つ

朝に札幌に着いて・…・・。それで，全道労協に てもらって一一。

顔、を出して，手伝ってもらって。札幌のにぎ その第一隻自が北海丸で，次が聖山丸，そ

やかなとこで，計画造船をつくらせろってピ れから富洋丸つてのもねー 43)

ラをまいたりしたんです;l) 第 7次の計画造船の北海丸では，ずいぶん

計画造船てのは，政治力がもの言うもんで 苦労したんですよ。いかんせん， 1トン半しか

すからね。会社では国舘出身の，自民〔由〕 吊れないグレーンしかないわけでしょ。ああ

41)函館ドック労働総合(全白木造船機械労働組合函館ドック分会)では， 1951 (昭和 26)年l月に，第7

次計画造船受注運動を展開した。当待の野中富雄委員長らが政府機関へ陳情したほか，執行委員・職場代

議員が中心となり，街頭で「計酒造船を函館ドックに」と書いた印刷物を配付，署名活動を行った。

42)問中 元代議士。 1912(大正元〉年函館市生まれ。函館中学，東京高等衡科医学校を卒業後，興亜腕北

京連絡部勤務。函館ミツワ商会社長，太平洋貿易社長を歴任。 1949年に北海道第 3区から衆議院議員に当

選。当選2回で，自由党副幹事長をつとめたげ北海道大百科事典j下巻，前掲， 51頁参照、〕。

43)北海丸は第 7次前期計画造船により， 1951年5月248に臼本海汽船株式会社から受注の貨物船で， 10， 

375.45トン。同年 12月12日進水， 52年3月11日引渡し。後出の写棄 11参照。

基霊山丸l土第7次後期計画造船により， 1952年 2J'I 28日に起工。船主は宮地汽船株式会社の貨物船で， 10，

182.83トン。開j年7月24日進水， 12月3日引渡し。

富洋丸は東洋汽船株式会社から受注の貨物船て¥9，96l.77トン， 1953年 8月118起工，同年 11月初日

進水， 54年4月13日引渡し。

これらの大型船の建造を機に，同社は不況を克服したとされている。注 72)を併ぜ参照。
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いう大きな船は造ったことがないから， どう

にもこうにもならないんです。北海丸をやっ

てるとき， 25トン・グレーンをつくりまして

……。そうすれば，外板なんかは，ぜ、んぶ地

上で熔接で組んで， 20トンくらいの大きさで

作ってから，それをグレーンで吊って，ベタッ

とくっつける式で，簡単にできるようになっ

たんです。

北海丸のときには，船の鉄板の錆を落すサ

ンド・プラストとか，そういうものヵ:なかっ

たから，船をドックに入れて，足場の板の上

にあがって，全面的に錆を落したことあった

んです。

北海丸が進水〔昭26.12. 12)して，聖山

丸やるころ〔昭27.2起工〕には， 50トン・

クレーンがついて，足場なんかも，後になっ

てから付けようもないから，できあがった鉄

板に地上でぜんぶ付けちゃいましてね。板も

3枚を各段ごとに束ねて，針金で仮りに軽く罷

めて，i反りに縛っといて大きなグレーンでグーッ

と吊ってしまうでしょ。これが船の上に乗っ

かると，すぐに，重ねてある板の針金をほど

いて吊れば，パタッ，パタッて，広げると板

が王子らになって 2枚ずつの足場になるわけで、

す。それで，鉄板を，取付けると，鉄木って

L 、う職場の人が，その鉄板をワイヤーで引っ

ぱるわけです。引っぱると問時に，円長太郎"っ

ていう突っかえ棒で押して，倒さないように

するわけですね。

パノレベットなんかも，グレーンが大きくなっ

てからは， 50畳敷みたいなやつに足場をつけ

まして，仮付けといって位量が決まれば，ぜ

ん」ぷ熔接してL、くわけで、す。正式に;熔接が終

われば，鉄板はガスで切ってしまう。

だから，そのころは，仕事するのにガス屋

118 

だとか， ピースをつける熔接屋とかが，かな

らずいっしょにやったんで、す。いまは合理化

で，いちいち， rカ、ス屋，来い/Jなんでいわ

なくても，鉄工なら鉄工の者が自分でガスで

切って，熔接できて，ひとりで何役もできる

ようにしなきゃ一人前じゃないっていう一一一。

足場の仕事というのは，最後まで追われる

んです。船ができあがるまで，船台に乗っかっ

てるわけ。(足場に使う〕中の板は，馬がし、く

つ，較がし、くつってぐあいに，ぜ、ん」弘、数えて

一一。足場だけで，板を外側が2，500枚，内

側にも 2，000枚くらい使ってるんですよ。そ

れと， ワイヤーが何本って，その重量もぜ、ん

ぶ計算して，設計のほうに出すわけです。足

場を作るときは，ーベんじゃないですからね。

搭載する予定表をみて，今日はあれが搭載さ

れるってL、う膜番ごとに計画をたててね。運

輸に頼んで、300枚とか500枚とか伝票出して，

足場較を運んで、もらうんです。

それで，いざ進水が9時って決まりますと

ね，朝 1時間くらいはやく来て，足場パラシ

ですよ。各職場で、遅れている仕事なんかある

わけで、しょ。それで(足場が〉要らなくて終っ

たところから， JI隈々に外していきますけど，

相手僻の仕事が終んないからバラせないんで

す。進水の飾りをやるったって，足場が要り

ますし……。もう，大変ですよ。(計画造船の

ときは〉ずいぶん骨は折れましたけど，仕事

は順調でしたね。

そのころは，進水すると，船主から金一封

がでたんですよ。「何ドル出たjって，全従業

員で分けて，進水祝金って，一人250円だと

か， 300円だとかしばらく進水祝金は続

いたんですけど，そのうち，ぜんぜん出なく

なったちゃいました。



パイプ足場

昭和35年ころから，ピデーってしづ東京の

会社45)がパイプ足場のモデノレにするといって，

他のものをなんにも使わないで，船一隻をぜ、

んぶパイプ足場一色でやってもらいたいって

来てね。函館ドックが，いちばん先に使い始

めたんだか(どうか〉 。

ピデーってLづ会社では，船の新造船の足

場は，パイプ足場で間にあうっていうし，丸

太を一本も使わないで，パイプの足場をかけ

てもらいたいって頼まれましてね。

丸太は一本も使わないで，横に出す部分は，

ぜんぶ金具で締めましてね。パイプ足場の一

段の高さが1メートノレ50センチで，それでー

枠を立てて，ぜんぶ挟み金具ってやっで留め

て，ボルトでギュッと締めるんです。それで，

パイプの先にピンを差し込みまして，その上

に何段でも積みかさねられるわけで、す。2万S

千トンの船で 14段くらい組むんですが， 1段

だけヒョコッと立てとくと危いですから， 1可

笛所かつないで組み立てるんですね。

それで、，板を渡すわけです。俗にいうと，

昔でいえば12尺板ですね。足場板の規格をそ

れに合わせると，端が30センチくらいずつ出

るわけで、すよ。足場の基準で，板と板の組み

合わせは，両方から 30センチずつ出して重ね

なきゃだめなんです。

パイプ足場を使い始めたのは， 日本で函館

ドックがし、ちばん最初くらいなんですね。ビ

デーって会社では，囲館ドックの 2万 5千ト

ある船具工の生活史と造船業労使関係

ンの船を作っている写真一一パイプ足場を組

を撮って，カタログの表紙にしてい

まし7こ。

新造船の 8万トンぐらいの船になると，船

台(の長さ〉が足らないて、終わりになっちゃ

うんですね。それで，足りないところは，コ

ンクリートのブ口ックをならべまして，仮の

船台を道路まで突きだしてつくるんです。人

の歩いている頭の上に，船体が来てるんです

よ。(船体の)下のほうは，パイプ足場をなら

て、ベ

戸船のときは，そんなに苦労しなかったけ

ど，足場のときはずいぶん苦労しましたね。

(伍長として〉先頭になって重たし、板をかつ

いで，腰もなにもおかしくなっちゃって一一一。

船でいちばん苦労するのは，船のデッキをずっ

と張ったあとで，その天井裏に全面的に足場

をかけなきゃなんないんですね。グレーンで

船のデッキまで足場板を乗せてもらって，天

井から金具をつけて， ワイヤーを下げて，そ

れで、つぎつぎ板を渡していくんですけど，下

見おろせば 15メートルくらいある高さで，板

一枚につかまって仕事しなきゃなんないです

しね。上の者は上の者で，板を中腰でもって，

船のコーミングよあるところから，船のデッ

キ裏のなかに板を入れてるわけで、すね。船一

隻で，表〔船の前の方〕より中46)のほうによ

けい(板の数カりかかってるんですから一一一。

パノレベット〔職場での積用語。正式にはノミ

ルクヘッド=隔壁〕の足場をばらすときなん

44) r祝金」は第 7次計極造船の受注決定を祝って， 1951年3月 15釘に 500円支給され，北海丸の進水式に
は， ~濁肴料として 500 円が支給された。

45)会社名は「日本ヒデー」。函館ドック分会の調査では，アメリカの外資系の会社でパイプ足場の専門会社。

函館ドックでは 1956年(昭和 31)年に，パイプ足場 200組合購入したとされている。

46)造船現場では船の前方を表(おもて)，後方を磁(とも〉と呼んでいる。
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かは，命がけでしたね。板ははじめのほうか

ら願々にはずしていくんですが，いちばん上

の馬の板だけ残すんです。板は針金で潟にと

めでありますから，ボノレトをもどしちゃうん

です。板をちょっとゆすると，ナットをはず

しであるんですから，ボルトがすっと抜ける

わけです。それで，つぎの足場に乗り移って

から， 2枚の板をI枚に重ねて，ずーっとロ

ブで降ろすわけです。そうしなければ，馬主ど

はずぜないんです。そのうちに，消訪自動車

のはしご車をヒントに考えて，高いところへ

ずーっとあがっていけるようにして，その上

に寵をつけたノ、シゴ車に乗ってボルトもどし

て，上からロープで受けさして降すっていう

安全な方法をつくったんですけど…・。

それから(辛かったのは)，冬の足場かけで

すね。手もなにも凍ってしまうような 。

パイプ足場だから，困るわけで、すよ。前にいっ

ぱい組んでいるノζイブ足場をばらしていくと

きなんか，すべりますしね。そのころは命綱

なんてあんまりいわなかったで、すから， じよ

うぶな足場馬のところにまわして命綱をとめ

ておくとか，そういう命織のとりょうがない

ですよ。はずすときは，パイプ足場の板もな

んにもないとこに，足をパイプのところに絡

げて足場をもちあげるわけで、すね。ちょうど

120 

と右を同じ力でぐっと上げればピンが抜け

るんですけど，ちょっと偏ったり，芯がまがっ

たりすると，なかなか抜けなくて，あの高い

所でひっぱって 。まあ，若くなければで

きない仕事ですね。

現場は危険で，ヘルメットかぶってます。

足場をずっと点検しながらたまたま行ったと

きに，つぎの足場にあがろうとして，体をひょっ

とのだしたときに，船のデッキの上から鉄板

のくずを岡(陸)に投げたのがし、る一一投げ

たのか，落したのかわからないですけど，上

にあがろうと思ったとたんヘルメットが切れ

たくらいに，ガーンと顕にきて， しばらくそ

こにしゃがんでしまったことありましたね。

それから修理鉛のときに，鉄鋼の下請けが，

少しでも早くへっこんだ鉄板を取り替えるた

めに，外はなんにも足場がかかつてないから，

船のなかからガスで切りはじめるんですが，

その下にどうしてもパイプ足場を組み立てな

きゃなんないんです。ガスで切った火が，ぱ

らぱら落ちでくるんですよ。上から火責めで，

「待っててくれJったって，どんどん切りはじ

めるしね。鉄鋼の工事係は， どの鉄板をとり

替えるって決めれば， (下請けの者は〉すぐガ

ス切りをはじめるし，工事係は早く足場をか

けてくれっていうので， こっちはグレーンに

頼んで足場をドックのなかに降ろして組み立

ててL、く。足場かけるのに夢中になってると

きに，上からは火がぶうぶう落ちてくるんで

…そんなこともありましたね。

その鉄板を切り取ったら，それを吊りあげ

て間にあげるのは，重量物の仕事なんです。

それで，鉄板のL、L、とこに穴をあけてもらっ

て，そこへ(クレーンで吊るために〉シャツ

クノレをつけるんですね。切ってもなかなかは



ずれないこともあって，そのときはドックの

ヘリから丸太て、足場が倒れないようにするた

めに突っぱりをかけるんですが，なかなか取

れなくて，それが取れたときはターンって反

動がきて，丸太が折れることもあったで、すよ。

いまは辞めましたけど，fIi長だった高山っ

ていうのが4?)ドックのなかに落ちたことがあっ

たんです。鉄板を切り終ればボーンと吹っと

ぶにきまってますから， (紛の先端〉の掻込の

鉄板がとんでいかないように， ロープででき

た，滑王手のついたテーブノレってやっで押えて

いて，鉄板が切れたら少しずつ滑車をゆるめ

て，グレーンで少しずつ吊ってL、く。順調の

やつは，グレーンでそのままスーツと吊れる

んですけど，それをやって，畠山って人が?段

の足場のうえで一一6段で9メートルですけとo

ね， Iちょっと，ゆるめろ」って合臨している

うちに， ロープですから鉄板の切れたとこで

こすれて， テーフノレのロープが切れちゃった

んですよ。足場は30センチくらい離れてます

からね，その隙間でやってるうちに，鉄板が

ドーンと出てきたもんですから手が狂って 10

メートノレくらいあるところからドックのなか

に落ちてね。落いたところは，いまはぜ、んぶ

埋めてしまったですけど，そんなときは水が

たまっている四角な升ってやつがあって，そ

の泥水のなかにパチャーンと落ちて，骨折し

たこともあったですね。

ずいぶん，けが人はありましたね。

五掛けとヘッド流し

そのほかに，私はグレーンの玉掛けをみて

(監督して〉たんですよ。

ある鉛具ヱの生活史と造船業労使関係

、、玉掛け11っていうのは，クレーンなんかで

物を吊り上げるときに，それにワイヤーをか

ける投目をいうんです。そのころは，今みた

いにグレーンがたくさんなかったですけど，

その玉掛けに人が配置されてんですね。(その

人員が〉休んだりすれば，しょうがないから，

足場産の若い衆からやりくりして，玉掛けに

出したりね。

玉掛けが，今みたいに国家試験だっていう

ようになったのは，羽生存ごろですからね。そ

れまでは誰でもきたんですけど，そのうちに

国家試験以外の者は，玉掛けができなくなっ

て……。足場震のばあいも，足場技能者って

いう資格をもらって，そこの仕事をするとき

には，かならずその資格をもった者が立ち合っ

たんです。ズックの布で，札をつくりまして

ね。「足場蓑任者OOOOJって札をつけなきゃ

なんない一一それが法律で決まったんで、すね。

それで，みんなを講習に参加させて，試験を

うけさせたりね。

玉主主けの仕事は，たとえば，クレーンのフッ

クが上から下がってきますね〔図 12-①〕。こ

こに品物〔同②〕があるとしますね。玉掛け

の人は， この品物の重心がどこだっていうこ

とみて，それで、， ワイヤーをこう回して〔陪

③]， ワイヤーが短かかったら足して，縛る。

ワイヤーの先には，ぜ、んぶ輪っかをつくって

ありますから，両方の輪っかを揃えて，ひっ

かけてやるわけです。

それで，クレーンがずーっと下がってきて，

物を吊ったら，

「ゴへー」

て，合関するわけです。笛を持ってまして，

47)畠山佐太郎さん。 1972年の機構改革時に]重量物狼当の久保回班長 (1日組長〕のもとて、伍長をつとめた。
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図12 玉掛け

「ピッ，ピッ，ピッJ

て，三三つ吹けば「巻け.ノJとし、う合図なんで

す。それから，

「ピッ， ピッ」たら， I下げろ.ノ」

「止めろ/Jっていうときには，1ピッ，ピッ，

ピッ， ピッ」で巻くのを止めるわけです。

まあ， 日中は手旗信号を使って，旗でもっ

て合間しますけど。旗を回せば巻くこと，下

に下げれば，下げること一一。それを，上の

方のクレーンの運転手が，しじゅう見てます

からね。

綱具ってとこは，依頼されて物を作るって

いう職場でないんですね。例えば，もう昔の

い出話になりますけど，ヘッド流しってあっ

たんですよ。滑走台の一一。北海丸とか聖山

丸のころは，みんなヘッドでした。後から入っ

てきた若い人なら，ぜんぜん知らないんです

けどね。

まず， ロート一一鯨の脂ですかね， ドラム

122 

かんに臨く詰まっているロートを，大っきな

鍋んなかに入れて， 120度ぐらいに沸かすんで

す。

時刻は，干潮で海の水がひけるときを目が

けてやるもんですから，今晩10が子融だ，な

んていえば，ぜんぶ準備して， (干潮時を〉待っ

てるんです。だいたい，前の日に，倉庫から

ヘッドの入っているドラム缶を 10缶ぐらい受

けてきまして，その他に炭火を 10俵くらい。

ほかに軟石けんだとか，自絞油だとかね。

船台は濡れてますから¥¥iJ'んでき"ていう

大きな，四角な火鉢みたいな箱を鉄板でつく

りまして，その中で炭火をおこして，それを

行ったり来たり移動させて，冷えてる台をあっ

ためるわけです。頭の上には(進水のため待

機している)船があるんですよ。滑走台は2本

ならぶんですけど， 150メートルあるところを

両方の 2班に分かれて，炭火の箱で，行った

り来たりして，ぜんぶ乾かすんですよ。

それで、，手でさわってみて， Iあったまった

なj というとこまで，あっためるんですね。

そんで，ほんのりしたとこで，

「ヘッド流し，用意/J

っていうんですね。ヘッド流しも， 1聞や2回

じゃなくて，だいたい5回くらい重ねてやる

んです。ヘッドを沸かす人，沸かしてるやつ

を運ぶ者，船台に流す人，みな分担がきまっ

て，分業してやってるわけで、すね。それも綱

具の担当で，綱具係の全員が出ても，足らな

いくらいなんです。距離がありますから，そ

の区聞をl区， 2区， 3区て分けてやるわけで、

すね。
じようろ

それで，ヘッドを如雨露にいっぱい入れて，

如雨露の先っちょはないんですけど一一ザーッ

とヘッドを流してし、くわけです。船台の脇に



ある総兵工の然活史と議長芸品業労使関係

は炭火てどがんがんおこして，どんどん沸かし 執をはいて，下の方はノミチャパチャ水に入り

て，グ…ァて読 ながら，その謡れてるところをきれいに拭い

p 
v::>， たり，あっためたりして。 こんでくる玄

りっていうと，すぐ、つぎの でに，ぜんぶヘッド

らんで下りていく，その人が終わると それか

l態院は 125

入れて，そ

ければ，よろしいっていわない

ると， こんどは5

として 120度のやっきど，ま

ういうぐあレにして，まず4

それで，5回到のやつはヘッドだけでなしに， だった

の，総合のいち っきなワイヤー

それ勺，やっとでき ち 上台のほう の袋をつ と~~まして，そこ るように

あと 1 ν もぐって‘ って

にピタっとよ から去をあ すっ

の

く二そっから流していく

1部尽

ーっと一一一そ

ヘッド 40パーセントぐらし

結烏，ぜんぶで

戸

ひ して，こんどはドロド p

いていく

でできてるような，それマ洗ったりすると，

どろどろしてるけど，よく落ちるん"ですよ。

その軟石けん合置いた…i二に.最後に

まで，

がつながる

てまして，阿でヘァドを読して，海上グレー

ンで吊って， i警水三たが悶方にもくnってて，い

L 

ヂ~

'''' 進水するときに もくもく出た

その会込全〉り，ともあった

ッドはぜんふ;琵1し、でし

ほんとう

長U¥，、だのは， ドラム

ざ

いくつ

d山
U てでつ

その球がrドールベプリング(球軸受

章虫して， ぐるぐる由って，

っと

の玉で、ゃるようになった

-組長の役務

ま イ〉

そのときによっ

いたいの話があって，



伍長
強山
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こんどは各組長がffi長に仕事を指図す

るわけです。なん日にこうしづ船が入ってく

ると，
敏郎

るとか，

仕事の配置です。(足場麗であれば〉例え

どこの仕事のどういうことをやると

下街TC5-6人〕臨時工C3-4人〉
武1也w 渡辺勝美
〔寅松さんほかJ [後に本工.fli長〕

小谷聖子ほカミ

ボースン

小林 !驚次

W!蕗 f君
[1去に足場の伍長・総長〕
佐藤宇IJ幸

方、

ば，

伝票がくるんですよ。伝票のない決まってい

どこに足場をかけてくれっていう注文の

水野

O 

る船であれば，今日は1ドックに入った船の

に足場をかけるとか，舵のところ

に足場をかけるとか，仕上工場の天井グレ

ンを修理するから何人か行ってノζイブ足場を

スクリュ

綱具工場・足場の職場組織 0955年頃)

の人事のところに出すんですね。それを毎朝

やるわけです。

だから，朝，配置を書くだけでもたいへん

だったんで、すよ。新造船をやるようになって

図13

組んでくれとか，みんな紙に書いて(伍長に〉

わたすわけです。

仕事を各組に割り当てて，みんなが現場に

からは，グレーンの玉掛けも受けもってたか

ら，ぜんぶで60人くらいの人数を，伺号グレー

行くと，組長はあとは伍長にまかせて，すぐ

事務所に入って，その仕事の配震表をぜんぶ

くわけです。誰々はどこの仕事に行ったっ

ンは{可番と何番， 1ドックのグレーンは何番と

何番，2ドックは何番と何番，第2岩壁のグレー

ンは誰と誰，グレーンの玉掛けのなかに休ん

だものがL、れば資格をもってるのを回したり，

けのばあいは各組についてぜてことを，

んぶ名前を書いて， それから社員のばあいは

ぜんぶ番号ですから， 32番と 33番と 35番は

ぜんぶ書いてね。下請関係もありますから，

それへ金を払う関係もあって，毎日， (人事課

どこどこに行ったってぐあいに届出用紙にぜ

それを事務所の現場書記に出す、-C，

こんどは会社

j)弘主任

はそれをまとめて，わけ。

f:;-倉誕i
金正ド w
伊勢谷翁1

須川組

作l炭Ij i塩

山崎 Mt
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野沢安太郎

0

0

0

0

0
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O 

長
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WI藤哲i

利幸

11芽美
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1 1-fJ.:藤

トり 1:1

ト水上

組長(京盆物) 総長(海上クレーン)

俗的 久保1II

i 伍長 | 

1 ，，'t'dl/佐太郎 1，伍長

Y-tnll 窓主主 L十O

L嘉義 9jJ絞 L…。

綴山さんが総長時代の繍具工場の職場組織 0962年頃)
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のほうで〉 るのか出重きしてるのか調べ

~ 

らムュぷ?
叩吋二つ

ツ
〆「

えうる船主主工の生活史と泌総蒸労使関係

らなL と患えば，

てど ると

った して，

のかたまり，5 まりの責徒 だけを残すの

修繕船

ったんです。ヤ

残業させて〈れって者ですか

50枚とかパイ

ぐグレーンをずこのふ

〈の係〉に踏のうしろ，あるし、

〈足場板を〉降ろしてくれってたのんで，そ

ろには，若し

騒がへったとか

もな、で

いのに休んだりするのもいるし， 、ずニL、

とか，風雪[)ひいたとかつて一一。み

っても自由だっれドックの下へおり もってるか

で，どういうぐあいに いうものの， ってきたとはそ

足場をかけたらし北、か， らんで，足 は，僚られたら諮るんですよ。

とき も iうょっと んてね。り，スクリュー

には，スクリューが〈仕事の最中に〉反iるこ だか

とがあるんで，足場にかけてし、る絞を折っ

たこともあるんですね。緩いているあいだに，

自分の乗っかつてる足場薮が折れる寸前まで

いったりするんで，スクジュ…が:7…ニング

るかどうか，かなかず機関部と連絡をとら

なきゃなんないんです。

組長はしじゅうぐるぐる部って仕事の進

ふぐあいをみてますから，そのうち

のほうへ立ち寄ると，rこういう

るから， どこどこ

きて

とかっ とザボってばかりいるとか，

イ〉

ょく 11 

けやった

し

査定てのは

JUま3，000円と wずると，ほんの

せいぜい500何ぐらいしかないんです。

J-
」

しいとこもあて，レろい きてるんですね。それきど 定ーする

もってて，下のく現場の仕 りますけど，訟はまあ，ポケット

ヵ:って

るん して，それをうまくやっていけるかどうかつ

くるでしょう。昼休みつでも総長は休み

し伍長からの報告てどうけて，関係め

とかに こんどはもし

そこは足場終ったよJって

しあう。こんどは午後には， rこれは，と

の進み〉ぐ、あい

~ばあいは，

ることができ?る

自分 ったはずだけど，二

Mpa 
q
J
“
 

令
を
よ
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2害事案10 総長時代の総iねさん 0961作物j)

ん ならあんまり少なしづって一一一。その る

ときの査定はずっと自分が退職するまで，

あとあとにひびきますか

ほう に入って，

会も， 、んだから，

なにか不正なこと

もだまってまぜんからね。私のときには，

職場と労働災害

と同じ海軍帰りで， 叉」にY¥

んは，綴から藍務して死んでしまった

よ。外国の古い箕物船でしたね。易っそっこっ

ち腐っ りがぶ口ボ口 ぐ〉

てて，その手すりにつかまって勢丸、よく降り

ようとしたとき，ぶロッと折れちゃっ

ると〉こ

ここ〔菌 15-Q)Jに鍍物を積む漆L

るんです。船鎗のことな，弘たちはタンブルつ

ぺごいって変して，そのタン

りtこ， グノレッとこ3…ミング

I::Jのまわ

がついて

こんどは〔国の左部 になっ

てて，ふつう

ブワッジのとこ

).- とか，

最

後のブザッジがある

る

ん ってくと参事ムたち

しをたてたり，あそこ はこ い衆には，

した 据わらないうちは，上に索ぜなL、ようにして

たんですよ。タラッブをかけるときも，船に

いように，かしがらないように，

ういうふうにかけたりとか，図面

i) ， ピーコえをつけるところ

したり，私が組長のときは，

翻って，外板のブロッグにど…三えをつける{立 ワイヤーで、つないで、クレ…ン てるんで

Lるしなっ って番号を す。

にたのんでつげていって，

る それで， これは

る

足場のかけ

ら外板，あるレはノζ

えるときには，ぷンジ

る

i 

のてっ

をつけ，ワイヤーを てあ

しばっ し、う った/っていうんで

ノv~ ット

wず
い

も

うわけです。

たて

〉
内
ノそ サくがスーツと減っていくの
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③組長の位置
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料
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ある船共工の生活史と造船業労使関係

，¥ー}戸-?

c=:==-

-ーー

図15 総長の畿落率故の現場 (1961年10月18臼)

がわかりますから，ポンプ所ではポンプのエ ンマーでい矢11を締めて，ハンマー音がはねつ

ンジンをストップさせちゃうわけです。で，

こんどは，船の外板の部分の関側〔陸側〕の

コンクリートのところの寸法を測った長さの，
つちかど

角材一一槌角ってし、ってましたけど，突っか

え棒ですね一一片側で7，8本の突っかえ棒を

両側から支うんですね。

丘倶ijの角材を支える台には，楢の木ででき

たれ矢11 C菌 16Jを両方から差しこんで， 2人

で，ハンマーで両方を叩くと，船の外側と丘

(との間の突っかえ棒〉が，ピーンとなっちゃ

うわけで、す。(その俸の上に〉人が渡ったって，

落ちないくらいどンとなっちゃうんです。ハ

ブえ

関16 矢

返るような音になればもう L、し、ので， (上で合

留している組長は〉降りてくるんです。

それで， このところ〔菌 14-④〕に， ドラ

ム缶がうしろ壁にならんでたんです。組長は，

威勢のいい人だったですから，上から降りて

きて，この手すり〔同一⑤〕につかまって，

足でグルッとまわって，力いれてドラム缶に

降りたんだか一一一この手すりが腐ってて， ボ

ロッと折れちゃったんで、すよ。仕事にかかる

ときには，私のほうで，ぜ、んぶ梯子をかけま

すけど，そのときはまだ船の中へ渡れません

から，梯子もかかつてないんですね。

階段がボ口ボロに腐っていて，修理のとき

は外したくらいだから，手すりも危ないって

気がつけばよかったんですけど，その人は，

そのまま 12メートルくらい下の船輸のEままで，

ポキリッと折れた手すりのかけらをつかんだ

まま，落ちて一一，即死ですねア)

有馬さんは，重量物の組長だったんですね。

はじめはふつうの技術員から始めて，得意な
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ときなんかは，ら，ピンのカバーをはぐとか，3言

をつくるんL 、きが5トンくらいある給水加熱器あるい

そっよ。その敷いた板のところに，

ットてど被せてしまう

に闘すンブ口ックで吊りあ言fチェ

それつずことにかく弁のそれで，と

ひと月にーぺんかふマ:屯けど，に聞いた

うるさにーベん患ってくるくんだけど，「費出し

なんにも見ないくなりましてね。
V 
Lω もってi@'たから，ない。

V 

'-るんですよ。足場ばっかりりこんだこともあったんで

ネットが足らねえとかたかとなかもびっくつ仰天してたそうだけど，すね。

なんでも食ってかかるんで，

たいてい死人がくるあいだにだけにはうけが悪かっ

し、人がくるんでましてイフそうとやる人だ

ですよ O円
J fこり，て

鉄*ってL、ちど，

アッ

になったこともあるたり，

していて落ちて死んだったんですになるのは私より

ら落、は，んです。鞍場ではなかなかの人気者でした。

んの死亡約期は玲61(沼和36)年 10f.l 18録。

「入渠長会費舎がメ後近滋行為う戸総内ニ総務シタj

48)話器絃ドック分会の務主主によると， キ李総

ヰ言尽さんが46歳のときで，

とされている。主主 30)を併売会議急隊、。

約)jゑ署長 2iこ示すように災祭事故により 1号55…7百年の関に42名が死亡した。康EI釣…れま墜議実務古文 14ftjド，

動1J援護機関主義務放13l'やで殺も多く，ついでおガス爆発験汝3件，動力機滅際遂事故3件，そのfa9件であ
る。また，死亡とは別札筆者がかつて議後した 1966匁愛の~綴災害発後件数民ぎを職域あわぜて 16合体

にのぼワ，綱共工場での発生{手数は最大 vをふった(j:服3 総務f緩議'イデオロギ…と労使関係一一比較事

例的考察……二j 前掲， 29 J芝〉。

勤手手取飛宅設
ヵ i観j 動機米実
線機
運丞 'f援崩路
事長後父張設写楽抜

8 6 2 

1 4 
2 5 11 5 

1 1 

3 10 5 3 

342  1 

2 2 
2 15 
1 3 

2 2 
5 3 

(1966年〉

総

fλ 
c1 

ふ
1
}
門ソ

g
《れ

V
Q
d
p
O

母
w
q
o

J
A
一
1志
内

L

内

4

1

i

i

l

 

真
相
。
一

1

取を

π

制
中
一
γ

悶

潟11;0 

後1]

きお

際主芝

落

の〆
h
M

令
lι
市

内

〈

υ

磯主義重苦労綴災警察発生件数

。ム

12
ムつ
i
v
o
G

E母

，)~終工場

遂 J鍛 i系
外築工主鈴

木仁工場

縮会[工場

事設材工場

機械工場

仕上:工場

銭]工場

電気・主主力係

の

長言

没後3死亡災警察額放発生件数i主義2

2 

-128 



たんだというんですね。足場では安全ネット

を張るまえに，2カ所くらいに長い丸太を立て

てデッキを受けてたんですよ。まだ乗せたばっ

かりで，端も寝まってないですから， どうし

ても板が丸太の幅だけ空いちゃったで、しょ。

私は， (板の隙間が原因ではなく〉デッキ裏か

らコーミングの上の足場に移るときに落ちた

んじゃないかっていったんです。私なんか基

準昂に呼ばれたり， に呼ばれたり，大さ

わぎしたことあったんですけと.'To

ともかく，落ちれば，それまでですからね。

みんな高いところなんですから，

その下請けのひとは，18の若い衆で50)あと

でわかったんですけど，博接の経験がぜ、んぜ

んないのに，線が入っている一級熔接士の帽

をかぶせて熔接させてたんですね。(事故の

あった〉前の日に熔接をやっていた別の船の

所に，熔接棒をはさむやつだとか，そういう

ホルダーを忘れて置いてきちゃったわけ。つ

ぎの Bの朝に， (その下請工に〉親方が仕事を

命令したけど，いつになっても帰ってこない

もんだから……。その親方なんかは， (資格の

ない〉にせ者を使ったってんで，立入禁止に

なりましてね。監督署に何回も呼ばれて・・

この事故は40年ころですからね。不況から

脱出して，つぎからつぎと， 2万 5千トンの船

だとか， 2万 8千トン， 3万トンの船だとかつ

て，ひっきりなしに造っていたときでした。

潜水夫が死んだときなんか，私が新造船の

足場に上がっているとき，船台のうしろに人

が走っていくんですよ。40年ごろでしたかね。

私も足場から降りていったら，大騒ぎになっ

ある船具工の生活史と造船業労使関係

てるんです。潜水夫とゴムパイプのエア〔空

気孔〕をつないでいる長いホースを，引けど

も引けどもだめなんです。

はじめ見つけた者が，海んとこをしばらく

見てたけど，ぜんぜ、ん，ぷくぷくあがらない

んで，おかしいんじゃないかつて一一一。潜水

夫は海にもぐって，海の中に続く船台を調べ

てるわけです。ひとりで、海に入って，船台の

ゴミだとか，きれいに掃除するためにもぐっ

てるんです。責任もった網引きってのは，ホー

スをどんどん入り用だけ出してやれば，溝7](

夫が引っ張る綱の合留でもって，綱を伸ばし

たり号|し、たり，いちいちゃりますけど，その

ときの綱引きつてのが，すこし安心しちゃっ
てんま

たんですね。綱引は，伝馬船の上にエンジン

を備えて，機械で空気を送ってたんです。潜

水夫が，かぶと〔潜水冠〕をかぶってずーっ

ともぐっていったときに， もうすでに空気が

行つてなかったんですね。とうとう，窒息死

しちゃってね。

それが，寒い2月の冬で，エアのところが

凍ちゃって，エアが行かなかったわけですね。

綱引きつてのは潜水夫がもぐっていったとこ

ろを，しじゅう見てなきゃなんないんですね。

それがまた，寒いときで、手がつめたいもん

だから，カンテラの火にあたってて，気をつ

けてなかったんですね。合図をそうとう送っ

たんでしょうけど，ホースをあんまりいっぱ

い海に入れちゃったから， (ホースが張ってい

ないので〉合図が窟かないし……。

今は，エアはホースを使ってますが，潜水

夫は無線をもってまして，綱取りが無線でし、

50)この人は北新興業の熔接工・佐々木 定さん。 1966年l月6日， r総内足場通行I札タンクトップニ転落
シタ jとされている。
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つもrc.;答できるようにしてま?がね。

私の部下も究んだことあるんですよ?

35トンぐらいの箆 ってとb大ぎなブ P ツ

グを， マコザF」'ー

それで， ワイヤ なんか

りつ そうした

ところが， (ブ P ッタ ほう

まだできてないっていうんで，そ

の場所はつぎの業者がほかのブ P ックセ組ま

なきゃなんない場所だったから，しょう

よo まとも

けど，

，それにはねら

たんです。はねられたってレつでも， 自

ところに， ド…ンと務ちた

30 トンもある

そのときは，

、ってますし，

らないうちだったん >( 

てL、つ切，

いから大きなブ口ックをクレーンでおって，

もっし 11はしし糸約つつかばい.万人ε生どt>lJ箆Inやか引っ

いったわけですれ て言受話只すみんです汁どp

そのときに，グレーンが借り上げたところ ちゃうけど，主主人を助けるためならしょうが

して，ブロックの下に入って品物を取 ないと思って…一。部り落すとき，やっぱり

りつけたりする ど，そのと~にクレ

ンで吊つ hてずこ12トンくらいの大きなどースが

も ゃったんです。そこ りす で内線変

のとこ

て安心して嫌ったんです。

けど，こ 夜の 10時半ごろ，

ない わただしくなった

も，こりゃ待ごと

さんも

き、たんでしょうね。このど-えがもげるわけ

ないって設うんだけど，ブ同ックを吊ってる

ときに現実にもげて， ド…ンと議すう

よ。

そこのところに私の部下が，それに日pかれ

て内線も破裂したんで、しょうね。ブ口ッグに

品物を取りつけるのは，いち

なんです例ね。ほかの人はみ

しし

こへ上がっ けてる

のきs下

りつける

るところをちょっと

して，出てく

んですねのそこの

く

ら出てきたときは，わりあし

るでいど止まったし，し火、とこ

るといってたん

らって内

私た

部長

ってから，

しずこけど，

L 

Mか

め

んで

。
てつ

いし，

それで，みんな発っていっ

いるうちに， 11持ごろ死んだ よ。

51)この人は船長の広務総裁~ん。 1967 王子 5 月 19 悶， rクレーン会冷や， ピース裂傷シブ口ッタ手書下jのずニ
め7守護霊線維骨折寸:、死亡し
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その人が， 32歳くらいのときでしたね。子

供が一人いて一一。上湯の川jの農家のせがれ

なんです。そのときは，家族もみな病読に来

てましたけど，夜の 12時ごろ，上湯の川の家

へ，私も遺体といっしょに車に乗って行きま

して， 3日間そこへ泊まったで、すけど，次の日

の朝，近所の， rl真をだす人は，

「なんだって，そんな危ない仕事に就かした

のかj

とかなんとか，来る人，来る人がみな言って，

私は端のほうで，ちっちゃくなってましたね。

社葬が終わって，あとの臨倒は会社で絶対

にみるから，なんでも相談してくれって日っ

たら，その奥さんが， ドック(会社〉に入り

たいっていうんです。遊んで、たら食っていけ

ないから，って。ドックに入って，子供さんを

どっかの保育所に入れたいって一一。

それで，私，すくい，市役所の福祉事務所の，

保育を扱うところに行って，1これこれこうい

う事情なんだから， ともかく，年の途中でも

満員でも，なんとか入れないかjって入れても

らったんです。

そういうのは民生委員の受けもちですから，

頼んで， ド、ツグのすぐ入口のところの保育所

に入れてもらいました。

ある船具工の生活史と造船業労使関係
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童
a

1.労働組合の結成期

従業員総会設立大会

〔蝋山 したの る

日の11， 20年 12汚 10日である。そ

12 Jj 11日には，

聞かれている。当時の従業員は，労働組合と

は向かということについて，環解をもつもの

は少なかった。まし

カミ までのほぼ7 り、

した灘間に組合の結成大会に選選 からない。たしかも

「‘

り，

の労隣組合と労 採

と組合員の対応一一

な

L 、う

と言ったんだそう

えばおかし

いけど，そのころは課長も組合に入ったんで

す。労{動総合法〔罷 21・2・26施行〕がでf!r

々弥蔵て人も，

そのうち

ら

けど・・・・・・0

おは，寒い日"C， ひろ

んわ

家主LJってL、うか

知る 日，

についても， そのころは，いiをみたレに

員 民間〉もなにもなく，ぜんぶいなかった。そし

として

のときのドツグ

ざんて人52)だったんですよ。

んでL、るJ

ですけど，その人が くら は，5人くやらL、し、まし

しょ

の ぞれから，

そのほかに執行

小原さんなん

52)言蓄えく能雄主iゴ丸総会主主義・大塚 最重氏の後なうけて， 1940 (昭和 15)年 4刃l閃から 48年 1むfj26際立で

綴館等兵渠株式会干上役また。主主主義行口ントン受:泌を畿でま主任c

53)従業災総会の総成の契機については，つぎのよう々記録がある。

fffi館発会議会社従業員が総合会議長足立したのは，初年 12yl 11日であるが，先ι 「月中旬，かつて欽米
先巡閣に於げる労働総会rJ)務:備にくオっしい議能検社長が，三どきを淡5えを本館前?と緩めて f諸おに泰裕しい

務号事与をJしたい。郎、労働総合の結成でふる。…筏も浮く労総長う結後会{促し司来ITしい湾代tこ進んでもらい

たいjというよう?な設さ震であった。しかし?労数組合jとはどのようなものか，その怒E2，長約tこ女1して

綴絞めとぼしい従請をiitfま，挙支持やめ総数報告会とはったまをめない伎のもので三ちろうと Lか考えていなかった」

(函館ドッグ分会労働運動受綴終蓄を災会編『全B本議議会談減労働組合開館ドック労(動i釜動党j泌総ドック

分会， 1ヲ65 王手 20主，以下開設愛t~Hヱ f運動受i と略、ずるん

54)結成大会は，主主主湯に 2子人以上の従愛子支が護主終L関縫された。総成当時の訟合5愛護立はH除去ミ 385名〈

ち女子53名)，工員1，653 くうち1;.:子 140♂名)， 会計2，638::iSc:'ふさら。大会tZ，義務長義母子中富雄氏(鉄工入

・綴谷義g氏(霊祭気)iごよって巡められた仔透動 26J草委器禁〉。

-132 



;l)~鈴ゑ工の1:活史と去を議会多量5害復関係

なっ について会社と してゆかなきゃなん

かれ

になったんです。そのとき

vこ，

ない」とか

らも， っ7こことない

にはなんなかった

これから の

3 

した人も?的支

ドッグ

55)従多義主主総会結成火会で役長室選挙が行われ，以下めとt5り漆f討された汀運動叉 192Jまなど参照ふ

委員長 小院予:還を太〈ま誉教〉 副委鈴長 野やE主総(鉄工〉

執行委災 佐々 号訴絞〈透告会終長〉ヲi幸俊ま整合(J撃さり

紺:fr差是際〈電気〉 三主総長客機〈庶務〉

問主主栄作〔不務〕 佐藤滋治 (;tI)

56) 渓動受(言i)}毎〉によると， t定多議員組合の組織化の警察憶は紋 iうま。以下のようでふった (25~26J芝〉。

01945 (昭和20)年 10月中旬，省造く社長が会従きさ主主?と/よし、して，総会の絡淡々 促し

。荷主1'- 11 月初旬，小室主主主太・壁rOÞ~菱総・ヲ i地主任資・池æ久液~ . J匂弁保管・紺谷議長原などの各氏により，級

会の組織化せどめぐって検討委長会会 r若手絞めごとくj滞緩された。
。湾作 11月中旬， 発総人の選社:jf字書震が行会つれ， T1\G O)~号RC綴縁主主〉をさき職場に閲覧し， ぎを多震災vこミ襲名主主

印会f求めた。

際立務、この度設守主誌の主襲警きに緩み主主役号事発起人 09-1<;・略〕 となり潟己変〉手ドミ?を省みず， 当iを議会渋内にわ

れわ従業員の幼女ー淡を自約と佼る従業E量級 r合 Ci反称〉毛r結成委立したく懸諸悪ー歪zL，この加盟申占令溺付
致すど犬繁?こ徹夜fs足。〔己主行〕ついては潟、毒事急変めま号，一湾問結し7f援護の災廷に対処致ざん事?と守、いきと至立

し， この添に対し大方の空空間各n力日E是々綴綴い殺し上げる次第に御波紋。[改行]米濯ながらき華氏の長室長長

諸氏の参事宮家庭ゎ吹き緊ならん家主ど希い綴関参上致ナベき処ヲピ此を以てお代と童文し縁。

箔務L::'十年十一月二二十三閃

お発恕人[略]

57) fiaii鈴子、ソタ三五十年の凶綴(喜il:tljj)には小限役員長心部綴談がf路建設されている。参考までにその 1部会

きIJ脅する。

f芸事立Hこ絞るには以くから時空絡め変事えによちじて結成士事様きど支援めていずこわけで，総長訟の談機綴織としては各

車重機苦言?こプミトアL涯の部長会をど右ずる。そしてま五十名;こ対する一名乃笈三三-1<;0)評議員が挙げられ，評議桑♂〉委主

主怒じ七十名?こ透している。それが即ち綴ずをの淡議機関であった総合大会合代行するもので、ある。会主主

全員のった会ということは，仕事のよからも色々悶難役があるのでこの代行じり後法をとったJ(327友人

「選立会るつ方針としては機器寺の月号議記長霊長方針の護塁本打王まと，戦後の後爽;こ雪量ぷを霞L、ているが，その根幹

ば:ぉ玄関分の妥主役会L自分担〉為めに去をも安易なきゃ議な職騒丈というところま℃、進めて行たい念:際で三5

~o だから翁うところの既成数党なるものには絶対関係もサぬ代つに，絶対約燃もされない立場にみるこ

とは公言で診る。

58) 昭和3俸の長議室言 γックの大島M4れは， 凶年2月1日に霊長:ζ代表が域紛・主主主E昇率会・退験予言話などを'望書

*し，会社がこれな拒否したため2 13日から全題言霊祭に入ったことに主義を発する。劉争はs事漁業従芸芸
員や是主義0*工労機務との統一闘争として差是関され?弱音富船祭二仁愛会[1926(大lE15). 3. 7 結成~ 29 (昭

和 4)年 12yl解散;によって務穫された。争議は「大規模な北海道的闘争へと発幾してしぺ可能性jがるつ

さまも，会社のある]弁うた5手話芸は漆段労働基去と警警察官の激突の携になったjといわれる。-雲寺ば2E閣

の労働組合の主主授をあL立たJ4f1-主義も， 2刃24日;こは「まったく然条件勺，組合践のほとんどが戦場に後燥

するという家:滋令迎え，波長手 3 5自にはこの争議冷一斉落去費したJa;援護主IJ::j 13…14J実務照〉。

後多喜鈴総会総目立の発起人となった引地第三宮札総谷議長百三氏も， この争議棄の経験者でめる。
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残ってましたね。「ストライキを何百もやった

んだJ，とかつて一一一。

小原さんて人は， ドックへ入る前は株毘さ

んですって。それで，ものすごく， こすいん

でね。悪がしこいんで有名だったんだそうで

すね。あだ名が「まがりまめ」って。 f豊Jの

字を分ければ，曲に豆だ，まがりまめだ，って

(言われて〉 。それで， 口はたっし，頭

t工L、し、し・・・ 。

綱具からは執行委員が一人出てまして，代

議員が，たしか3人出てましたね。斎藤正吉

さんと，有馬貞雄さんかな，それと

さんて人ね?みな死にましたけどね。有馬さ

んて人は，事故で死にました一一一船の底まで

墜落して。

で， 1年で斎藤さんが辞めて，こんどは私が

(代議員に)なったんです。私は，職場の代

議員てのを， 19年ゃったんですよ?)

代議員になってから，労働組合法だとか，

労働関係調整法〔昭21・9・27施行〕とかつ

て，そうし、う本を買ってきて，勉強したり

習会聞いたりして，だんだんおぼえていって

一一。労働大学の通信教育を受けたり，札幌

で労働大学の研修に出たりして勉強しました

ね。組合L 函館ドックの従業員組合でなく

なったんです?

私が(入職して) 1年で代議員にさせられ

ちゃったってのは，職場で家計のことについ

て討論があったときに，私がし、ろいろ発言し

たもんだから(斎藤さんの次の代議員として〉

選ばれちゃったわけね。エンケソレ係数のこと

とか，彩、はわからないからいちばん聞くんで

すけれど…-。

代議員として

当時は食糧問題があって，執行委員が進駐

に「食糧をなんとかしてくれ」ってお願いに

いったりね?し、まの五島車干のところに，進駐

59)斎藤正設さんは綱具工場の組長，吉田鶴三さんは伍長(ともに外板)。有馬貞雄さんについては，注30)

参照。

60) 1947(昭22)年7月現在の記録では，線兵工場の代議員は，有馬貞雄・1敷山敏郎・吉武春季の 3氏となっ

ている ci運動史J151亥〉。

61)機山さんは「組合も，函館ドックの従業員組合でなくなったJと述べているが，組織名称は正確には下

記のように推移した。

01945年 12月11日 阪館紛渠図舘造船月If従業員組合結成。

01湾年12月初日 同案関造船所・小樽造船所でも従業員組合結成。

01946年4月10日 大湊!日海家工級を受託経営することになった〔同年3月]のな契機に，従来の各従

業員組合を解散。

0問年4月15日 随館船渠従業員組合連合会結成(話題銘・窓蔚・小樽・大湊〉。

0同年9月I臼 念日木造船労働組合(総評系，全造船)の結成とともに，金造船函館船渠支部と改称(東

主主事務所従業員組合も加入)。

01947年1月4日 待組織化のため函館船渠支部および各従業員組合安解散。

01弓年 1月9日 全a木造船労働組合北海道支部と改称し，各従業員総会主どそれぞれ関空官船渠閉館分会，
同室蘭分会，同小櫓分会，同大湊分会，間東京分会と改称。

62) r労働組合運動の第一王立は，組合員の食糧確保の活動から始まったJcr運動史.129頁〕。この「食糧確保
の活動jについては，同資料に野中富雄氏の回顧談が記録されている。「当時は住むに家はなし，衣服はと

ぼしく，毎日の食糧を確保するのが精一杯のありさま，したがって働く気カもなく，組合員の待遇改善も
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がし、たんですよ。みんな腹がすいて歩けな

いような，やっと歩くようなかっこうをして，

そろってデモ行進をしてね。(進駐軍には〉労

働組合の担当がし、て，通訳っきで話したこと

ありました。ずいぶん神経の太い男で，テー

ブルの上に革靴の足をのつ

アメリカでは，企業整備のときに新しいも

のから顕番に辞めるf制度ができてるんだそう

ですね。組合なんかはクローズド・ショップ

制をとってるけれども，合理化の解雇問題の

ときには，辞めてく願番がぜんぶ決まってい

るんで，闘争にならないていうようなことも

(進駐軍の組合担当者は〉しゃべった… 。

昭和21年 (9月〕に全造船〔全日本造船労

働組合〕が鶴見で結成大会を聞きまして?そ

のときに〔当時の代議員の〕斎藤さんとか大

会に出席した人の報告なんかを，広場に大勢

まって聞いたことありましたね。組合も

造船函舘船渠支部となったため〕こんどは統

一して賃金闘争をやって，それで始めて統一

の要求を出したわけですね。それでーぺんに

待遇がガラッと変わって，給料は倍ぐらいに

上がったんです。それまでは日給が2円80銭

だとか，家族手当が1月に5円だとか， 1日出

勤すると手当てが2円つくとか，いろいろ抱

きあわせて総額いくらぐらいになるって，や

やこしかったんですよ。

ある船具工の生活史と造船業労使関係

私が入ったときは， 日給が2円80銭です。

で，残業して，はじめはひと月 220円って人

事課から言われたんですよ。私はずっと海軍

にいて給料〔の高い低いの基準が〕わかんな

いから， 1220円ですか?Jって言ったら，不満

だろうと思ったのか，1240円に上げようJって

一一。それで私は高いか安いんだかわからな

いから， 1あ一， 240円jて言うと， 1うーん，

260円にしましょう」って言うんですね。私は

1260円で生活できる金が出てくるんです

か?Jって聞いたら， 1280円にするJってね

一一。私も，だんだん気の毒になって，いく

らが相場だか知らないし， とにかくややこし

かったんですよ。

その当時なら，それで、何とか生活できたん

でないですか。昭和20年に私が高崎から商館

にくるのに，汽車賃は30円， 16年に横須賀か

ら函館の海軍武官府に転勤してくるときは9円

90銭で、来れたんですから，戦争が終って物備

が上がったといっても，まだ安いでしたから

組合が全造船の統一でやるようになってか

らは，賃金闘争するたんびに相当上がりまし

た。それではじめて，ズパリ基本給いくら，

家族手当いくらって要求するようになったん

ですね?

そのうちに，政府で造船の最抵賃金は1日

さることながら，先ず組合員の食擬確保を先決問題としてとりあげ，会社には資出休暇の要求を迫り，全

従業員に二日間の休暇が与えられた。一方組合でも買出班を編成して，第一琢は小原君が担当，第二班十土

私が受持って，遠く秋回県の酒田迄出掛けたのが最初で，その後は帯広，富良野，到11路，根室の巣まで出

向き，キャベツ， ブキ，魚類，芋，変，デンプン粕などを物交して運び，組合員の給食に供したのであっ

た。しかしこの寅出班も全部がうまく行った訳でなく，時には失敗もあってそれが理由て、不信任が掛った

り，その苦労は言葉でL、L、現わせないものがあるJ(向上〉。

63)全造船の第l回大会は， 1946年9月2B，当時の横浜市鶴見区の総待寺で開催された。初代委員長は安

江義蔵氏(三井造船〉。

64)函館分会の調査によると， 1947年6月初日付の労使確認書〔労働協約および賃金体系〉において，始め
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2，231円だかに棋定したんですね。あれがそう

とうに効いて 1臼1，500丹か 1，800丹くら

いのが，最低は2，000いくらって出したから，

会社も上げざるをえなくなって，グッとあげ

たんですね。

労働協約を結ぶときも，交渉が大変だった

んですよ?私なんかも，ずいぶん匝体交渉の

席に立ち会いましてね。当時の重役梧手に，

有給休暇のことだとか産前産後の休みとか身

分制の廃止とか， )1煩番に箇条書きにして交渉

するわけでしょ。会社は， iそれじゃ大変だか

ら，項目を減らしてくれ」とか言って一。

労働協約は，全造船の方から見本がきたん

ですね。それを交渉しながら，まとめていっ

たんですね。労働組合との協約ができてから，

会社の社則〔就業競則〕がそれにのっとって

できたんです?だけど，協約は有効期間があ

るていど切られますからね。今の人たちは，

だんだん既得権がもがれていくけど， (その既

得権は〉みんなその当時に獲得したやつね。

その墳の闘争は，幼稚だっていうんだか，

会社の一つの部屋を闘争の本部にして，そこ

に文化部とか青年部とかがあって，仕事をし

ないで詰めていて，賃金交渉の状況について

連絡が入ると，筆で紙に書いて，ずーっと職

場の中を回ったんですよ。自転車もなにもな

くてどラ持って走って，i¥'、ま回答がこれだけ

出たjって

その当時，なにもかも〔労働条件を〉決め

たからこそ(その後の組合員にとっても)よ

かったんじゃないですか。そのときのあれが

ずーっと続いていって，待遇もよくなり， (要

求を)獲得していって一一。

組合青年部

昭和 21年00月 1日〕に，青年部ができま

て賃金体系が確定された。賃金は基準労働賃金と慕準外労働賃金とで構成され，吉若者は月綴 1，760円で，

年齢給・能力給・家族紛を含む。

65)ここでL、う労働協約は， 1947年6月初日に締結されたもの。総合は河年 2月10日から，労働協約・退

職金制度・定1m昇給の交渉を溺始している。協約は2月10日交渉開始から4箆月余りの後に締結されたが，

本協約書は現存Lない。協約期限は1年間て、満了 (48年6月19日〕となったため，会社と組合は48年8

月24日付で新協約に調印した。

この新協約は4911三8fl 23日に期限満了となったあと，同年 11月23日まで延長された。会社は再更新

をめぐる交渉過程において 10月5日，労働協約の会社療雲誌を組合に提示したが，組合は会社案が経営権を

拡大し組合活動を制限するものとして，これを拐容L.I労働協約問争」に入っていた。
49oF11月23臼には現行労働協約(当時〕の 3箇月延長期間を満了するはずであったが，上記会社E草案

は組合の合;涯を得られず，さらに3箇月の吏新となった。組合は湾更新期限が満了となる 50年2月23臼

を古ijに.2月17日さらに 1筋月の期限延長を要求した。会主f:はこれを拒否したため，協約は2月23日をもっ

て事炎上，自然失効する(金造船北海道支部「支部情幸~J 臨時号 1950年2Fl 13日，および?運動史Jの

関連箇所を参照〉。

会:fJ:(土上:述の新労働協約が失効した翌臼の 50年2月24日，大i奏造船所にかかわる企業整備計厨を発表

Ltょ。

66) I主;員IJJ(就業規則〕ば. 1948年 1月初日に制定された。 50年2月2413.会社l工大湊造船所の縮小計

画を発表したが. 1司臼この「社則Jの改訂をも併せて提案Lた。その改訂築;土，賃金および人員整理に関

Lて労使が協議・決定するという項目を削徐L.会社の先権事項とすることが盛込まれていた。

50年3月2713，組合は「社則改正無効の仮処分H:函館地裁に申請。同年5月1日，函館地裁は組合の

主援を認めた。
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してね。 30歳以下は，妻帯しててもし、し、って

いうので，私も当時，まだ 28設ですか

部に入って，常任幹事にされましてね。それ

で文化部を担当して，元町の本願寺別院の御

輪番に講師に頼んで話を聞いたり，組合の弁

論大会を開いたり……。

当時の組合では，全国の組合もそうだった

ですけど，若い労働者が若さと行動力で先頭

になって闘争を引っばってし、かなきゃだめだっ

ていうような考えで……。それで、初代の部長

は，設計にいた紺井時男って人でした?

いまでも忘れないですけど，弁論大会なん

て，生まれてーベんもやったことないんです

けど，そんときに各職場ごとに2名ずつ出すっ

て割当てで，私の職場から私と，いま名古躍

にいる佐藤つてのと二人で出ましてね。演説

なんて， どういうぐあいにするんだか，ぜん

ぜんわからないんですけどね。私は「自由と

民主主義」って題でやったんですよ。「戦争が

終わって，世の中になんでも自由だ，自由だ，

L 、や民主主義だっていってるけど，それは自

分の与えられた在務を果たしてこそはじめて

自由もあり民主主義もあるんだ」っていうよう

なことを， 自分で考えて一一。それで、，結果

の発表があったら，私が2位に入賞しまして

ね。ほかに， r戸なき声を聞けJなんて話した
者もあったで、すね。

私は，青年部は1年半か2年くらいしかや

ある船具工の生活史と造船業労使関係

らなかったで、すね。それで30(歳〉になった

んで，さよならしたんですけど，その青年部

があんまり出っ張りすぎて，結局，解散させ

られちゃったんです?

青年部が組合の全員大会で，若い人たちの

賃金が有利になるように，賃金の配分案を大

きな模造紙に書いて提案したんですね。大会

の席上で，賃金の配分はこうあらなきゃなる

まいって，ゃっちゃったわけで、すよね。青年

部は議決機関をもってたもんですから，分会

〔組合〕の案でないものを動議として提案し

たからJ分会の方針についていかないような

青年部を解散させる」って執行部で怒っちゃっ

て，大騒ぎになったことあったんで、すよ。そ

んときは，私はもう青年部の会員でなかった

ですけど…・

結末は，青年部が前へ走っちゃうっていう

ので〔昭和23年に〕解散しちゃいましたね。

それで後に，青年部ではなく，議決機関をも

たない青年協一一各職場の青年協議会って組

織をつくったんです?

所長との交渉

北海丸の前(の昭和25年ごろに)は給料の

遅配が続いて，その時の所長の合田さんとず

いぶん交渉したことあったんですねア lヶ月

の給料を，こんどは200円だとか，つぎは300

円だとかつて， 5~6 屈に分けてもらったこと

67)初代の青年部長は，感山さんの記憶では総井時男氏となっているが運動史J060 Jま〉では竹行時夫氏
(設計〉となっている。

68) rこの青年部は決議機関をもっていた関係で，支部，分会の決議機関との折合いが態、く，統一伎を欠く
場合も考えられ，特に闘争方針に対する批判的態度は， ~tl争の推進をさまたげ，いたずらに組織内部の混

乱を招く恐れがあると批判が高まり，沼和23年に入って遂に解散のうめきをみてしまったJCf運動史H60
3ま〉。

69)青年協議会は，正式には青年婦人協議会。 1956(昭和31)年6月14Bに結成され，初代議長は丸山行男

氏〔機械)。
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もありましてね。私は代議員だったんですけ

ど，代議員会を開いて，執行部(と会社〉の

団体交渉の結果をまってたんです。そのうち

に(執行委員の)一人が代議員会を聞いてい

るとこに走ってきて， 1"し、まの(交渉の〉状況

はこうだ」なんて報告があると，代議員に交

渉権はないんですけど，我慢できなくなって，

1"(団体交渉の場に)乗りこもうJって，いっ

せし、に押しかけたんですね。執行部で状況を

説明しても，代議員がきかないわけですよ。

代議員は体も作業臨も油がくっついたりな

んかしてるから，秘書の人がハラハラしてね。

そのときの交渉で，ちょうど修理した船の金

が入るってことがわかったんで，

「船の金が200万だか300万入る。それをな

んとか給料にまわしてくれ」

って言ったら，合問所長は，

「電気代がだいぶ滞ってるんで，どうしても

電力会社に払わなきゃなんないんだJ

「電気に先に払うより，こっち(われわれの

給料の支払し、が〉先だ。電気代払ってれば，

こっちが飢え死にしちゃう」

「そんなこと言ったって，電気を止められた

ら，会社の仕事がなんにもできなくなっちゃ

う。だから，なんとか我慢して， こんど入る

金は電気屋〔北海道電力〕にまわさせてくれ」

って，ずし、ぶんやり合いましてね。その時に

本社の渡辺ニ郎社長71)が来てて，社長はもう

帰る時間だってときに，1社長にし、ま婦られた

ら，し、し、返事:が聞けなしづって，みんなで社長

を閤んで，それで， (東京行の〉飛行機の時開

が迫るので，飛行場に電話をかけて遅らせた

大騒ぎもあったんですよ。結局，その金

気の方にまわして，北電に払って，その次に

入る金は給料にまわすってなったんです。

考えてみれば， ドックの船台には(受注の〉

船はない，両方のドックにも修理船が入って

いない それで，毎臼，ワイヤーに油を塗っ

たりしてたくらいで，なにもないっていう状

態の時だったんて、すね。そのときにたまたま

永歴丸ってし、う戦時型の 8千トンのA型船を

改造するので， ドックに来たんで、すね:2)改造

と修理ですね。その時には，船底に石炭なん

かも残ってたもんですから，それをいったん

陸あげしなきゃないもんですから，鋳物工場

とか錦工場とか，みんな仕事がなくなってま

したから，それをぜんぶ動員して五炭あげを

やったことあるんですよ。モッコに石炭をいっ

ぱい入れて，それを吊りあげ、て陸でトロッコ

に乗せて-・・・・・。

それから会社は，いくらか息を吹きかえし

それで、も B本鋼管に浮ドック合売り

払った金で、鋼材を手に入れて不況を脱出でき

るとこだったんです。第一船の北海丸を造っ

70)合問秀雄氏は， 1948年9月17日付て、函館造船所長に就任。

71)渡辺二郎氏は， 1948年 10月初日付て、富永能雄氏の後任として校長に就任。

72)永径丸 (7，500トン)は 1949年 12月初日に改造工事に着手され，翌年8月に完成。

73) 1950年代に入って，会社の絞営は極度の不振に陥った。Ii!:自館ドック会社もこの時分は船合はガラあき，

加えてドックの入渠船も僅少，更には大渓造船月rrと小樽工場の不振は，致命的な打撃となって経営に現わ
れて来たJ(常国英男;阪館ドック史話j道南の歴史研究協議会， 1963年， 161-162 JO。この「致命的な

打数jは，大湊造船所の協鎖 (50年 7}l)・小得工場の閉鎖(同年8月)の事態を生んだ。蝋山さんが Il、

くらか怠を吹きかえしてJと言っている北海丸の起工は，本主主第2節の企業整備反対闘争が終結後の 51年

4月24日である。

138 



てから頗調にいったんて、すね。2隻目が聖山丸，

3隻目が富洋丸で， 2隻自のときから，初めて

25トンのグレーンができたんです。北海丸の

ときは大きいグレーンの設備がないもんです

から，ブロッグをこま切れで、塔載してたんで

すけど，こんどははじめて地上で25トンのブ

口ックを組み立てるようになったんですね。

2.企業整錆反対関争の展開

大湊工場閉鎖反対闘争

組合の中央へ出て行くと，函館にいて組合

活動だとか，なんとかやってきたけど，中央

へ出ると，右や左って，ほんとに嫌気さした

んですね。

終戦後，昭和25年ころですね。大阪の全造

船大会74)に出たんです。私は職場の代議員を

20年やりましたから，全造船の大会に行った

のも，私がし、ちばん多いんじゃないでしょう

か。分会の大会代議員は，選挙なんですよ。

職場まわって， Iどうぞ，私を代議員として大

会に送ってくれJって，演説ゃったりして一一。

臼本に靴なんか出まわる前で，進駐軍の華ltを

はいて，ジャンパー着て，背中にリュックサッ

クしよって，大阪まで鈍行に乗って行ったん

です。今の造船重機の委員長になった人とか，

後に参議員・衆議員になった人なんかと，み

んな一つの仲間でね。(全国から集まった代議

員たちが〉その大会の前に，ある場所に集まっ

て， I翌日の議案審議のときに，どこの誰を議

長に推してj とかやってんですね。私なんか

写真11 組合員も陳情運動をして獲得した第7次前期E

造総「北海丸」の進水式 095l.12. 12) 
4f:原義自1;;さん(7t.資材)蛇供

も，なにも知らないけど，純粋な気持で出席

すれば，気分が悪くなるようなことやってん

ですね。「議長をこっちでとったから，発言を

なるべく味方にやらせる」とか言って，全造

船内部で敵・味方で作戦を練ってるんですか

大阪んときは，まず「共産党系がどういう

出方をしてくるかI発言はなるべくこっち側

を中心に大会をワードするようにJとか。大

阪の大会は，夜中の l時， 2時までもめたんで

すよ。終戦後，組合でちょっとゴタゴタしま

してね。共産党系の人が，そうとう本部の執

「従業員の結いこわばった顔にも，ょうやく切るさが見えて来るのであった。しかもこの北海丸はドック会

社創立以来の最初の一万噸級の建造船で，この起工式以後，海陸の工事がおいおい増加し，会社も次第に

活況を皇して来るのであったJ(常田英男，上掲害， 162頁〕。

74)金造船第 10回大会。 1950年 3月23日からおおまで，大級で開催された。
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行委員に入ってたんです。大会の 1日が終る

と，共産党系と社会党系が，それぞれどっか

に集まるわけ。議長が石川島造船所の人で，

後に造船重機のほうに行ったと思いますが，

その議長が，大会では質問者がし、っぺんに手

からね一一古い人の言うとおりにしたんで泊。

「大湊の救護資金の問題で，あんたたちがし、

なくなって大変だったんだ」

って 。そうしたら，その執行委員の人は，

r"、や，商館へ帰ったら，そんなことは内緒
をあげますから，だいたい(その顕を見なが にして， でそこへ出席したことにして…J

ら〉指名するんですね。ちょっと右に寄った

人は共産党を毛嫌し、するとか，大阪でいっしょ

の仲間だった人が，今度の大会の時に行って

みると，同じ仲間だった人たちがなん人かは，

ちょっと左に寄った人を毛嫌いして除外して

るんですね。そのグループは，もっと右に寄っ

てL、くんで、すね。人を除外し，悪口を言いな

がら右へ右へと一一。結昂は，造船工業会の

指令で分裂さして，造船重機つてのをつくっ

て，ちゃっかりその委員長になった人もいる

んです。ほんとうに労働者のためにやってい

るんだか，なんだかわからなくなっちゃって

ね。

大阪大会のときは，第2仕上の代議員[佐

久間省吾さん]と全造船の非常勤の中央執行

[竹石時夫さん]と室蘭造船所の代議員

〔吉田さん]と，大会の最中にスーツと抜け

て大阪城を見に行ったんですよ。記念の写真

左とったりして 。それから，大会の最後

の日に，大湊造船所の救援資金の動議が出さ

れて，その論議が終らないうちに，その中央

執行委員の人は， rもう，こんな〔議論の〕こ
とで， つでしょうがないからJって，私た

ちを連れて宿屋へ来て，いっしょに風呂へ入っ

てたんです。しばらくたってから，大会が終っ

て帰ってきた人が， r大変だったんだ」っ
うわけだ。こっちは，ぜんぜ、ん何も知らない

ってね。

大会では，その動議に対して賛成・反対の

論議で，函館の方としてはrc闘争資金の〉援
助をなんとか実施してくれjって，大勢の大会

代議員のなかで頼むでしょう。そうすれば，

なかには「返済能力があるのか」とか， r倒産
しようとしてるところに金を貸して返済でき

るのかJとかで，結局，万一のばあいには函

館の組合が保証するって形で納まったんです

ね。それが認められて， 60万の翻争資金が大

湊に入ったわけで、すねア

その後で，大湊の造船所がいよいよ閉鎖み

たいになっちゃって，結局つぎつぎと辞めて

いって，大湊では返済できなくなっちゃった

んです。函館の代議員会で，それがずいぶん

論議になりましてね。大湊の委員長は， rなん
ていっても申し訳ねえ。いかに方法を尽くし

て手を打っても， どうにもならないんで勘弁

してくれ」って，代議員の席で頭を下げて泣い

たりして……。確か60万河ぐらいだったでーす

けど，r大湊じたいでは人が散らばっちゃって

返すことができなしゴって。

その委員長をやってた穫井〔喜代治〕さん

がこんどは函館に来て，めぐりめぐって私の

綱具の工事係になったんです。最初は機械工

場に配聾されて工事係みたいのして，それか

ら機工諜に行ったんですね。それで、綱具工場

75)函館分会の調査では， jjjJ大会でl工大湊分会へ 100万円の融資カンパを行うことが決議された。
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ある船具工♂〉生活だと延長船業労使IJ，tH系

が「船具Jとし、う名称に変わっ から，その カミ そのころ ドックは函館と と

なり，係長になった し、"で， 出

ぞれから， 〔政治郎〕ざん

とし、うの 後でとうとう 〔勇次長rnさんで¥
になりました ど，

く しようとするんだか る， して襲作

所 るってし、うこと-eしずこ会￥ら，

そのところは， 争に入 ってい

大湊(分会〉抗ずいぶ しずこもん う戦時型の け， も も

76) ~大湊造船、rfrの綴小計綴にたいーすと3反対接選考舎はほぼ以下のとおち経過した (fi援護主史j を芸をに分会より縫

異文)"

194号(昭和24)年4月11際 会訟は会主主然災3.597e訟のうわ 782名の人員数慾(言語泌総名・2差益誇 301
名・小惨さ5名・大主義312 合会主f企業整備てど総会に提示。

これよちうもの河年3}1 と議1合は後営協議会'および剖体交渉にき弘、て，物frlliiお襲警による冬営手当

の支給をめぐって数度の協議・交議長をど行L、3}1上勾綴営協議会の憾ぷぐ，会社は企業塁率緩lit鈎安定索中
で、みることをま延長並立こ総えてL、ナニ。

。何年 5月 30i3の綴 19問団体交渉において，会社と総会はやさき蓄さに調停をE討議することを確認c

。間年7}129i3 中労認さは物i節手当・冬滋・手当， および王益事霊祭湾設に隠して鶏移譲さど援示。人員整理につい

て同参誌は f主主力解産量殺を上おさぬよう労使双方淡;窓を以て協議し内線fょ緩またに努力する」こととした。

。同年8 10悶 組合は綴惨緩まど受諾。会社もお月 15日に受諾。

0195吉年 2 24 i3 注64)-C、触れた新労働協約うた効の向日に大渓滋紛f:Jfの綴小言十騒ぎピ殺を授。

。周年 2 27録 会社は組合にたいし大芸春造船所従紫雲 203名の指名解}援なj議会、した。大湊分至宝紛れ之これ

な'ね1!i'し，工機内でストライキiこ突入。

3}1 7日 会社以資森まを裁に「従言案及。万工場内l[入主義I主仮処分jを母33者。

。;実i均三3月8日 会役はコたき軽海奇台湾irを関銭。
。同年3}19際 競合以務己主祭主滋議文に「被雇ffl~警のよ守分保:全に翻すみ絞処分 j を司ヨ語。

認ヨ，コIci幾分会は無期袈ストに入ることを決議。

。河空手3丹江総 資森県知事・大言葉防災などが旋施にさ怒ったが，不調に終

。問:年3汚 26日 大務分会i工会設にたいし，指名義?建議訟の機関・工場開鎮め線徐・労働協約の潟善寺綴織

い会社は仮処分会殺や下げた。

Offil匁4Pl 5臼 小争等分会・主主関分会tこ才 トライキ された。霊空間殺は議決数?こ達しなかっ

ずこが均分長きでもストに入っている。

Of司王手 6 15 13 会社と組合以子大湊解決協定Jど綴給。

組合法， ~考委手 6 }1 10 i3までに 175名の退職希望各会:ふち，指名が指名務総tこ応、じたため，身分事長念?こ関

する仮処分を取り下げるとともに，殺さ謀、i段戦者の条件交渉に入ったo 6見おお協定をもって，大量義務緩は

さ議機幾三菱したことになる。

77)言;ij記校、 75)の争議会毒殺Lプニi資後，会社は 1950年 7月 15訟，ったj繁華き鈴所ならびに小襲撃工場の閉鎖，室長関

造船所i総持内の廃止を合uゑ警察整然言十磁を発言受した。大湊迭綴所以，関長ド7月2713GHQ指令』こよう総

鎖。 8}l15 総，小樽工場開鎌倉間後~義務透船所以滋上コ:議:専ffl部門の立義務製作所tこ己主称ぢれた i迭議長都

内の復揺は， 1966年 12月〉。主立会以区議館地裁に労佼主義緩め「効力保全仮処分j令ゆ請するなどして抵抗し

条件交渉を継続しずこが i会社の赤本総?設はL、かんともしがた<，中露事;総長訟は企業紡衛惑やへの切りoc
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も仕事がないわけで、すけど，それでも，職場

再建で組合はがんばってたんで、すね。

終戦後に私たち(綱具工場〉の工場長だっ

た工藤長三三さんが，大湊で組合の矢表に立っ

て，なんだかんだやってたんですね。函館で

経理部長になった木立〔哲夫〕重役，それか

ら船舶工務部長になった中島厳さん その

人たちが，大湊で会社側として組合と交渉し

てたんですね。大湊は進駐軍から借りたよう

なかっこうになってたんですが，結局は閉鎖

になって，函館にそうとう配置転換になった

んです。うちの職場にも， このまえ〔昭和53

年 1月)希望退職した柳谷〔芳一〕とか，製

帆の組長になった人なんかも，みんな大湊か

らきたんですが， (配置転換にならなかった〉

それ以外の人は，みんなちりちりばらばらに

辞めていっちゃったんですね。

結局，大湊では借りた闘争資金も返せなく

なって， (大法分会の〉種井委員長が，ちょう

ど私が代議員会の議長をやってた時て、すけど，

その苦しい立場をなんべんもなんべんも頭下

げてあらわしてたんですね。まさかその穫井

さんが， うちの主任になってくるとは思わな

かったで、すけど……。あのころが，組合を結

成してから初めての試練だったんですね。

〔この大湊際題より先の昭和 24年に〕砲館

のばあいは，郵便局から解雇者の名前を，内

容証暁の書留で送るって情報が入ったんです。

それで，組合では郵便昂に張ってまして，総

合の方に連絡が入って，執行部の代表が郵復

局へ行ったんです。すると，人事課の係長が

郵便物を持参して来るんですね。ふつうの郵

便だったら，ポンと入れちゃいますけど，内

容証明の書留めですから，いちいち一人ずつ

の名前を書くわけです。

それで，郵便局に押しかけた組合員が， (そ

の名前を読みとって〉ぜんぶ名前を写したわ

けです。(その解雇通知が〉発送されないうち

に，市内の仲間の家を手分けして， rし、ま会社
から内容証明の速達が届くから，そんなのは

受け取らないようにjって，ぜんぶ回ったんで

すね。私は元町とか曙町とか，!R域を手分け

して，通知して歩いたこともあったんです。

その頃は，共産党の強いのが相当いまして

ね。終戦後は，ずいぶん増えたんですよね。

函館でも共産党の演説会や懇談会がぜ、んぶ満

員で， rそんな立つてないで，演壌の上まで上
がって下さしづってね。共産党の考えをいろい

ろ話して， r入党する人は，今すぐ申し出てく
れ」ってぐあいに。そんなときに 2，30人入党

したんです。結昂， rかつて獄中に送られた共
産党の常に唱えたことが，戦争終ってはじめ

て実現した」と。「小作人に農地を解放しろと

か，天皇制国家の廃止とか，共産党が弾庄を

受けながら常に主張してきたことが，終戦に

よって実証された，それは皆さんにもはっき

りわかるJとか。

それを聞いて， rほんとに，まったくだ。こ
れからは共産党で行かなきゃだめなのか」って

しづ感じにもなりましたね。だけど，結局(今

になって考えてみると〉入らなかったのがよ

かったのかも知んないけど…・

そん主きは，不況になったんて、ね。仕事が

うんとあれば，なにもなかったんだけど，ちょ

うど企業整備のときでね。当時の委員長は共

産党色はぜ、んぜ、んない， どっちかと言えば右

えJを余儀なくされたa運動史J53-56頁参照〉。なお，大湊分会の解散は伺年7月31日，小樽分会の解
散は8月15日。
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ある紛共工Il)主主ri1i交と送金鮫淡労使関係

写真12 函館ドック労働組合連会話訟の委員会議長をつとめる幾ulさん

(1961三j.tjわ

り えの人でし とLイつわ こ/し

るものは，ぜ したんですね;場 うん

きなしづなんて設

その案はよく支えてない

はマッカ…ザーの指令とか?寄ってiしたけど， けど，能務総につプラス，事務障になL

当に追放しろって言ったんだかどうか，わ けの手当を入れたりして，いくらも援は出な

かりませんけど……c いんだけ11"ども¥，、くらか現場が災くなる案

職議組合の分離

〔昭和部会与の〕春闘 ，会社か

、
Jこつ

そのと;!'t

きね

ちは， l'この案じゃ

って 1沼で終わ

どう

ったんです。そんとき

らないで，まる 28くらいやっ ま

り

ない

ども・・・…。

るかとし、うこと あ，その案じたいぞ

2こ，

をつくろうってなった

小原さん現場からは私とコゲス工場の人と食 代議員の

て，案を

くる時はいっしょだったんです。ああでも めで，主主の作つ

ない， こうでもないと添って，

いで

ったのはだ

のほうが通ったんですよ。

」れが藍接的じゃ

会として なかったんです。それて、 ないと思うけど，それから I臼か2臼たって

の

えた案の 2つ るって

るとかし、うんで，執

(私の築について 〔章一郎〕さん79)な

ら，現場がすこし有利すぎる。 ませなが 〔事務系の人きど〉説得して

78)いわゆる fレッド・パージjなおしている。 1950生存10)1には，会巡航受注き葬祭携でこれが殺を交された。

79) 業 n誇章一室f，~んは際関出身立ぬ48 (昭和23)年 2)1ょっ執行委員. f湾長手き湾総委員長などを援絞し，

日々 に五三造完全中央挙手及。 52達手7月 機廃棄立会わ分離主義は，執行蕊後イとのため街宣言分会に戻った。
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るんだ」って言っても，あっという簡に職員組 ようなもんだなんて，よく笑ってたんですね。

合を結成しちゃったんですよ?

彼らは脱けたって，事務員と現場が2つに 3.臨時エ闘争と組合の分裂

なるだけで，あくまで閉じ全造船の参加で、ゃっ

てくんだから，なんにも変わることはないっ

ていう叫一一それが最後の妥協線みたし、にし

て，脱退を認めたわけね。事務屋としては，

白分たちは労働者と考えないというプライド

があったんじゃないですか。ただ，困ったの

は，闘うことがあんまり好きでないんですよ

ね。そのかわり，獲得すれば，自分たちのほ

うが少しでも余計にもらしザこいって一一。だ

から，組合費を払わなし、組合員をかかえてる

臨時エ闘争

昭和 34年の秋季闘争で，臨時工解雇の闘争

があったんです。各職場に臨時工てのが梧当

いたんです。私のほうにもいましてね。それ

を，会社は龍時工制度ってやつはうまくない

から，ぜんぶ無くすって一一。それで、臨時工

が，もうその時には弱L、ながらも組合をつくっ

てたんですが?その組合が，分会に「助けて

くれJって応援を頼みにきまして，分会で臨時

80)職員総合が函館分会から分離したのは， 1951 (昭和 26)年 6月 1Bである。分裂の嬰悶として蝋山さん

は，賃金配分問題だけが「直接的じゃなし、Jと口述しており，現場(現業)と事務所(非現業〉との対立

要因は，'ijIJにも洛在していたと考えられる。そのーっとして，市会議員候檎の推薦問題が絡んでいたともい

われている。

すなわち， 1947 (昭和22)年 4月初日の市会議員選挙において，分会が推薦した小!京芸皇太氏(非現業・

当時委員長)が当選した。ついで 1951年 4月23日の市会議員選挙において，分会は聖子中富雄氏(現業・

2当符委員長)を推薦し当選させた。同年5Jj 31臼，分会は代議員会を開催し，当時執行部にいた 2人の非

現業役員を，選挙戦の統ilJlJを乱したとして解任決議を行っている。職員震の分会脱会の動きは，この決議

を契機に活発化L，同年6月1日十こi沼館船渠職員組合の結成集会が開催されたo 運動史』はこの点に触れ

ておらず，職員隠の脱会の理由として， (1)現場出身の執行委員の台頭により，事務系組合員の発言を無視

する洪れがあること， (2)事務系執行委員の座が稀薄になったこと， (3)事務系執行委員の喰込みに見通しが

なくなったことを掲げている(143頁〉。

なお，分高ft後の織員総会員は約350名(伺年7月現在)，初代委員長は小原皇太氏。函館分会は組合員1，

239名(向)，委員長に野中富雄氏を再選した。

81)職員総合は，分会脱会後に全造船に加入を申請し， 1951年 8月の中央委員会で加入が認可された。職員

組合が金造船を脱退するのは， 1971 (昭和 46)年秋である(本主主後段の「組合の分裂Jを併せ参照〕。

なお，これより先の 50年 11月1日，室蘭分会は函館船渠室蘭製作所労働組合と改称するとともに，全

造船会脱退 (63年に室蘭分会として金造船に復帰〉。

82)函館トック臨時工労働組合は， 1950 (昭和25)年 6月 23臼に第 l次の結成。会社は前年 12月に永控室丸

の改造工事[注71)参照]のため臨時工約 50名を雇用，引続いて神祐丸 (6，800トン)の改造工事のため

160名に場員(50年 12月工事完了〉。また，ブラジノレのタンカー船サノレ千 57の建造持(50年6月5日起工，

51年 l月20日進水〉に 203::sの臨時工を採用Lた。臨時工は， 51年度に入って第 7次E十周造船による受

注が決定して仕事?をが見込まれることになったのを契機に，雇用の安定を図るため周年6月23B，組合執

行機関を設立した(委員長・佐久間三郎氏，副委員長・若杉虎男氏)。

同組合は 51年7月3日から，これまでの 1箇月の雇用契約を l年に延長すべく対会社交渉を行ったが不

調に終った。 7月 14B，会社は臨時工 76名に解雇通告。これにたいして同組合は， 8月初日に大会を開

いて対応策を検討したが，自力で会社に対抗できないと判断し， 8月24日の大会をもって結成後 63日で解
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工の解雇を防ぐ闘争を組んだわけです?)

そのとき，アスプロモンテ号というイタリ

プの貨物船が修理のため1ドックに入ってた

んですよ。むこうはすぐに航海に出発しない

と予定の荷物が積めなくなっちゃうんで，

くドックを出してくれってんですが，組合で

ガッチリ， ピケ張っちゃって出さないわけで

すね。会社は(組合員の第1号ドック立入禁

止と妨害排捺の〉仮処分を申請したわけでトしょ。

それで執達吏だかし、う，背の小作りな足の悪

い人が来て，マイクをもって「これから 1ト、ツ

ク周辺は，ぜんぶ差押えする。だから組合員

散し7ニ。

ある船具ヱの生活史と造船業労使関係

は一人も入れない。もし入ったら法律で罰せ

られるからjって言って，どっかの火夫をつれ

てきて， ドックの縁に杭を打ってロープを

スーツと周囲に張ろうとしたんですね。それ

で当時の野中委員長も私たちも怒って，その

ロープを，杭をみんな引き抜いて海ん中へぶ

ん投げちゃったんですよ。それで執達吏が，

「これに抵抗すれば，公務執行妨害で検挙す

る。そんなとこにまごまごしてると，乾ドッ

クの中にぶち込むぞ/Jってね。

私たちは， Iなーに，このやろう。検挙もな

にもあるもんか。帰れ，帰れ，帰れjって追い

臨持工組合が再建されたのは， 1956年9月19日で，組合員 269名。造船業の景気上昇期で，臨時工が増

大した持期で、ある。函館ドック臨時工組合は， ~語館第二分会となった。 6 月 12 日，函館ドック労働組合連

合会 (51年 12月 18B結成，通称「ドック労連J)に加盟。 ドック労連は，函館分会・東京本社分会・案言語

製作所労働組合[室蘭は全造船非加入，注 80)]で構成され，これに臨符工による第二分会が加わったこと

になる。 57年 7月8B，東京本社分会は第二分会の加入を理由に労連を脱退した。同年7月22B，会社は

労連にたいし，臨符工 78名の雇用再契約の打切りを通告したが，本工の支援ストなどにより 8月8Bに契

約更新の妥結に塗った(~運動史 58-59 亥， 78頁， 80-81頁， 145-147頁参照〉。

83)ここで験山さんが「臨時工の解雇を紡ぐ闘争を組んだ」というまでの経過は，以下のとおりであるげ組

合史.187-91頁などをもとに分会より聴取〉。

01959 (昭和34)年 10月21日 会社は受設の枯渇を理由に，臨時工266名・嘱託 40名の解穫を労連に

つ芸;.fr.=口。

0同年 10月 22日から 11月 10日まで，団体交渉が重ねられた。

0同年 11月 10日 会社は臨時工 204名，嘱託 26名にたいし，郵送により解雇を通告(すでに転退職した

76名を徐く)。

0同年 11月11日 組合(労連)はスト機集約の大会を開催し，賛成 962名，反対231名，白紙25名，棄

権 154名によりスト権を確立した。

。向年 11月 12B 組合は解雇対象者のうち 139名を就労させるため，本工組合員とともに入門させた。

O同年 11月 14臼 組合はイタリプの貨物船、アスプロモンテ号 (7，154トン，中間検定工事のため入渠中〕

の局関にピケラインを張り，綱具工場組合員に伺号の作業拒否を指令， 42時間のストを決行。

0隠年 11月 15日までに，関与手船長は出渠の見通しがたたなくなったため，イタリア大使銭にたし、し善処

方を要請したが，外交機関が労使間の問題に介入することは妥当でないとして却下。

0同年 11月 16日から 17日にかけて，船長は渡島支庁長，北海道警察阪館本部長，三菱商事，函館海運，

函館市長などにたいし出渠方について配慮を要請。 17日に渡島支庁長と商館市長は，労使双方にたいし「誠

意ある団交の蒋調Jを要請。

。向年 11月20B 会社は双方の意見対立が続いたため，函館地裁にたいし組合員の第 1号船渠内立入禁

止と妨客排除の仮処分を申請。

0周年 11月21B i!i'i館地裁は上記仮処分を決定した。これを受けて組合はピケ隊を増員し，強制執行に

備えた。
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返しちゃったんです?)

それは， 11月の勤労感謝の臼のころでした

ね。「明日，警官が相当動員するらしLづって

情報が入ったんです。もう，寒い臼で小雪が

チラチラ散らつくときに，1全員でてくるよう

に」っていうので，朝6時に出動したんです。

そのうちに情報が入って， f¥，、ま酉警(察署〉

のところに，森だとか八雲だとか，向こうか

500人ぐらい到着したJとか，なんと

か……。それで、職場ごとにピケ張ってたら，

警官ははじめ 2ドックの方に行く形勢だった

んです。

その時の代議員は，私も作業服に腕章つけ

て，ヘルメットかぶって 1ドックの左舷側に

いるところに， 2ドックに来るらしいって伝令

が来て，綱具工場の連中がみんな 2ドックの

方に回ったんです。そこの場所は，綱具だけ

の場所になっちゃったわけ。鋳造工場の連中

が， f警官隊が，海から水上警察の船で2ドッ

グの方に向かつてくる」てんで，2ドックに行っ

たんですよ。そのときは，今みたいにドック

写翼13 Ili話器寺ヱ闘争時の構内デモ 0959年)

の縁十こ手すり無かったですから， ドックの中

に落ちればイチコロでいっちゃうんで，用心

のために戸船からロープを出してぜんぶドッ

84)執達吏が来てから争議終結までの経過は，以下のとおりである cr運動史 91-96Jl:参照)。

01959年 11月22EI午後 4時，執達吏一行は，アスブロモンテ号が入渠中の第 l乾船渠F付近に立入禁止区

域を設定し杭打ち作業を開始。この仮処分執行は約800名のピケ隊に阻止され，中断した。執達吏およ

び会社は， この事態を函館関警警察所〔間警〉に説明し，善処方さと要詰。

0何年 11月23日，函館地裁は警察隊の出動を要請L，午前 70寺ごろ怒察隊とどケ隊それぞれ約 800人が

第 1乾船渠附近で衝突，級合員 4名が逮捕された。組合は警警察の申入れを受けて退去し，プスプロ・モン

テ号の出渠を見送った後，西饗に赴いて 4名の釈放をうけた。

0同年 11月24日以降も総合は残業相否の部分ストを続行し， 26日に渡辺社長と団交， 27日は株主総会に

抗議のデモのあと全商ストを行った。

0同年 12月2EIの図体交渉において，会社側は指名解雇の撤回と希望退職者の応募を骨子とする新提案を

行った。

0同年 12月4EI，組合は上記会社提案について投票を行い，賛成1，055名，反対 137名，白紙56名，棄

権 116名をもって会社案を受諾した。

なお，滋時工組合はこの間争のほぼl年後の 1960年 10月，会社にたいLて本工登用を婆求L，何年 12

月初日本工愛用にかかわる協定安結んだ。協定は選考試験制度による愛用方式を定めたもので， 61年 1月

9日に第 l留の学科試験が笑施された，この協定実施にともない， 56年 9月に湾結成された同組合は， 61 

年 3月5日をもって解散した。注 81)を併せ参照。
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らよかったの

よ。 ローツ舎を張ったか

それで，なんと，その落ち

カミかつて口一ブに

っていたか

L

引を ロマ

ヘルメットき!っ張るか

て，うえ:践にいると後ろの

がす卒えてる。なんだか

て排除する

Lや

タタタッ

て来て，

タッとil:.~どって参

ちは，みん

なお玄L

そのうちに，rかかる…/ て，かかっ

ある幸吉ゑ工の主主活史と去を議会雪量労{愛関係

中止した

な指示

それか

ちは，

〈
J z 
k句。

ら

で「ワッ

ショイ?ッシ設イJと って，

ぐ グル?ととり巻いて，播まった者をど

執行

と霊会して，r返

さないうちは，

れで， rJ.j1j 
ないJって一一…。そ

、ことしたんじゃ

ないか んなりしてくれ

その人たちといっし

このときは， も

，

ン

ヮ

?

と
円
十。ブスア

でき?ただけ。もう，ドンチャン騒ぎになっぐ， う子守は出してやったんです。それから，隈も

3設の奴は警官会なぎ倒して……。 なくすぐ忙しくなりゴどしたから，残

はみなびっくちし

もう気が立つ

てのもいたけど…。

つ7より， うけてホヱに採用されたり，

ちゃったなん やもほとん

んですよ。そ

になった

イごし‘こんどはあん 業設だとかやって変

って]容に焚 あいやったのは，後にもまり

ぜち

れてブーツと

になったんで，びっくり

して そんと

ーと，

もりあがっているここ
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じゃなねえかJ
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と取っ組み

も， これだけで

2ま

縮会と

に出たときも，代議

i:J' されて，

そういうところに

らもう一人が名のりたあげすよんですよ。

た

きくなって，みんなピリピヲして， iあずこの

とられた，こともとられた。

の職場では，そんなことなしづと
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ある選挙委員なんかは，家へ帰るのが夜中

の2時， 3時。新婚だったもんで，その新婚の

奥さんが「また遅く帰ってくるんじゃなし、か」っ

て， (奥さんが〉自分を気にいらないのではな

いかと，離婚騒ぎがおきたり……。日吉町，

花園町で演説会をすれば，それが終って湯の

川の終点まで歩いて，それか に乗って

ドックの組合までくれば， 11時近くになるん

ですね。そのころは，まだ車社会ではなかっ

たで、すからね。

その後で，情勢分析だとかするんです。2回

目か3回目の選挙のときに，私がi情勢分析で

r2，400票Jって(予想を〉出したら， rそんな

に取れっこねえよjなんて言ってるでしょ。

私は「演説会をずーと回って，その感じのぐ

あいで，だいたい 2，400になる。ならなかっ

たら，私たちが骨折ってる甲斐がねえ」つ L日っ

たら， rそんなに取れっこねえよ」なんて言っ

てたけど， (結果は〉私の予想より 60ばかり

余計の 2，460票といったこともありましたね。

野中さんは， 1回， 2回， 3回， 4回と市会

に出たんですよ?そのころ一銭ももらわない

で，轄から娩まで，会社から休暇とって選挙

の応援してね。考えてみれば，馬鹿くせえよ

うなもんだけど，私たちの考えは本人の当落

の問題でなく，組織から出して負けたってこ

とになれば， よその顔， よその組合に笑われ

ちゃうっていうのでしたね。

(昭和33年の)衆議院選挙のときに，選挙

違反だって代議員が事情聴取をうけたことあっ

たんですよ。そのときは，函館から菌鉄の舘

俊三って人86)が出てたんです。その館さんが

出てるところに，もう一人，分会が推薦の曽

田玄陽，あの人が出て， ドックの委員長の野

中さんが選挙責任者になってたんで、すね。ドッ

クをいちばん頼りにして，出たんですね。

そのときに，曽邸玄陽の写真入りの印刷物

の配付を代議員会で決めて，当時の執行部に

いた伊山勝春さん87)だとか，幸崎幸一郎さんっ

てLづ人だとかが，拘置されたんです。警察

はどこでわかったか， r執行部の掌崎が，勇気

と決断をもってやらなきゃだめだ， と言って

た」って，ぜんぶ知っていたの。いまは亡くなっ

た有馬さんが晩酌を飲んでいっぱい気嫌でい

るところに警察がきて，いろいろ障きにきた

ときに，有馬さんは執行部に入ったくらいの

人でそうとう弁がまわりますから，飲んだあ

げくに，ありったけのことをしゃべって， r天
地神明に誓って，悪いことはしていなし、」って

言ったんです。「印刷物を配ったことは，絶対

に配った。しかし， これは社会党の f社会新

報』の特集号みたいなもんで，違反じゃなしづっ

てぐあいに，警察の前でたんかをきったらし

いんですね。

それがもとで，なにか言質をとるため，こ

んどはみな西暑に頗々に呼ばれて，執行部で

85)野中富雄氏の第 1期市議会議員当選は 1951年4月23日，第2期は55年4月30日，第 31坊は59年 4Jl

30日，第4期は63年4Jl 30日である。67年 4月から道議会議員となり，同議員を3期つとめた。

86)館俊三代議士。 1896(明治 29)年石川県七尾市生まれ。 1920年に函館駅改札掛，向助役を経て 46年商

館駅労働総合の結成に参加したあと，間年5月国鉄北海道労働組合委員長。 47年の衆議院選挙で，北海道

3区から社会党籍で出馬して当選。以後，労働者農民党で当選2図、 58年社会党から立候補しさ当選， 60年

まて、議員をつとめたヴ北海道大宙科事典j下巻，前掲， 48-49]ミ参照)。

87)伊山勝春さんは電気熔接出身で， 1946 (昭21)年 12月執行委員。 48年 2月から 4期委員をつとめたあ

と， 50年 l月副委員長， 51年 10月書記長を経て， 53年 6Jlから 9期にわたって説委員長をつとめた。
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はとうぜん対策を講じましたが，なに言われ

ても， i知りません」と，結局，引っぱった代

議員からはなにも出てこなかったんですね。

そのときに，幸崎さんと伊山さんは，全造船

木部の会議に行ってたんですよ。連絡船で，

伊山さんと幸崎さんが題館の桟橋に着いたら，

そこで二人とも逮捕されてね。結局は，罰金

と公民権の停止になりましたけど……?

その曽悶玄践は落選したんですが， この第

3区で二人が立とうとL、うだけ，社会党の力は

ないわけですね。曽田玄陽は地元の森町のシャ

レノレ牧場に戻って，それからなんと教会の信

になったんですよ。

組合の分裂

〔昭和26年6月に〕職員組合が分離して同

じ全造船に入っていたんですが， 46年ごろに

職員組合が全造船を脱退する問題が出てきた

んです?それから 47，8年ごろになると函館

ト、ックの分会のなかからも，分会を脱けたいっ

て動きがでてきたんですね。彼らだけで結束

をして，組合の方針に従えないからって，ま

とまって脱退を組合に申し入れしたんで、すね。

そのときには会社の体制が大型の建造船を

やるって時で，長崎の[三菱重工業長崎造船

所の分会]をつぶして，石川島[播磨重工業

の分会]をつぶして，川崎[重工業の分会]

をつぶして，だんだん北上してきたんですね。

全造船が分裂しちゃったていうのは，結局，

造船がだんだん大型船になって，右寄りの(グ

ある船具工の生活史と造船業労使関係

ノレーブが〉造船工業会90)，の指令で分裂させた

んですね。

その頃，私たちで、組長会つてのをつくって

たんですが，年にーベん組長会の総会をやる

わけですね。組長会で会社を定年退職する人

に記念品を贈って，それから懇親会に入るわ

けです。そのとき会社の重役や所長なんかも

呼ぶんですが，そのときは私はもう代議員も

なにもやっていなかったですけど，東京の本

社にいて函館に戻ってきた重役なんかにも，

一杯飲むようになると，みんな偉い人のとこ

に行かないわけで、すよ。お偉方なんかポツン

としてるんですね。それで，いちおう私がし、

つも重役のそばで潤を注いでやったり，世間

話したり，重役連中も私が民生委員だとか保

護司だとか社会的なことやってるのを知って

ましたから，いろいろ話してるときに，その

重役が「し、ま浦賀が全造船を脱ける。その次

は商館が脱ける番だ」って言ったんですよ。会

社のほうは，組長会は会社の味方だと思って

たんじゃないですか。

会社では各職場の主任，係長をぜ、んぶ集め

て，まず組長クラスの説得に当らせて税退さ

せるわけ。それもおそらく，その重役の策謀

なんじゃないですか。

私のいた船具なんかも，みんな現場に仕事

に出てくると係長が顔を出して，iこのへんで，

なんとかひとつ，分会を脱退してくれJと，

ずいぶん何回も説得するんです。だけど誰も，

「うんj て言わないわけね。主任は部長なん

88) 運動史j(前掲)によると.Iその理由は n社会新報"による選挙規定を超えた行為という事にあったJ

Cl77sむとされている。

89)職員組合は結成後の 1951年8月に金造船に加入.71年秋に脱退した。注80)参照。

90)白木造船工業会。 1947年10月1臼設立で，大手7社(三菱重工業・石川島播磨重工業・川崎重工業・日

lL造船・三井造船・日本鋼管・住友愛機工業)を含む23社で構成される経営者団体。
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かに棺当やられてきたらしく，船具の組長を

集めて「みんながここで，分会を脱けてくれ

なければ私の顔は立たない。なんとか脱退し

てくれ」って言うんですね。

よその職場ではほとんとや崩れて，説得され

て脱けてくわけですよ。電気工場なんかは，

組長以上はぜんぶ脱けたし，銅工(パイプ工

場〉も 3分の 2はニ組〔第二組合]に行った

んでないですか。

あるときは昼休みに， うちの職場の代議員

が「これから職場班会を開きますjって， Iう

ちの職場の値長が脱退するったけど，この件

に関して，みんなで思い留まってもらうよう

に討議しますJって，班会を聞いたんです。そ

れで入れ替り立ち替わりマイクに立って，1労

働者を裏切るのかJとか， Iそんな脱退なんか

やめて，みんなの仲間といっしょに手をつな

いでゆこうj とかつて一一一。それも， うちの

職場だけじゃなく，鉄工でも;溶接でも開かれ

てるO 敏践的にその活動をやって， くい止め

たんですね。職場周争で，結局切りぬけたわ

けです。

職員組合では全造船脱けると同時に，規約

改正して，現場の人でもなんでも，望む人は

みんな加入してもし、巾L、つてぐあいにしたんで、

すね:??1n)そjれ1で

ね。うちの方だけは，主任が部長会議のたび

に， コテンコテンにやられるんで‘すよ。それ

で主任が(職場の人に)， Iなんとかここで，

清水の舞台から飛び降りるつもりで踏み切っ

てくれj と，よく言ったんですけれど，私た

ちはそう言われたって，向こうへ行った方が

いいんだか， こっちに残ってた方がし、し、んだ

かつて，各自，口を潤して，結局は行かなかっ

たんですよ。

うちの職場でも，ある伍長がニ組に行くと

いうので，1今まで同じ釜のメシを食う状態で

きたのに，なんで別れてニ組に行くんだjと，

入れかわり立ちかわり言うもんだから，

は(組長である〉私に「それでは伍長がかわ

いそうだから，あんたが行ってみんなをなだ

めてやってくれ」って一一一。それでも私は，み

んなをなだめるより前に，まずその伍長の気

持ちを入れ替えなければ職場の空気はなだめ

られないんだから， (組長には)I二総に行く

のはやめなざし、」ってしゃべったりしてね。

主任は食堂で(私に)I分会主ど脱退しない

かJって言うでしょ。「このへんで，ふんぎり

つけるときじゃないか」って一一一。「部長から

言われてきてねjって，涙こぼすように言うわ

け。 fうちの職場で，下の者はともかく，組長

だけでも二組に変えてくれjってね。

などは， ことあるごとに， 自分の部下

に分会を脱けて二組に行くように食堂などで

言うものですから，あるときにそれがテープ

レコーダーに録音されてるってことがあった

んです。私はぜんぜん知らないで，後になっ

て聞いたんですけど，その主任が悲痛な声を

出してしゃべってるのが，ぜんぶテープに入っ

てたんですね。後で、それを知って，私たちは

驚ろいて，怒ってね。それが後で[組合が北

海道地方労働委員会に告発して]，裁判沙汰に

なったんですよね。私たちの職場ばかりでは

なく，よその職場でも(このような会社から

91)職員組合は金造船脱退後， 1972年秋に凶館ドック労働組合と改称し，現業の従業員も加入できるように

規約を改正した。 72年から 73年にかけて，分会(第一組合〕から約 200名が加入。造船主主機労連(同盟系)

に加盟。
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の〉切り爆し 自由意って，組合

fこ，っていうよう

議して. ，とうとう

をやってたの

なんか事務所に

なんだかんだ言う

(組長としての私にHこ作忙しL、のに，スト

ライキやられちゃ悶るjってむそノしだから， Lょ

ある総主主ヱの主主活3とと滋紛業労使!僚会長

とめた。〕

業のほうにまわった 私が定年にな

るために，

務総興業て

うと

なって，

う

自

〈としての に一(支払し、の〉

とるってこと

もらっ

ほう

いつま

しviらくは

よ」って

G出る手形を議

し

だったけど，

ドッグ会社で、は，いままでは，こ

組ってくやあし、にまわしたり，お金なんかもま

も休 わして

も

ぶんしましたね。 ての

憩時i習がないほど忙しくて，

こは残業になるとか，こ

したり，

、tu 、

の12 る

うしても 12よc

、ヴミ部分ころな

ぞれで，

たけど，

をしばらく

て，

どきじゃねえかとねっ

ときは〉もう代議員

けどい 。て

けと合翠化

ち

んでも，

荷主立，{可

そのう

もな

しないカミ，てこ

L 、

とになった

私がドック

と使って，

ましたからね。はじめ

はいなかったんです

合しかなかったときには，もとドックにい

げをずっ

して

退職し 、る〉武誕

5， 6人いゴどしてお。

のと舎は新造船でだんだんアそ

47)年 3月に55 請けがふえてきまして，

の雇用

長持からは

ッグ る

と〈足場

してたん
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写築14 鎖山さんが退職した頃の函館ドック構内 (1975年，
25，500トン・オイルタンカー建jJ'j<:jt)

協船興業は種弁さんが船具の主任をやって

るときに，下請けを一本化しなきゃだめだっ

て，つくらせたわけで、す。(下請会社の親方の〉

各組はそのままで，その上に各組の親方が出

資金を出してつくったんです。それで私が定

年(が近くなった〉ときに，協船の専務みた

いのをしていた伊勢谷ってじいさんがし、て

ドックの下請けの伊勢谷興業は細君が社

長やってたわけで、すが，その伊勢谷のおやじ

さん[由松さん]とか鉄鋼の仕事していた高

木さんとかが，私に来てくれってね。私は定

年になって，そこへ行くことは決まってたけ

ど，せっかく永いあいだ勤めたから，本当は

しばらく休んでから行くつもりだったんです

ね。そうしたら， 1一日も平くJって家に追え

にきちゃったんですよ。

その協船興業の工事係長，業務係長って身

分で，現場では仕事はしないですけど，会社

のほうから仕事をもらって，こんどはこうい

う船をやるって計画なんかあると，船の図面

を借りて見て，この船は半分右側は須)11組に

やらせて，反対側は岩倉にやらせるってね。

いままでは，し、し、かげんだったんですね。

会社では，それじゃだめだってんで，新造船

やるときは一括受注しろって， 2万5千トンぐ

らいなら，表構造ぜんぶで伺工数かかるって

計算して，その船の工事係と交渉するわけで

すね。会社と交渉して，新造船や修理船の見

積りをたてて，会社のほうは， 1予算がなし、」

とか「そんな値段じゃ，できるわけなL、Jと

か， 1これで予算がぎりぎりだから，これでやっ

てくんないか」って言うし，なかなか厳しくて

ね。 l工数てのは， 1人が朝8時から晩の 4時

まで働くので，そのころは1工数7千円ぐら

い出しましたが， 15工数くらいなんとかして

くれって」ね。船の大きさによって 1，200工

数とか，1，500工数ならその足場関係を1，500

工数でやるってことですね。(協船興業と交渉

する〕会社の工事係たって，足場の経験のな

いのがやってるでしょう。むこうは，課長も

部長も出てきますけど，実際の細かいことわ

かんないでしょう。だから， 1もう 5工数分を

出すと赤字になる」とかなんとか言って，渋

くてね。

それで、菌ったのは， ソ連の木材運搬船をつ

くったとき，この船は下がタンクになってて，

上に材木を載せる一ーそのタンクのなかに，

ぐるっとぜ、んぶ足場かけなきゃなんないわけ

ね。会社のほうでも(見積りの〉見当がつか

ないし，交渉が難儀したことありましたね。

最高のときは， (足場関係で)3千万円ぐら

いの売上げだったんですよ。それで，協船興

業では6分もらって，会社のほうからは半年

の手形で出ますから，生産協力会って会社の

経理で l千万についていくらって割引料をひ

かれて，現金にしてもらったわけで、す。下請

けは，売上の伺パーセントかを払い込んで、，

ぜ、んぶ生産協力会に入れなきゃなんないんで

す。そのときは，生産協力会の会長が，高林

さんのつぎに綱具の工場長ゃった渡辺兼官さ

んですね。生産協力会で手形を割引くたって，

自分の手もとに金がなければ割引きもできな

いんで，協船興業のほかに，鉄鋼関係とか塗
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2~3 

1記、が53

600万

七ント

問くらいあり玄し

らい

;，;)総兵工のさ主たとi鐙船業労使燦然

とっても食ってL しちゃった

るって一一一。みんな

とび職みずの、の

そのう に行っちゃっ

く もやめてしまっ 4月'でと

とかやってるときに92)

くなってきて一一。その前にき重井 か

くらい部に，会社に夜霧の せんかJつA々
」

まま

なみんな集めて，

なるために，会社から派遣されてきたj とc

もなんにもなし

ね。そのかわり，給料は会設からもらいま

からね。こんどは定年になって，社長で憾な

きか捻るわけですけど，そのとき

、も

彼らも，どうにもならなし

ますけと. '1てLいと

しし、ょうだ

ったことある そのと

と

もらってたんです。15万もらう

なって申請しようと応つ

、んですって。3万円に

るんで.8 と3万円

よりよけいになるんで、すよ。ま

ても，

ると

ずこすと 15

あ，そのときは， しなかったですけ

が減勺て， も もなしの〉

らやりくりができなくなるし，

ってさかんにきてましたけど，借りたって

すぐ返さなきゃなんなL、し

600 あるの

もやったり，兼王子もやったり の600万のやつは，

してやりくりしてたんですね。そのうち~ど として計上しな

沼年秋ごろ fドックではもう， はなくても，

から，金

になるん

告2)1977 (昭和 52)匁月 11EI，会主主;主総長ぎにたいして綴紛の会穏化案を提示した。以降苧数次にわたる

を注潔化が行われゑ言受ヰ;こ示すとおりのま号室童返事業者宅ど数

j主表4 g悪銭ドック希望退毅応募著者数の捻移

第 1ぷ第 2 渋;

募集お1H¥l 

g主総人員(日野D
応募人民('主ftgi)

言 4 手く料 譲宅 5 滋:専制

1979. 3 1979. 8 .15 
-79‘告 一、 79.8 .28 

200 人 80 人

93 78 

11 62 

503 
394 

5き5

614 

84 66 

23 11 

2 4 

行n 者13汐，{tj!f!. {じよ，制li'?fこfJl)Jくすることなく強行された。
付 :!'l己苅:77滋綴表it'l，間t'iii'I';jjl]i良一jこよる。
特別!jiiS忍験者募集としてfiわれたσ
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まあ，そんなような状態で， とうとう一一一。

私は解散のちょっと前に辞めてましたが，解

散の書類書いたり，手紙なんかをあちこちに

出したり…・-。

残ったのは須JII興業ですね。植島は須川の

帳場みたいのに入って，須川もドックの仕事

だけではなしに，おやじさんはほとんど会社

にいないでよその法文とりに一一「ぜ、んぜんドッ

クの仕事では食っていけないですからね93)

会社も合理化で，私が協船興業をやめる前

には，第 l回の希望退職者は出てましたけど，

会社の事務所に行って，私の部下なんかには，

「ともかしやめるな，やめるなJって言って

やったんですよ。「やめれば損だ。随館の街に

仕事がぜんぜんないことははっきりしている。

これだけ銀行から借金を受けてて，商館で、た

だ一つの民間の大きな会社で，思りでつぶさ

ないから」ってね。そんときは，坪内〔寿夫・

来島ドック社長〕なんて知らなかったで、すけ

ど……。私の職場では， こんどの合理化でや

めたのは， 1ばん年とったのだけです。安部文

治を筆頭に，下回とか谷口とか昭和3，40年

代に途中入社で入ってきた人，下回は臨時工

から入ってきたんですが，みんな残りました。

だけど，坪内に言わせれば，こないだの 600

何十人が退職しても，まだ人数が多L、と。現

場のほうは，少ない人数で悲鳴あげてますね。

うちの町内会にはドックの出身者が多いんで

すけど，副会長も総務部長もドックです。近

くにし、る，二組〔第二組合〕の人で組長〔班

長〕やってるのは電気熔接ですけど，顔を合

わせるたびに「元気でやってるかい」なんて

言うと， I忙しい，忙しLづってね。それこそ，

来島クソレーフ。のただ働きの標本みたし、で……?

93)これら下請工なふくむ協力工の数は， 1976年代に入って減少しはじめ，函館造船所だけで 80年 10}lま

でに，最大将の1，641人から 244人に減少した。この間， 77年3}liこ下請会社の白幽機械(資本金 800万

円)， 80年9月に甲板機械メーカーの田辺鉄工所(同 1，000万円)，隙年 12月に船船級装部門の函館工機(同

2600万円)が俄産し， 1億円以上の負債を抱えた倒産会社(凶館ドック関連〕は76-80年の 4年間で8社

に及んだ(池島王室治「函館の造船級車業者はし、ま 急回復した造船業の5察側Ji.:c.コノミスリ 1981年2月

17日号など参照)。

94) r来島グノレーブJは，坪内寿夫氏が率いる企業集聞を指す。来島どっく(資本金 li意、7千万円〕を中核
に造船・海運・商事・金融・観光事業など 170余社で構成され，その大半は経営危機に陥ったところを坪

内氏によって再建された。造船関係では佐世保重工業(長崎県)・金指造船(静潟県)など 13社 15工場が

ある cr北海道新聞J1984年 10月6日，参照〉。
函館ドックは設:91)の第 3{J，合理化合終了したあと， 1979:9三6}liこ特定船紛製造業安定事業協会にたい

し大型船建造設備などを資却するなどして再建を図った。|弓協会は78年12月，自力では削減できない

や竪以下の造船所の過剰設備異上げのため官民共同出資で設立され，80年2月27阪までに函館ドックをふ

くむ9社の過剰設備の買収を終了した。函館ドックは伺年 10月から東京証券取引所の一部上場企業への上

場を廃止，その後の経営努力にもかかわらず受注環境の態化で自カ符建が悶難となった。同社が来島クノレ

プに入るまでの経過は，ほぼ以下のとおりである。

01984年6月6日，会社は新再建計踊会発表し，①約 1，600人の従業員な半減，⑤累積債務を残したまま

現会社から生漆設備のりースをうける新会社の設立，③来島グノレープ入りの， 3項を正式に提示した。

0河年6月14日 会社は組合にたいし 790人の希望退職者(うち管理職40人〉を7月19日から募集する

ことを提案した。

0向年6月2013 総評の函館ドック対策委員会が函館において「函館ドック大宣言言切り反対総決起集会J

を開催。 2513 全道労協，全造船中央本部，函館ドック労連などが「函館ドック大量首切り阻止北海道共
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長男が商高〔道立酉館西高等学校〕を卒業

するときに，私はドックへ入れようと思った

んですよ。そうしたところ， (ニクソン声明に

よる〕 ドル・ショック〔昭46.12Jで， ドッ

クで140億円ぐらいの為替の差損を受けたわ

けですよね。 ドノレで、外国船の注文をとってま

したから，船主のほうは年払いて、輪出入銀行

に金をドッグのほうに入れるんですね。360円

のト、ノレが320円になり， 300円ぐらいになっ

ちゃって，その差損でだいぶ痛手をうけたん

で，採用はいっさいしないということになり

ましてね。それで、，恵、子に「函館には勤める

とこなしづって言ったら， I函館になんていた

くない。東京に行くんだjって。

長男は，ちょっと事情があって，うちが(家

内の〉実家で同麗してたときに生まれたんで

劉会議Jを結成。

ある船具工の生活史と造船業労使関係

す。それから，この町のずっと上のほう，い

まの船見詰lJ7番地に来たんですよ。8畳の部屋

をひとつ借りて， 2年ぐらし、L、ましたかね。そ

のときに商館ドックに加納久朗っていう有名

な人が，後に住宅公団の総裁になった人が25

年末ごろに(取締役〕会長で来たんです?そ

の人はざっくばらんで， I重役の給料も，かく

し看板はない。会長の私は 15万もらってる。

それから常務はちょっと下げて 12万かなJな

んて言ったりして。「従業員のみなさんは，ま

ず自分の住宅を獲得しなきゃだめだ。そのた

めに，会社で総額の 200万の金を住宅資金と

して，みなさんに貸す」ってね。それでト，その

第 l回目に申し込んで，申込用紙みたら，買

う家を決めてから申し込むっていうから， し

ょうがない，金さえ借りてしまえばって，元

町，むかしは会所町の(家内の〉実家の家を

O伺年6月28日 函館市議会が全会一一致で，函館ドックの経営危機打開を求める決議を行った。

O同年7月l3日 函館ドック関連対策協議会を設立(函館市および労働・経済 17団体で構成〉。

。問年7月 17日 会社は希望退職者の募集について組合の向意が得られないため， 8月8B vこ延期。

O同年8月1日 北海道知事・函館市長・室際市長は，運輸大使・大蔵省、に再建協力を要議。

0向年8月7日 会社は希望退職者の募集会湾延期。

。悶年8月 18日 函館ドック労組(河盟系〉が人員削減規模の縮小をiiiJ援に希望退職に応じる旨の見解を

発表。

0同年8月26B 総評の「函館ドック大量解雇撤@]・地域経済を守る全思集会」を函館で開催。

0同年9月1臼 関銃ドックの主力銀行の富士銀行が労連にたいし，希望退職者の再就職事時旋などの条件

を提示。

。同年9月4日 会社と雨組合は 790人の枠を外して，希望退職者を募集することで合意。

。河年9月7臼 希望退職者の募集を開始し 9月 14日までに 642人(うち管理織55人〉が応募。

0同年9月 17臼 社会党造船対策委員会，総評函館ドック対策委員会，函館ドック労連，全道労協は自主

再建が菌室生なばあい労働協約の継続などを条件に新会社への移行を認める方針を確認。

0同年9月25日 労遼・会社・来王寺グノレープは，社会党と運輸大痘らとの政治折衝をつうじて，現行労働

協約・条件の継続などを条件に新会社を設立することに大筋で合意。

0同年9月28日 北海道知事が坪内氏に函館ドックの再建について協力を要請。翌日，函館市長・室蘭市

長も協力姿請。

。問年 10月5日 坪内氏が運輸大陸にたいし言語館ドック再建引受けを正式に表明。

O河年 12月28日 新会社「磁館どっく」設立。

95)加納久郎氏は， 1950年 12月15臼イすで取締役会長に就任。

155 



人文科学議室長

、て……。たしか3カ丹t.J、内か

それで会話;の基当権に入る

して，

それて¥

っfこ

〔現・船見町12

7こ

元町カトリッグ

ねて古
J

m

J
也
引

け

ち

う

た

うち

iすど， うち

し、う が中心にお初ちをす

る，私だ

なんだか，

(自

こっちのほう しているα

されるような感じがして

とこ

なんない。

う令の家内が、洗礼なうけたときは，

うけてもし九、だろうかj ゥデこときは，

らhてカミら， 〈だるつスト

し、う……。 にそんなことはありえ

ま なんて， フランス人の神父十こくって

つ 念、治当って， ¥， 、ろしち L-たこともるり?を

いま もってる子供

r j 

が小さL、ときに，し、iどから 32

いつも強いて，おもりし

それで、，自分が1

に子供を
L _ ， 
つ Jこーとご

いろい

いたところで読ネしをう

んですよ。

なるときfi，

につれてってくれたん

の〉おふく

ると，おいやったか

に間ったりして

人だから，家内 てなった

びっくり仰天して

ハ
〆

~ 

し、

三う~=f ~スト

うかなって。そうした

し

なんて

;ま， 1-¥，、し、、こと

になれなし、から上って，かえって らきた人が，

弓r災b
、、ー

t工，

おふくろに くわっちゃってね。

しましてオユ。3 ミら

えのなかに一一一。それは，ふつうの つ

、¥，、

し

日光なんかは前もって知ってましたけど，

が，向こうのはうはさっ;まり知らないで

しょうー…。鬼怒川

て〉

支ぜんから，各自でとっ

てね。私，家のやっと

して， ビーノレをとったら，いつも

って欽んでる人が，奥さ

っていっていたけど， 1つは「

ないひまえは んがそばにつし、てるもんだから，みな欽まな

てね。

Fζ り

、
h
l
v
 

よ。

として

れで γ ワア

って，そ 私たちの

と。ぞれから「十字 3 

架の原義Jって，キリスト

J 
4 、崎，

n
h
u
 

w
h
d
 

社

を

れ

て

ヲ

さ

つ

キ
ふ'~
ーしるよ

し、う……。それと して， は2

り〕

開設でさ

-156-



よならする。ちょうどその年に定年になるも

のはどうするかつて， (私のばあし、は47年 3月

に定年となったので〉定年はあくまで55歳だ

けど，そのかわり延長を3年にするってなっ

たんですね?職場で送別会をやってくれるの

は，定年の現役の終るときで，湯の川の明月

閤で送別会を聞いてくれましたしね。そのと

きは，船具の職場では私と山本周蔵っていう

潜水の伍長といっしょだったんです。いまで

も退職者組合の集まりのときに，山本さんの

家に行ったこともありますけど……。それで，

工場の主任， (¥，、までいう〉係長が「長いあい

だ，し、ろいろありがとうございましたJってね。

昭和50年に，いよいよさよならするときに，

私の組の若い衆が発起人になって，共愛会館

で私を送る会を開いてくれて， これは船具の

ものだけでなしに， (当時の〉組合の下山委員

長だとか，よその職場にちらばっている人も，

カトリック教会の信者の人も来てくれました

ね。

ある船具工の生活史と造船業労使関係

退職者の組合は，私がまだ協船興業にいた

50年の 5月ころから計画はじめて，結成総会

は50年の 8月。これからの退職者は，ただ退

職してちりちりばらばらになるんでなく，1こ

れからの肢の中は政治闘争で，すこしでも

新勢力をふやして，監療の開題，年金の出題，

その他いろいろ勝ちとってし、かなきゃだめだjっ

て言ってね?それで，はじめの方針で，年2由

集まって一杯飲もうていうのね。「交流会を開

こう」って。第 1聞は分会の3階で定期総会を

聞いて，その後で交流会にしてね。l自の総会

を開くと，会費がl年分6千円で， 40万くら

い集まりますしね。湯の)11(温泉〉でやるっ

ていうと，そうとう腰をすえて飲んだりしま

すから，女中さんがあんまり飲むんでびっく

りしてね。(会長の〉私はぜんぜん欽めないも

んだから，ジュース飲みながら，みんなのと

こに集まっているビールで、も潜でもあったら，

そっちにまわしてやるとか小間使いみたし、に

やってて，余興がはじまると司会者をやった

96)関銃ドックの定年は 1965年まで 55歳であったが，同年 12月の年末倒争時に 55歳6カ月の延長が決定

した。また 71年春闘では定年56歳・湾雇用期限2年 (58歳〉が妥結し， 72年4月以降の定年者から適用

することになった。

97)函館ドック退職労働者組合は，組合員 61名をもって 1975年8月17Bに結成された。間組合規約第3条

は， 1この組合は組合員の生活条件，社会的地伎の向上と組合員間の生活条件，社会的地位の向上と組合員

間の互助，親[陸~目的とする」と定めている。別名をドック OB 会という。初代の会長は総山敏郎さん，

副会長は荻野銀蔵さん(元.ft上)，事務局長は小西俊一郎さん(元・第二機械)，幹事は笠原義郎さん(元・

資材)，谷口豊寿さん(元・倉庫)，石山又ーさん〈元・熔接〉。会社就任にあたって，蝋山さんはつぎのよ

うに述べている (1ドック OB会報j第1号， 1部省略〕。

「私達は，お互い，顕館ドックに勤務して，年代は異なっても，それぞれ向じ職場で労苦を共にした仲間

であります。その仲間が，退職後は，それぞれ別の道をたどって，音信不通の状態にありますが，退職後

の生活人生は決して平坦なものではないと思われます。せっかく勤めても， 60畿になれば，また退織しな

ければならないとか，子供達も成長して結婚すれば，自分の家庭中心になってしまい，なにか割り切れな

い感じを抱かされるとか，そんなふうにして， 1'9三I年老境に入っていくのが退職後の社会人生になってい

ます。私達は，そんな中で，共に手を取り合い，諸々の問題に取り組んで，苦労をお互に分ち合うことが

できれば明るい将来もひらかれるのではないかと考え，退職者の組合を結成しました。まだ結成しスター

トについたばかりですが，幸いE商館ドック分会の御援助をいただいて，今後の活動を積み重ねていきたし、

と思います。J
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写真15 退職労働者組合の結成大会で挨拶する

自銭ujさん (19751r.8月)

り一一。年に2自の集まりで，そのときに会

費がどっと入るんですよ。

函館には，商館地症の協議会があるんです

ね。 ドックだとか，国鉄，電通，市役所，

とか，ぜんぶ退職者が入ってまして函

館高退協 高齢者退職者協議会，北海道は

の高退連(北海道高齢者退職者の会連合

会J~8) で，私も毎年，道のi省退連の総会へ行

きます。年金時題では道の(高送連〉のほう

から，函館から 2名出ろとか， 3名出せってき

て， と交渉したこともあったんで、す

よ。

いまは， (ドック分会から出る)組合の補助

金も少なくなってね。会長も長いから， (事務

局長の)小西さん[注96Jと， Iもうそろそろ

辞めようかJなんて言ってんですよ。

退職労働者組合は毎月 2閤役員会(会長・

副会長・事務局長・幹事3人〉を聞いて，い

ろいろな問題を検討しています。上部組織か

らも諸問題を投げかけてきますので， ¥， 、っしょ

にその対策を進めているんですよ?

(追記) 本稿の取材等にあたっては，清水正徳氏を

はじめ商館トック函館分会の方々に大変におt止話ーにな

りました。記して厚くお礼申し上げます。

98)これらの組織のほかに，全造船機械高齢者退職者協議会が 76年2月22日に結成されている。

99)磁山さんは函館ドック退職者労働者組合の会長のほかに， 1961年から函館市民生委員，協船興業退職後

の78年から町会長， 83年から田I会連合会理事となり現在に至っている。
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